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「うう、下へ手たに身動きもとれん……」

　高級ランジェリーショップの中で、俺おれは一人ひとりぽつねんと立ちつくす。

　白を基き調ちようにした清せい潔けつな店内は、此方こなたから彼方かなたまでレースやフリルの大草原。その合間を濃のう紺こんのパンツスーツで身を固めた店員さんが歩き回り、真しん摯しな応対をたゆまぬ笑顔えがおで続けている。

　──ぺこり。

　場違いな雰囲気に背筋を凍り付かせていると、俺の近くを一人の店員さんが通り、流りゆう麗れいに会釈をして下さった。

「ど、どもっ！」

　眼を逸そらすように頭を下げ、恐る恐る戻す。その間に店員さんはきびきびと遠くへ歩み去ってしまっていて、辺あたりにはかすかなラベンダーの芳ほう香こうが残っているだけだった。

　なるほど。香水なんていったい誰だれの得になるのだと、電車や食堂で鼻を刺し激げきされた時には幾度となく思ったものだが。

　それも用法と用量しだいなのかな、とまた一つ勉強になった。

「ねーすばるんっ！」

「おわっ!?」

　居い心地ごこちの悪さを誤ご魔ま化かすようにしみじみ感じ入っていたところ、しゅっと布を引くような音に被かぶせて、出し抜けにあだ名で呼ばれる。

「きゅ、急に出てきちゃダメだろ真ま帆ほっ！」

　そちらを見ないまま、むしろ逆方向へ首を捻ひねりながら、我が身をこんな場所に連行した張本人である十二歳の無む邪じや気きな少女へ教育的指し導どう。

「だいじょびだよ、顔しか出してないから！　顔だけ顔だけ！」

　という声が聞こえても、簡かん単たんには信じない。この子たちの『大丈夫』は、歯医者さんの言う『痛くない』と同じくらいの保証と思っていた方が、なにかと安全であるからして。

「すーばーるーん！　こっち見てってば～！　そんなにブラジャーばっか眺めてるともっかんとかサキとかが悲しむぞ～！」

「え、なっ!?」

　このままずっとそっぽを向き続けることも辞さない心構えであったが、続けられた不平で、俺はようやく視し線せんの先に立ちはだかる圧倒的な存在感に気付く。

　Ａから始まり終点はＧまで。正面の壁かべには、黒いレース編あみのアダルティな下着が、所狭しと鈴すず生なりに展示されていたのだった。

「う、うわっ！」

「くふふ。すばるん、やっほ」

　慌あわてて身体からだを反転させれば、今度は試着室のドレープカーテンの合間からにょっきり首を出していたずらっぽく笑う、二つ結びの少女と目が逢あう。

　三み沢さわ真ま帆ほ。先日行った夏祭りで、俺おれはこの快活な少女に対しとても申もうし訳わけない粗そ相そうを働いてしまった。だからその償つぐないは必ずしなくては……と今もなお強く思っているものの。

　ううむ。まさかこんな高級下着の専門店に帯たい同どうさせられる羽は目めになるとは。

「いやあのえっと、ち、違うんだ真帆！　別に俺はブラ……お店の売り物を眺めてたわけじゃなくてっ！」

「うっそだ～。キョーミしんしんだったくせにぃ」

「だ、断じてそんなことない──って、だからあんまり身を乗り出したらダメだって！」

　言いがかりに断固抗こう議ぎしていると、次第に真帆がカーテンの隙すき間まから身をどんどん出し、鎖さ骨こつ、さらにはその下の日焼けあとがくっきりと残る二色の肌はだ色いろまでをも披ひ露ろうし始めたので、たまらず目を逸そらす。

　ああもう、頼むからもう少しだけ淑しゆく女じよの恥じらいを意い識しきしてくれ……！

「んにゃ？　おっとあぶねー！　あはは、うっかりあたしのせくすぃな谷間ですばるんをノーサツしちゃうとこだった」

「えっ。谷……？　いやそれはさておき！　な、なんだい真帆？　なにか俺に用事？」

「あ、そーだったそーだった。すばるんにお願ねがいなんだった」

「……そのお願いって、試着を終わらせた後じゃダメなの？」

「うん。だって試着のことでお願いなんだもん。あのさ、はいこれ。受け取って」

「ん、何だ？　……ぶっ!?」

　言われるまま手を差し出すや、真帆が純白の、美しいレースで装飾された三角形の布を握りこませようとしたので慌てて引っ込める。本当に勘かん弁べんして下さい！

「わわっ!?　こらすばるん！　なんで引っ込めちゃうのさ!?」

「当たり前だ！　だ、だってそれ、真帆が今さっき試着した下着だろう!?　そんなものは触れません！」

　紳士として断固拒否を表明すると、真帆は俄が然ぜん不ふ機き嫌げんそうなふくれっ面つらに。

「すばるんひどい～！　一回試着したくらいでパンツばっちくならないもん！　あたし毎日ちゃんとおまたもお尻しりも洗ってるもん！」

「そそそそういう意味じゃないっ！　と、というか大声でそんなこと言っちゃダメ！」

「平気だよ今貸し切りなんだから～。ほらほらお願いっ！　これを、同じ柄がらで一つ小さいサイズのやつと交換してもらってきて！　はいてみたらちょっと大きすぎたのっ」

「し、しかしだなぁ……！」

「むー。やっぱり汚いって思ってる～！　ひどいひどい！　ほら、よく見て！　どこもヨゴレてないじゃん！」

「顔に近づけないでくれえっ！」

　しばし試着室のカーテンを挟んで繰くり広げられる押し問答。

　が、結局。

「うう、我が不徳をどうかお許し下さい……」

　掌てのひらに布の温ぬくもりを感じながら、俺おれは歩き出す。

　まあ、よくよく話を聞いてみたら下着の試着って、専用の『下着の下着』を履はいた状態で行うらしいので、そこまで変な風に意い識しきしなくても良いのだろうけど。でも真ま帆ほは数年後、今日きようの出来事を不意に思い出しては激はげしく赤面したりするんだろうなあ。もはや後の祭りだが、それを思うとやっぱり粘ねばり腰で断ってあげるべきだったかという気がしないでもない。

「ええと、店員さんは……あそこか」

　辺あたりをきょろきょろ見回し、よく行くスポーツ用品店と同じくらい広い売り場を足早に横断。しかし、すごいところだな。売り物が下着だけなのに、こんなにも大規模なんて。面めん積せきに比べれば陳列棚の数がそれほど多くないのも、なんとなく高級な感じだ。実際、ちらりと見えた値札は下着であることを考えたら目玉が飛び出すほどで、こんなお店を簡かん単たんに借り切ってしまう真帆ってやっぱりお金持ちのお嬢じよう様さまなのだなぁと、改めて思わされる。

「……それはさておき」

　まずは早いとこ店員さんに伝言して手の中のブツを処理してしまわねば。

　吞のん気きな観かん察さつを止やめ、棚と棚の間を勢いよく左折。

「あ、長は谷せ川がわさん」

「わっ!?　や、やあ紗さ季き！　それに、ひなたちゃんも！」

　するといきなり足元に二人ふたりの少女が現れ、驚おどろいて急停止。切れ長の瞳ひとみを飾る眼鏡めがねと三みつ編あみがよく似合う少女、永なが塚つか紗季に、ふわふわロングヘアと名前の通り日だまりのような笑顔えがおがたいへんかわいらしい、袴はかま田だひなたちゃん。二人とも低い位置に置かれた下着をしゃがみ込んで眺めていたらしく、俺からは死角になって気付くのが遅れてしまった。

「おにーちゃん、おいそぎ？」

「い、いや全然」

　ひなたちゃんに上うわ目め遣づかいで尋たずねられ、両手を背中に回してうっかりそう答える。本当は急いでいたと言えば急いでいたのだが、無む邪じや気きな笑顔を前にしてつい首を振ってしまったのだ。そしてなぜパンツを隠した俺……!?　これではまるで後ろめたいことをしでかしているみたいではないか。違うのに！

　ううむ、思い返せば春先にもみんなの前でひなたちゃんのヴィンテージものを隠いん匿とくしたことがあったわけで……。いかんぞ、このままでは『ぱんつ隠かくし癖ぐせ』が身に染みついてしまうかもしれない。いや、そもそも下着を握りしめるようなシチュエーションに何度も陥おちいることが異常なのだけど。

「わーい。じゃあじゃあ、ひな、おにーちゃんに質問してもいい？」

「質問？　う、うん。えっと、なにかな？」

　やむなし。一度隠してしまった以上、変に勘かんぐられぬよう誤ご魔ま化かし通すしかあるまい。掌てのひらにしっとり貼はり付く布をきつく握り込み、俺おれはひなたちゃんに笑顔えがおで首をかしげる。

「あのね、おにーちゃん。このぱんつ、見て？」

「へ？　……のわ」

　ほどなく、嬉き々きと掲かかげられたのは。

　紫むらさきの範はん疇ちゆうを凌りよう駕がするほどの極ごく彩さいを放つ『どパープル色』をした三角形の布と、

　もはやただの紐ひもとしか表現しようがない物体で構成された、

　ぞくに、Ｔバックとかなんとか呼ばれる類たぐいの下着であった。

「おにーちゃん、びっくりした？　ひなもね、びっくりした」

　ひなたちゃんの両手によってぴろーんと広げられる、どパープルのＴバック。

　……なんなのだ、このシュールな光景は。

「あ、ああ。び、びっくりしたよ。ええと。それで、質問って？」

「おー。あのね、このぱんつ。どうしておしりのところ、ひもになってるの？」

「………………そ、それは」

　うん、ある程度覚悟していたけどやっぱりそういう疑問だよね……。

　参った。まさかこの若さでかような情じよう操そう教育スキルを求められることになろうとは。

「申もうし訳わけありません、長は谷せ川がわさん。私もいろいろ答えを考えてみたのですが、何一つ浮かばなくて。……悔しいです。たかがパンツにこんな頭を悩まされるなんて」

　言葉に詰まり、隣となりで顎あご先さきに指を添えたまま固まる紗さ季きに目め線せんで助けを求めてみるも、返ってきたのはそんな無念の意。一いつ瞬しゆん俺に答えを言わせるべく冗じよう談だんめかしているのか、なんて希望的観かん測そくが浮かんだが、表情からしてどうも本気で思い悩んでいらっしゃるようだ。運悪く、紗季の真ま面じ目めな性格が変な方向に発揮されているらしい。

　いやはやしかしこれは困ったぞ、一体何と答えるべきか。正直なところＴバックの存在意義なんて『そんなの知らない』というのが本ほん音ねなのだが、あまり突き放すような言い方でひなたちゃんを傷つけるのは避けねばなるまい。

　とすれば。あえて想像の限りを尽くして言葉にしてみるなら、そうだな。

『その方が、グッと来るから』

　……アホか。言えるか。

　まず第一に俺はＴバックなんてものに全然興きよう味みがない。こんな奇抜なデザインに比べたらみんなが常用しているパンツの方がよっぽど可愛かわいいと思うし、それに下へ手たなことを言うと無む邪じや気きなひなたちゃんがＴバックに興味を持ってしまうかもしれない。『はいてみたい』なんて言い出したら最悪だ。保ほ護ご者しや代理として、もしそんな事態を招こうものなら死して詫わびるしかない。

「ねーねー。おにーちゃんは、わかる？　どうしておしりのところ、ひもなの？」

「…………ごめん。俺おれにもさっぱりだよ。なんで、こんな風になってるんだろうなあ。本当に、どうしてこうなった」

　しかして、そう返事するより仕方ないのであった。

「長は谷せ川がわさんもご存じではありませんでしたか。ひな、じゃあ次は店員さんに訊きいてみましょ。私もちゃんと答えを知らないともやもやしちゃうし」

「おー。おねーさんこっちに来たら、教えてもらう」

　当然の流れで、二人ふたりは次なるターゲットをお店のスタッフさんたちに定める。こうなる事は想像に難かたくなかったので、可能なら自分の手で疑問をせき止めたかったのだが、なんとも申もうし訳わけない。きっと、店員さんもひなたちゃんのイノセントっぷりにはたじたじだろうな……。

　いや。でも俺なんかよりずっと人生経けい験けん豊富な社会人なら、きっと秀しゆう逸いつな躱かわし手てを思いついて下さるに違いない。そう信じ、頼らせてもらうことにしよう。

「ごめんな、役に立たなくて。じゃ、じゃあ俺、ちょっと用事があるから行くよ」

「あ、はいっ！　すみません呼び止めてしまって」

「おにーちゃん、またね。かわいいぱんつ買ったら、見せてあげる」

「あはは……。それじゃ、また後で」

　去さり際ぎわになにやらまたとびきり危険なワードが聞こえた気がしたが、ひとまず苦笑と共に手を振って歩き出す。

「あれ？　さっき見つけた店員さん、いなくなっちゃったな。……ええと。あ、あそこに別の人が」

　売り物の下着をあまり視界に入れぬようにと妙な動き方をしたせいで、気付けば店を端から端まで渡りきってしまったが、とにかくやっと手の空あいている人がいらっしゃった。あの方に、別サイズの在りかを訊くことにしよう。

「……っと」

「お客さま、ご試着は終わりましたでしょうか？」

　そう思って話しかけようとした寸前、店員さんは真ま帆ほが待たい機きしている場所の正反対に位置する試着室の前で立ち止まり、閉じられたカーテンの奥に声をかける。

「あ、はいっ。で、でもなんだか、サイズが……」

「フィット、しませんか？　もしご迷惑でなければ、私も中に入らせて頂いてよろしいでしょうか？」

「よ、よろしくお願ねがいしますっ」

　そして自らも試着室の内部へ。今の声、そして綺き麗れいに脱ぎ揃そろえられたあのサンダルは、ここにいる五人の中でも飛び抜けた長ちよう軀くの持ち主である心こころ優やさしい少女、香か椎しい愛あい莉りのものだ。どうやら彼女もまた下着の試着中らしい。

　む、となるとこんな近くに立っているのはマズいか。いくら見えないとはいえ、着替え中の女の子の声なんてあまりみだりに聞いて良い類たぐいのものではないような。

「うーん……」

　でも別にやましい気持ちを持っているわけでもないのにこそこそ逃にげ惑まどうのも、逆に意い識しきしすぎのような気もする。早いとこ目的を果たしてしまいたいし、やっぱりここで店員さんの仕事が終わるのを待っていよう。そもそもいたたまれなさは、店内のどこにいようと変わりないわけで。

「それでは失礼します。……まあ、とてもよくお似合いですわ、お客さま」

「そ、そうでしょうか？　な、何だか少し、ふ、膨ふくらんで見える気が」

「いえいえ、そのようなことはありませんよ。むしろ、先ほどまでお召しになっていたブラは、少し締しめ付けがきつすぎたような気がします。これからの成長のことも考えて、このサイズに変更なされた方がよろしいかと」

「はぅ。できればもうあまり、膨らんで欲しくないんですけど……」

「そのお気持ちもわかります。ですが、窮きゆう屈くつすぎると身体からだにも悪いですので、身体に合ったものをおすすめいたします。こちらの品ですと、とても綺麗にお胸の形が出ますし、たいへん魅み力りよく的てきですよ」

「で、でも……動くとすごい、揺れちゃって」

「うふふ、もちろん運動をなさる時は他ほかのものに変えて頂くことになると思いますけど、普段ふだんはそれくらい揺れるのが普通ですよ。あっ、ただ歩いただけでこすれて痛いようでしたらそれも問題ですので。……すこし、失礼しますね」

「ひゃうっ!?　どどうしてブラの中に手を……きゃうんっ」

「申もうし訳わけありません。あまり隙すき間まが空あいているようだとよろしくないと思いまして。……ええ、どうやら大丈夫そうです。それにしても、お客さまはスレンダーなのに本当に綺麗な形のおムネをお持ちですね。背中や脇わきのお肉を無む理り矢や理りカップの中に押し込んだりしなくてもしっかり谷間ができますもの。ああ、肌もつやつやで、羨うらやましい限りですわ……」

「だ、だめっ……！　そんなに優やさしく撫なでないで下さいぃ～～～～～～～～っ!?」

　……神様、私は大きな過あやまちを犯しました。

「す、すまん愛あい莉り。本当に申し訳ない」

　今さら何をいっても許されるものではないが、小声でぼそりと懺ざん悔げを呟つぶやく。だ、だって知らなかったのだ。下着の試着室というものが、こんなにも高度な情報戦の繰くり広げられる場だったなんてこと。

「お客さま、どうかなさいましたか？」

「のわあっ!?」

　手で顔を覆おおいがっくり項うな垂だれていると、後ろから穏おだやかに問いかけられて危あやうく飛び上がりそうに。

「い、いやあのそのっ！」

「……？」

　おっかなびっくり振り返り、営業スマイルと共に首をかしげてこちらを見上げる店員さんと対面する。どうやらそわそわ佇たたずむ俺おれに気を利かせて（あるいは単に不ふ審しんがって）、向こうから用向きを伺うかがいに来てくれたらしい。

「じ、実はですね！　先ほど頼まれて、こ、このぱん……げふん！　この下着のもう一つ小さいサイズを探しに来たんです！　た、頼まれて！　教え子に頼まれましてねあははは！」

　この機きを逃すな、とばかりに問答無用で真ま帆ほの脱ぎ下ろしを手渡しつつ、逆に誤解されそうなくらい『頼まれて』を連呼してしまう俺おれ。それでも店員さんは笑顔えがおを崩さずに、

「かしこまりました。探してまいりますので今しばらくお待ち下さい」

　深々とお辞じ儀ぎしてバックヤードに消えていく。ありがたや。その動じなさ、まこと商売人の鑑かがみ。……まあ、内心でどう思われてたのかは怖くて想像する気にもなれないが。

「お待たせいたしました。それではこちらをお持ち下さいませ」

「え……あ、その。……く、しまった」

　やがてきびきびと戻ってきた店員さんだったが、困ったことに淀よどみない動作で俺に純白の布を握りこませると、そのまま一礼して立ち去ってしまった。

　うう、出来れば女性の手で真帆の許もとまで届けてやって欲しかったのだが、忙しそうだったし仕方ない。乗りかかった船──とまでは思えないが、任を受けたのは自分自身なのだから最後まで職しよく務むを全まつとうしよう。

　諦てい観かんなのか決意なのか判断が付かぬ想おもいを胸に、逆側の試着室前までとんぼ返り。二つ並びの閉じられたカーテンのうち、真帆が入っている右の方に呼びかける。

「……真帆～。持ってきたぞー」

「おーそーいー！　早くちょーだいっ」

「いや、ちょうだいって。真帆が手を出してくれないと渡せないってば」

「取り込み中で無む理りなの！　ごめんだけど、すばるんがカーテン開けて！」

「………………いやだ」

「なんでさ!?」

「どうせまたなんか、変ないたずらしようと思ってるだろ。開けた途端とたん『きゃーチカンー！』とか叫んだり」

「思ってないよ～やらないよ～！　今あたし、見られても全然平気な格好だもん！　誓うってば、噓うそ吐ついたらハリセンボン！」

「本当かなぁ……」

「信用しろ～！」

　正直、何度言葉を交わしても疑念が完全に消えることはなかった。でも、コーチとして教え子をあまり疑いすぎても信頼関係が保てなくなりそうだしな……。

　やむなし、開けよう。で、やっぱり何か企たくらんでたら今日きようという今日はちょっときつめに『めっ』だ。

「……わかった。じゃあ、開けるからな」

「うんうん、早く早く！」

　最終確かく認にんを行い、任を受けた時と同じく乱雑に散らばった真ま帆ほのスニーカーの真ん前に立つ。そして、深く息を吸い込んでから一息にカーテンを開け放った。




「…………………………ふぇっ」




「……………………なん…………だと…………？」

　そこで、俺おれが、見たものは。

　純白のブラウスを床ゆかに脱ぎ畳んで、ワインレッドのプリーツスカートだけを身に纏まとい、今まさにブラジャーのホックを留めようとこちらへ向けた背中に手を回す、ミドルショートの髪を片結びにした少女。

　何が起こったのか理解できないといった風で試着室の鏡かがみ越ごしにきょとんと俺を見つめる……慧けい心しん女バスのエース。湊みなと智とも花かの華きや奢しやな全身だった。

「あ……あ……」

　喉のどをか細く震ふるわせながら、智花は背中に手を回したまま全身を硬直させ、頰ほおの色を加速度的に朱へと染め上げていく。

　そのとき。

「……っ!?」

　十一歳の、未いまだ発育途上にある胸囲に比べて若じやつ干かんオーバーサイズだったらしい肩かた紐ひものないブラジャーの胸当て部分が、はらりと肋ろつ骨こつの上から、おへその直ちよく上じようぐらいまで滑すべり落ちて──
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「う、うわああああああっ!?」

「ふぁ、ふぁあああううっ!?」

　ようやく我に返った俺はドレープカーテンを全力で引き戻し、後ろを向いて蹲うずくまる。

　──な、ななななななんで智花が中にいるんだ!?　俺が今開いたのは、確たしかにさっき真帆が入っていた右の方の試着室だし、そこにある靴だって間違いなく真帆のではないか！

　背中に、だらだらと脂あぶら汗あせが伝う。

「ありゃりゃ～ん、どうしたのすばる～ん？　まさか、試着室間違えちゃったの～ん？」

　そこへ突き刺さったのは、これ以上無いくらい大おお仰ぎようでわざとらしい小こ悪あく魔まの笑い声。

「ま、真帆ぉぉぉおおっ……！」

　涙目で振り返ると、隣となり──左側の試着室から二つ結びの少女が喜き色しよく満まん面めんで顔を出し、両手にはめ込んだ智とも花かのパンプスをぶんぶん揺らしていた。







　会計を済ませ、梱こん包ぽうが済むまで店内のラウンジで待たい機きする俺おれたち六人の間に、何ともいえない重々しい空気が漂う。

「いつつつ……。あんなに本気で叩たたかなくてもいいじゃんかサキ～！」

「黙だまりなさい！　トモのこと可哀かわい相そうだと思わないの!?」

「だ、だってあたし、もっかんはパンツの試着だけだと思ったんだもん！　パンツなら、もっかん今日きようはスカートだし、服脱がなくても平気だから、すばるんに見られても大したことないって思ったの！」

「ブラだったじゃない！」

　反省半分申し開き半分の真ま帆ほを叱しかる紗さ季きに、戸と惑まどい全開でおろおろする愛あい莉り。さすがのひなたちゃんですら今は普段ふだんのにこにこ顔を見せず、五人の表情を不ふ思し議ぎそうに窺うかがい続けている。

「そ、そうだって知ってたらあたしだってさすがにやんなかったってば！　で、でもでもっ！　まさかもっかんがあんなおとなブラジャー着けようとしてるなんて思わないじゃん！」

「…………え、ええと、それは」

「ほーら、サキだってそう思うんだ！」

「そ、そんなことない！　だ、だって試着よ！　トモにだって、試してみる権利ならいくらでもあるわ！」

「うぅ……。ご、ごめんなさい。必要もないのに背伸びしちゃって……」

「ああっ!?　ち、違うのトモ！　そういう意味じゃなくてっ！」

　そして智とも花かは未いまだ顔を真まっ赤かに染めうちひしがれたままで、俺おれもまた底なし沼のような後悔から抜け出せず、抜け出せるわけもなく。

「ほんと、ごめんな智花……。俺がもう少し注意深ければ……！」

　目の前のテーブルに額ひたいを擦こすりつけ、ひたすら謝しや罪ざいを繰くり返す。ああもう、いたずらの気配けはいは感じ取っていたのだからもっと慎重になるべきだったのに。

「い、いいえっ！　昴すばるさんは、何も悪くなんかっ！」

　そんな俺を見て智花は勢いよく立ち上がり、粗そ相そうを不問に付してくれようとする。おそらく気き遣づかいで、傷ついた心を隠かくそうと振ふる舞まっているのだろう。菩ぼ薩さつ……いや、もはや如によ来らいのような優やさしさだ。

「そ、そうです長は谷せ川がわさんっ！　あんなの長谷川さんにとっても事故でしかないですし！　悪いのは全部っ──」

「あいたっ!?」

「──このバカ真ま帆ほですからっ！」

　即座に紗さ季きも同どう調ちようし、仕掛け人をさらにもうひと小突き。

「うう～。だからもっかんとすばるんにはちゃんと謝あやまったじゃんか～」

「だ、だいじょうぶ真帆ちゃんっ……？」

「おー？　いたいのいたいのとんでけ～」

　散さん々ざん責められすっかり涙目の真帆を見かね、愛あい莉りとひなたちゃんは両サイドから頭をさすりだす。うう、俺のせいでせっかくのイベントにぎくしゃくした空気が流れ出してしまった。

「ま、真帆っ。今日きようはこんな綺き麗れいなお店に誘ってくれてありがとうね！　まだ私には早すぎるものも多かったけど、おかげですごく貴重な体たい験けんができちゃったっ」

　しかしその悪い気配を、智花の底抜けに明るい声が水みず際ぎわで押しとどめた。満まん面めんの笑えみを受け、そろそろいじけムードだった真帆の瞳ひとみにも輝かがやきが戻ってくる。

「ほ、ほんと……？　もっかん、楽しかった？」

「うんうんっ。すごく楽しかったから…………つい背伸びしすぎて、あんな下着まで着けようとしてみちゃったよ。あ、あはは」

　やはり演技も、強がりも含まれていたのだろう。それでもせっかく誘ってくれた友人たちの事を落ち込ませたくないという強い慈じ悲ひが、風向きを一気にひっくり返した。

「おー。ひなもね、楽しかった。かわいいぱんつ、はくの楽しみ」

「わ、わたしもすごく勉強になって、連れて来てもらって嬉うれしかったな……！　選び方とか、教えてもらったしっ」

「ま、貸し切りにしてもらえてゆっくり落ち着いて見られたのには、私も感かん謝しやしてるけど」

　すぐさまひなたちゃん、愛あい莉り、そして一番強く憤いきどおりを表していた紗さ季きも顔つきを和やわらげ、智とも花かの生み出した追い風に乗っかる。

「……あは、これくらいおやすいご用っ！　今度は普通の服も、みんなで見にいこっ」

　印象以上に友達想おもいである真ま帆ほも、内心では悪戯いたずらが過ぎたことを強く悔いていたに違いない。それゆえ智花が明るい笑えみを見せてくれたことに、殊こと更さら喜びを露あらわにするのだった。

　はは。ほんとこの子たちの絆きずなって見ていて微笑ほほえましい、むしろ誇らしくさえあるな。少しぐらい諍いさかいの種が生まれても、誰だれかがたちまちにはじき飛ばしてみせるのだから。

　さて、こうして五人がいつも通りの笑顔えがおを取り戻した今、俺おれもあまりネガティブな雰囲気を醸かもしているわけにはいかない。もちろん罪そのものは受け流さず、智花にはまた後でしっかり謝あやまらねばならぬが、さしあたっては。

「できれば、俺の事は普通の服を見に行く時に誘って欲しかったなあ、はは……」

　自然な感じで雑ざつ談だんに加わり、輪わの中に溶け込むべきだろう。

「えーそれじゃあたしの気が済まないもん。でもでもっ、普通の服の時もすばるん付いてきてよっ！　夏休みの間だったら平気でしょ？」

「そうだなあ。それは嬉うれしいお誘いだけど、でも夏休みといえば、真帆はそろそろ宿題とか大丈夫？」

「ヨユーヨユー全然ヨユー！　海合宿の時進めたし、それにまだお休み十日くらいあるしっ」

「……え、ちょっと待って真帆。今、なんだかすごく嫌いやな予感がしたんだけど。あんたまさか、合宿から返ってきてから宿題にはノータッチなんてこと、ないわよね？　『宿題を毎日こつこつやる』っていう夏休みの目標、ちゃんと守ってるわよね!?」

「あ、ところですばるん。今日きようはまだ時間だいじょび？　近くにケーキバイキングのお店あるから行きたいんだ～」

「質問に答えなさいっ！　言っておくけど、今年ことしという今年は私絶対手伝てつだわないからね！　トモも愛莉もひなも、絶対真帆には宿題見せちゃダメよ！」

「あーもーさっきからうるさいな～サキは！　だからヨユーだって言ってるじゃん！」

　言い争いを再開させた真帆と紗季を、今度は微笑み混じりで眺める俺たち四人。真帆の宿題に関しては一いち抹まつの不安を覚えずにはいられないものの、とりあえず嬉しいな。自分がまたみんなの買い物に付いていく、という提案を聞いても誰一人ひとりとして難なん色しよくを示すことなく、笑顔えがおで頷うなずいてくれて。

「ケーキバイキングくらいなら、この後も大丈夫だよ。それはそうと真帆。紗季にあんまり心配掛けないように…………ん？」

　喜びを隠かくさず、誘いに応じようとしたところで、突然胸ポケットの中身が細かく振動する。携けい帯たい電話に着信があったらしい。誰だれだろうと思いながら何気なく取り出し、背面のディスプレイに眼を馳はせた瞬しゆん間かん、

「おっ？」

　思わず驚おどろきの声が漏れた。珍しいな、あいつから電話なんて何ヶ月ぶりだろう。

「ちょっとごめん！」

　ここで話をするのはなんとなく憚はばかられ、一いつ旦たん外に出るべく席を立つ。

「なんだすばるん、フリンか！」

「ふぇっ!?」

　すると真ま帆ほが大声でとんでもないことを叫び、五人が色めきだつ気配けはいを感じたので苦笑と共に振り返り、正直に発信者との関係を明かしておいた。

「そんなわけないだろ！　元、同級生だよ。中学校の時、男子バスケ部でチームメイトだったやつ」





＊






　冷房の効いた店内から外に飛び出ると、熱ねつ気きが全身にまとわりついてくる。八月後半になったくらいでは、今年ことしもお日様は自じ重ちようしてくれる気などさらさら無いらしい。

「しかし、ほんと久しぶりだな。薄はく情じよう者ものめ」

　バイブレーションと共に点滅する『楢なら山やま啓けい太た』という四文字をしみじみ眺めて、冗じよう談だんっぽく毒づく。

　楢山啓太。三年間、桐きり原はら中学校で切せつ磋さ琢たく磨ました戦友。今は違う高校に進み、そこのバスケ部でレギュラー目指してしのぎを削っているはずだ。……幸か不幸か、七な芝しば高校はあいつの希望進路とはならなかった。

「さて、何から話すか」

　近況とか、思い出話とか。頭の中で言葉が溢あふれそうになって、そのせいで一言目が選べない。でも、いい加減応答しないと切られちゃいそうだな。そもそも楢山からかけてきた以上、向こうに用事があるんだろうし、なにも考えずに出てしまえば良いか。

　迷いを止とめて二つ折りのボディを開き、通話ボタンをプッシュ。

「もしもし」

『いよう、我らが希望のロリコンスター。まだ娑しや婆ばの空気は吸えてるか？』

　即座に切断ボタンをプッシュ。ボディを折りたたんで胸ポケットに放り込む。

「暑い暑い。さて早く戻ろう」

　掌てのひらで顔を扇あおぎながら踵きびすを返すと、ほどなくして再度の着信が。

　……どうしてこう、俺おれは友人に恵まれないのだろうか。

「冷やかしが目的なら、次は着信拒否する」

　出るなり抑よく揚よう無く告げると、敵は中学の頃ころと変わらぬ耳障りな甲かん高だかい声で高笑いした。

『悪い悪い、なんかオヤクソク的な義務を感じてな。元気か親友？』

「親友なら四ヶ月近くも音信不通になったりしないと思うんだが」

『忙しかったんだよ。思ったよりウチの部、厳きびしくてさ。……それに』

「それに？」

『ほら。携けい帯たい電話とか、使えなそうじゃん。鑑かん別べつ所しよって』

《目標通話終了ボタン》をセンターに入れて、クリック。

『あーウソウソウソ！　おいおい昴すばる、お前そこまで冗じよう談だん通じないヤツだったか？　昔はもうちょい寛大だったろ？』

　──する寸前で叫び声がかろうじて耳に届いたので、あと一度だけ受け流してやることにする。しかし仏の顔も三度までである。もうこれ以上は許さん。

「洒落しやれで済む範はん囲いか考えろアホ……！」

『いやー、そろそろほとぼりも冷めて平気だろって思うだろ普通。また荻おぎ山やまとイチャコラバスケしてるって聞くし』

　平気って、そんなわけあるか。これっぽっちも身に覚えがないのにロリコン呼ばわりされる事の痛いたみ辛つらみを知らぬ人間はこれだから。

　……ともあれ、それはそれとして。

「イチャコラって、だから俺と葵あおいのどこをどう見たらそういう発想になるんだ」

『お前さ、そろそろもう爆ばく発はつしちゃえ☆』

「気持ち悪い声出すな！　……って、あれ？　ところでお前、なんで同好会のこと知ってるの？」

　そんな大っぴらに活動してるわけでもないのに、その存在がこいつの耳にまで届いてることに遅れて違和感を覚える。

『おう、それそれ。つーか今日きよう電話したのは、そっちと関係あるんだよ。……実は今のバスケ部に、橋はし田だ中でレギュラーだったやつが二人ふたりほどいてな』

「橋田、中……？」

　男子バスケに関しては県内で特に強豪というわけでもない、ごく平均的な公立中学校。

　だが、俺たちと同世代なら、大たい概がいのバスケ部員がその名に聞き覚えくらいはあるはずである。

　地理的にわりと近い距きよ離りに有りながら、自分の出身校である桐きり原はら中とはギリギリ別地区だったため直接対戦したことは無かったが、俺もまた当時何度かセンセーショナルな話題を小耳に挟んだものだ。

「……それで、その橋田中の元バスケ部員がなんだって？」

『はは、そう急せかすな昴すばる。落ち着けって』

　楢なら山やまに諭さとされて、知らぬ間に早口になっていたことに気付く。だって、無理もない。同好会に関係があると前置きをされてから橋はし田だ中の名前を出されたら、どうしたって『あの選手』のことを考えずにはいられないのだ。

　もしかしたら彼が、俺おれたちの同好会に興きよう味みを持ってくれているのではないかと。

　しかし、ダメだ。まだ、興こう奮ふんするな。下へ手たに盛り上がりすぎたら、肩かた透すかしだった時のダメージが大きい。

『……でも、安心して良いぜ。たぶん、お前の思ってる通りの話だ』

「っ！　じゃ、じゃあ」

『ああ、昴のとこ──七な芝しば高校にも一人ひとり、橋田中出身の選手が行ってるだろ。そいつが、お前と会いたがってるそうだ。来年のバスケ部復活を目指して、同好会で自主トレしてるっていう話を聞いてな』

「会う、会うさもちろん！」

『そう言うと思ったぜ。じゃーこっちから段取り付けとくから。詳しいことが決まったらまた電話する』

「楢山」

『あん？』

「ありがとな、恩に着る」

『アホ。俺は何もしてねーし、しねーよ。……じゃ、昴。また来年な』

　来年かよ。それまで俺とは会う気もなしか。

　なんて、な。本当は分かってるけど。こいつが言いたいことは。

「ああ、また来年。……コートの中でな」

『おう。そん時にたっぷり教えてやる。去年の桐きり原はらがお前のワンマンチームなんかじゃなかったってことをな』

「はは、言ってろ。それじゃ」

　微苦笑と共に電話を切り、もう繫つながってない通話口に向けて最後にもう一言。

「俺の、ワンマンチームじゃない？　んなこと、いちいち教えられなくても知ってるっつーの」

　それから携けい帯たいを胸ポケットに収め、空を見上げて大きく息を吐く。

　入道雲と、ぎらつく太陽。

「まだまだ夏は、終わりそうにないか……ふふ」

　七芝高校に入学した、元橋田中のバスケ部員。

　その人物こそが、自身の圧倒的存在感でもって出身中学をいっとき有名にした張本人だ。

　もちろん休部期間中である今この段階で会ったからといって、いきなり何かが進展するわけではないだろう。けど、それでも彼がまだ、あるいはまた。バスケに興きよう味みを持っていると聞けただけでも、希望だった。

「おひー、やっぱ外あっち～！　あれ、どしたのすばるん？　なんかにやにやして」

「おにーちゃん、ごきげん？」

　上を向いたまま色々と想おもいを巡らせていると、背後から自動ドアの開閉音に続き、子どもたちの元気な声が届く。

「……っと、みんなおつかれ。にやにや、してた？」

「ふふ、してました」

　真ま帆ほ、ひなたちゃん、さらには紗さ季きから笑えみを向けられ、ちょいと照れくさい気分に。いかんいかん、こんなお店の前でだらしない顔をしてたら、変なヤツだと思われてしまう。

「昴すばるさん。何か、面おも白しろいことがあったのですかっ？」

「うーんどうだろうな。けど、もしかしたら。そのうちみんなにとってもいい話になるかもしれない」

　夏空によく似合う爽さわやかな笑顔えがおで尋たずねる智とも花かに、わざと意味深な言葉を返す。

「えっ、私たちにもですか？」

「うん。俺おれが今、コーチとして指し導どう力りよくの足りない部分が、ちょっとはマシになるかも」

　もし今後、彼との関係が深まり、いろいろ相そう談だんの機き会かいを持てるようになったら。これまで知ち識しきだけでまかなっていた分野でも、もっと実戦に裏打ちされた、生きた技術を伝えてやることが出来るようになるのではないだろうか。

　なかでも、特に。

「……？　え、ええと。長は谷せ川がわ、さん？」

　近い将来、センターとして慧けい心しん女バスのインサイドを真っ向から支えることになるであろう、愛あい莉りに対して。
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　楢なら山やまから連絡を受けた二日後の火か曜よう日び。俺おれは単身、ターミナル駅前のアミューズメント施設『オールグリーン』内のフードコートで、かの人物の到着を待つ。

　面めん識しきは、ほぼゼロと言って差し支えなかった。同世代では屈指の有名選手なのにデータ集めすらしたことがない。

「橋はし田だ中、トーナメントの組み合わせが最悪だったからな……」

　というのも彼らは中総体の時、県の一回戦で敗退したため、早々に対戦の可能性が潰ついえていたのである。その年の優ゆう勝しよう校こう──つまり俺たちを決勝で破って全国大会に駒こまを進めた『志し津づ野の中学校』といきなり当たってしまったが故ゆえに。

　……まことに遺い憾かんながら、あの一回戦が事実上の決勝だったと陰口をたたく輩やからも少なくないと聞く。

　とにかくそんなわけで、対戦しないと分かっているチームの研究をする余裕など無かった我が部のメンバーは、結局橋田中の選手に対する情報をほとんど仕入れないまま卒業を迎えてしまったのである（中二までは母校・桐きり原はら中自体が弱小すぎて試合する機き会かいを得られなかった）。

　それでも、今。『無事彼と巡り逢あえるか？』なんて心配は、これっぽっちもしていない。

　あんな目立つ人物、一度見れば絶対に忘れようもないのだから。

　脳のう裏りによぎるのは、七な芝しば高校、今年ことし最後のバスケ部活動日。

　すし詰めの部室で誰だれよりも窮きゆう屈くつそうに身体からだを折り曲げていた、彼のことを思い出す。

　凜り々りしい眉まゆの中心に皺しわを寄せ、落ち着きなくスポーツ刈りの髪をかき乱していた、あの焦しよう燥そうしきった姿を。

　なんて、端はたから見たらあの時は俺の方も負けず劣らずひどい表情をしてたんだろうけど。

　苦笑して、何気なく顔を上げる。

「……あ！」

　瞬しゆん間かん、視し線せんが真っ正面に釘くぎ付づけとなった。

　遠くから、こちらに向けて大おお股またで近付いてくるシルエット。彼だ、彼に間違いない。

　傍そばを歩く老ろう若にやく男なん女によより、頭一つ、下へ手たをすると頭二つも抜きんでて高い身長に、鍛きたえ抜かれた筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな肉体。試合中でなければ、既にダンクも可能だという圧倒的な存在感にはもはや笑うしかない。

　畜ちく生しようめ、まったく不公平だな人間ってのは……！

　はやる気持ちを抑おさえられず、待ち合わせ場所に指定したフードコート中央の大おお時計どけい前から離はなれ、彼の許もとへ早足で向かう。

　途中で向こうも俺の存在に気付き、軽く会釈。

　そして、互いの距きよ離りが１ｍを切ったところでほぼ同時に立ち止まり、しばし目を注いでから右手を伸ばし合った。

「初めまして……かな？」

「だな、仮入部の間は話もできなかったし。よろしくな、長は谷せ川がわ昴すばるくん」

　握りしめられた掌てのひらが、過剰な圧力に包まれる。

　なんとも、心が躍おどった。







「ははは。ったく、それにしても長谷川。同好会なんてもん作ったんならその時にすぐ誘えよ」

「悪い悪い。迷ったんだけどな、すごく」

　期待のメンバー候補は見た目通り豪快な性格らしく、バーガーショップに入ってほんの数分話しただけですぐに打ち解けることができた。呼び名も『くん付け』だったのは最初の一回だけで、後はずっと呼び捨て。おかげでこちらとしても、気兼ねなく話が出来るというものだ。

　ま、とはいいつつ自分の方は呼び捨てでいくか最初ぐらい『くん付け』しておくか方針が固まらず、まだ目の前の大男に対し名前で呼びかけることが出来ていないのだけど。

「迷った？　なんでまた？」

「一度、勧かん誘ゆうしようと思って放ほう課か後ご会いに行ったんだ。でも、バレー部で熱ねつの入った指し導どう受けてるのを遠巻きに見て、『ああ、こりゃちょっと申もうし訳わけないな』って」

「あー、そういうことか」

　七な芝しば高校男子バスケ部が休部になった直後、仮入部員のほとんどはすぐ他ほかの部活に鞍くら替がえするか、スポーツそのものに興きよう味みを失ってしまっていた。だから後者は誘っても色よい返事を聞かせてもらえず、前者、特にアスリートとして才覚のある人材の方は既に確かつ固こたる居場所を見つけており、声をかけることすら難むずかしい状況だった。

　片や、すぐ傍そばに未来がある公認の部活。片や、無事たどり着ける保証もない一年先のための、活動場所すら定まっていない零細サークル。主しゆ宰さい者しやの一人ひとりである自分自身、前途ある高校生が所属するメリットを、何一つ具体的に示すことが出来ない。

「バレーボールがつまんなくて仕方がないって顔してたら、ダメモトで当たったかもしれないけど。そういうわけでもなかったろ？」

「はは、確たしかに。こっちも満まん更ざらでもない、むしろ合ってるんじゃないかって思ってた。なるほど、言われてみれば五月とかに声かけられても、断っちまってたかもしれないな」

　そりゃ、１９５cmに届かんばかりのこの上うわ背ぜいである。ある程度上う手まくなればスパイクもブロックも決め放題だろうし、バレー部側としても絶対に手放したくない選手だったに違いない。

　……それだけに、この疑問をぶつけてみないわけにはいかないよな、やっぱり。

「むしろ、なんで今になって気変わりしたんだ？　もう一度、バスケやってみようって」

　ずっと気になっていたことをようやく尋たずねるや、一いつ瞬しゆん言葉に詰まる気配けはい。

「半分以上は、単純に恋しくなっただけだ。バレーも悪くないけど、なんだかんだ言って俺おれが一番好きなのは、やっぱりバスケだって」

「残りの理由は？　いや、訊きいて差し支えなければで良いんだけど」

　なんて気を遣つかわずにはいられないほど、妙に奥歯に物が挟まったような言い方だった。というか、次第に眉まゆ尻じりを下げ、こめかみから汗を垂らして。よく分からんが非常に照れくさそうだ。

「わ、笑わないか？」

「も、もちろん。人がやる気になってる理由を笑ったりするもんか」

　といいつつ、まるっきり見当も付かないので若じやつ干かん危険な誓いではあるが。

　ううむ、ここで約束を破って悪い印象を持たれたら大変だし、気合いを入れてポーカーフェイスで聞き届けねばならんな。

　先ほどよりも、ずっと長い沈ちん黙もく。合わせ鏡かがみのように、紙コップを持ち上げてコーラをすする動作が野郎二人ふたりでシンクロする。

　それから、ようやく。

「……妹が、いてな」

　耳に届いたのは、そんな台詞せりふだった。

「妹？」

「ああ。その妹が、少し前から始めたんだよ、バスケ。最初のうちはそれほど熱ねつ心しんじゃなかったんだけど、ここのところめっきり夢中らしくて、毎日自主トレなんかもするようになって。それを見てたら……その、なんだ。一緒に練習したり、いろんな話したりできたら良いよな、とか思って」

「……笑うわけないだろ。そんな素敵すてきな話」

　というか、俺だってまがりなりにもコーチとして慧けい心しん女バスを預かる身である。年下の子どもたちが頑がん張ばってる姿を見てシンパシーを受ける気持ちは、きっと同年代の中で誰だれよりも理解できる自信がある。

　そっか。あんまり根拠はないけど、その話を聞いて、ますますこれから上う手まくやっていける自信が湧わいてきた。

「そう言ってくれるのか！　はは！　長は谷せ川がわ、お前良いヤツだな！　うおっしゃ、やっぱ会いに来て良かった！」

　もしかしたらそんな風に感じたのは、お互い様だったのかもしれない。不意に勢いよく、目の前に大きな右手が伸びてきた。

　迷わず握り返しながら、内心で決意を固める。よし、親しん愛あいの意を込めそろそろ俺からも心の距きよ離りをもう一歩狭せばめなくては。

「連絡取ってくれて本当にありがとう。これから、どうかよろしくな……鹿か島しま」

　今の今まで呼べずにいたその名を、いきなりの呼び捨てで口にする。仮入部員全員が押し詰められた狭い部室で、窮きゆう屈くつそうに身を屈かがめていた、橋はし田だ中出身センターの名を。

「……って、あれ？」

　これぞまさに、青春の一ページ。そんな場面のつもりだったのに、どうも鹿か島しまの様よう子すが変だ。鳩はとが豆鉄砲をくらったような顔をして、かと思えば一転笑いを堪こらえながら、

「おいおい長は谷せ川がわ、こんな大事ところでボケかますなよ」

　空あいてる方の左手を伸ばして俺おれの肩を何度も叩たたき始める。

「え……」

　今、何か変なこと言ったっけ。ボケどころか、簡かん潔けつ極まりない普通の挨あい拶さつしか返してないと思うんだけど。

「はは、なんだ。ギャグじゃなくて本気で勘かん違ちがいしてやがったのか」

「か、勘違い？」

「おう。名前だよ名前。俺は、『鹿島』じゃない」

「な、ええっ!?」

　思わず声が裏返る。じゃ、じゃあ俺は四月から……いや、中学の時からずっと、間違った姓を記き憶おくしていたってことか……？

「す、すまんっ！　な、なんて失礼なことを……」

「良いって良いって。実際今日きようまで面めん識しき無かったんだし、それに中学じゃあ変なあだ名ばっかりが有名だったもんな。だから、これからちゃんと覚えてくれれば良いよ」

「うあ……マジですまん。そ、それで、正しい名前は……？」

「香椎だ」

「そうか、香か椎しいか！　一文字違ってたか！　よしもう覚えた、今度こそ間違わな……………………………………………………………………………………………………………………え？」

　──何かが、どう頑がん張ばっても看かん過か出来ない、何かとてつもなく重大な符合が。

　一いつ瞬しゆんにして、俺の脳みそをショートさせた。

「か、かし……い……？」

「おう、香椎。俺が橋田中の『万里の長城グレート・ウオール』こと、香か椎しい万ばん里りだ。改めてよろしくな、長谷川昴すばる」

　長い握手が終わり、鹿島──もとい、香椎。香椎万里の意志で右手が解放される。

「……………………え、えと」

　訊きくべき事は、訊かなくてはならないことは、決まりきっていた。

「いやー、今日きようは良い日だ！　早く他ほかの同好会メンバーとも話がしたいな！　このあと遅れて来てくれるんだろ？」

「…………………………あの、さ」

　でも、頭が上う手まく回らない。正しく、言葉が紡つむげない。

「っと、その前に。すまん、今のうちにトイレ行ってくるわ俺おれ」

「じ、実はちょっとお伺うかがいしたい…………あっ」

　そうしてるうち、万ばん里りが席を立ってしまう。

「やっほ、おはよー昴すばる。……あれ、新メンバー候補の人、もう帰っちゃったの？」

　ほどなく。ほとんど入れ替わりで、横から聞き慣なれた声が響ひびいた。

　見上げれば、ポニーテール。腰に手を当て、訝いぶかしげに首を捻ひねりながら切れ長の瞳ひとみで俺を凝ぎよう視しする、幼おさな馴染なじみの、荻おぎ山やま葵あおいの顔。

「どしたの？　なんか顔青いよ。もしかして、喧けん嘩か別れになったとか……？」

　中腰になり心配してくれる葵に、俺は強がることも出来ず仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、隣となりの椅い子すを差し出した。

「とりあえず座ってくれ。……ちょっと、大事な相そう談だんが」
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「なんたる偶ぐう然ぜん……。まさか愛あい莉りちゃんのお兄にいさんが同じ高校にいたなんて」

「ま、まだそうと決まったわけじゃあ」

「確かく定てい的てきに明らかでしょうが！」

　という会話を葵と交わした数分後、ついに万里がお手洗いから戻ってきて、三人での懇こん談だんが開かい幕まくした。

「いやいやしかし、まさか女の人だとは思わなかったぞ。はは、な、なんだか俺、邪じや魔まかな？　あ、あれだ。彼女と二人ふたりきりの方が楽しかったんじゃないか!?」

「や、やだな香か椎しいくん。わたし彼女じゃないよ？」

「そ、そうそう。俺と葵はただの幼馴染」

　普段ふだんならお互いマシンガンのように否定せねば気が済まない勘かん違ちがいを受けても、他ほかの懸け念ねんが大きすぎてうっかりさらっと返事してしまう。でも幸いなことに、それが逆に真実味を帯びて聞こえたらしく『なんだそうなのか』とすぐ納得を得ることが出来た。あるいは万里の方も葵が来て少し緊きん張ちようしてる様よう子すなので、単に勘ぐる余裕がないのかもしれない。初対面の女子との会話が苦にが手てなのは自分も同じだし、もしそうなら気持ちはよく分かる。

「お、おっしゃ！　それじゃ、気兼ねなく参加させてもらうかな！　あ、ところでメンバーってもう一人ひとりいるんじゃなかったのか」

「あ、ああ。上うえ原はら一かず成なりっていう野郎がいるんだが、昨日きのうから夏なつ風か邪ぜ引いて寝込んでる。まあアイツは今まで厚意で付き合ってくれてただけだし、経けい験けん者しやが入ったら進んで辞めちゃうかもしれないけれど」

「そうなのか。そいつも良いヤツなんだな。風邪、早く治ると良いが」

　核心から遠い話題に乗っかっている間、横からひりつくような視し線せんを浴びる。……わかってる。タイミングを逸いつす前に早くこちらから切り出せと言いたいのだろう、葵あおいは。

　もちろん、俺おれだってそのつもりだ。誤ご魔ま化かすと余計こじれるのは、葵に多大なる心配を掛けてしまった二ヶ月前に学んだ。だから、目もつ下かの問題から逃げるつもりなどない。

　ないのだが……願ねがわくばあと少しだけ心の準備を。

「──っ!?」

「ん、どうした長は谷せ川がわ？」

「な、なんでもない」

　ちくしょう、足を踏んづけられた。でも、この瞬しゆん間かんは怒る権利なんて無いよな。なんてヘタレで情けないヤツなのだと言われても反はん論ろん不能だ。

　……よし、覚悟を決めるぞ。

　というかそもそも、怒られるとは限らないのだ。どこの馬の骨とも知れない輩やからに妹をさらわれたとか、そういうわけではないんだし、むしろ互いに愛あい莉りの成長を見つめる立場として、友情を深めることだって可能なのではないか。

　うん、そう思ったらむしろカミングアウトするのが楽しみになってきた！

「あのさ、万ばん里り」

「──ふふ、もう少しだ、もう少しだぞ」

「…………えっ」

　ようやくその気になって口を開いたのと同時に、万里がなんだか薄うす気き味み悪わるい笑えみを浮かべて独り言を呟つぶやいたので、意図せず言葉が止まってしまう。

「か、香か椎しいくん、どうかした？」

「おわっ!?　つい口に出してしまってたか！」

　同じく不ふ審しんに思ったのであろう葵が尋たずねるや、万里は恥ずかしそうに顔を振る。

「い、いや実はな。さっき話した妹の事なんだが」

「……っ。い、妹さんが？」

「最近知ったんだが、どうも……妹のコーチがだな、どこの馬の骨とも知れない高校生らしいんだ」

「こふっ!?」

「ぶほっ!?」

「わ、どうした？　わはは、同じタイミングでむせるなんて、仲良いな」

「す、すまんちょっと気管に、な……」

「そ、それで……えと、コーチが、高校生で？」

「ヒドい話だろ！　しかもそいつなんと、お、お、男みたいで！　信じられるか!?　俺、そいつがウチの可愛かわいい妹を見て変な気を起こさないか、心配で心配で仕方なくてなぁ……。ふ、ふふ。でももう、心配ない」

「し、心配ない、とは……？」

「俺おれがしっかりバスケのリハビリして、その変態コーチをぎったんぎったんにノシちまえば、妹だって誑たぶらかされることもないだろ。そうすりゃきっと……昔みたいに俺の事も…………って、ぬわ!?　今度は二人ふたりとも顔中汗だくだぞ!?　なんか、さっきから様よう子すがおかしくないか？」

　心配げに、俺と葵あおいを順じゆん繰ぐりに見つめる万ばん里り。

　ど、どうしたら良いんだ……。こんな絶望的な状況に追いやられるのなら、いっそタイミングも何も考えずに告白していれば！

　と、思ったところで後悔先に立たず。葵を見ても、ただただ俯うつむいてかぶりを振るばかり。

　ああもう！　わかったよ。わかりましたよ。こうなりゃ当たって砕くだけろだ。

「……すまん、万里」

「へ？　すまんって、急になんのことだ」

「実は、俺が」

「うん？　長は谷せ川がわが？」

「俺がその………………馬の骨だ」

「……………………………………………………………………………………………………え？」

　厳おごそかに立ち上がり、首を垂れながら真実を告げた三秒後。

　鉄のように硬い張り手が頰ほおに当たって、瞬またたく間まに意い識しきがぶっ飛んで、砕けた。
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「いつつつつつ……」

「だ、大丈夫？　かき氷、もう一個買ってくる？」

　気を失っていたのはほんの一分かそこらだったみたいだが、目を醒さました時にはもう香か椎しい万ばん里りの姿は消えていた。

「いや、平気。当たりどこが良かったみたいで、あんまり腫はれてもいないし、はは……」

　隣となりの席から心配そうに様よう子すを窺うかがってくれる葵あおいに苦にが笑わらいを返し、もはやただの液体になってしまったいちご水を頰ほおから離はなして戯たわむれにひと吞のみ。

　つーんと脳のう髄ずいに刺し激げきが走った。

「しかし、驚おどろいたなぁ……」

　まさか、彼が。橋はし田だ中の『万里の長城グレート・ウオール』が、愛あい莉りの兄貴だったなんて。何たる偶ぐう然ぜんか。

　でも、言われてみればいろいろ腑ふに落ちるところもある気がした。極端に似てるわけではないけど、顔の造りも類似するパーツがそれなりにあるし。何よりあんな恵まれた体たい軀くの遺い伝でんが、一番の証拠だよな。

「私もびっくり。……でも、昴すばるは愛莉ちゃんからそういう話、今まで聞いてなかったの？」

「一応、お兄にいさんがいるっていうことだけはいつだったか教えてもらってた。けどなんか、微妙に話したがってない感じだったから詳しくは質問できなかったんだ」

「もしかして、あんまり仲良くなかったり？　愛莉ちゃんとお兄さん」

「……そういえば。さっき万里が愛莉の事を話してた時、少し変だったよな」

「うん、私もそう思った。昔はどう……とか、気になることも言ってたし」

「ああ、おそらく」

　おそらく、今は昔と違うという意味なのではないだろうか。

　推測の域を出ないが、何らかの理由で、香椎兄妹きようだいは長いことぎくしゃくした関係にあるのかもしれない。

「となると、一いち概がいに不運だったとも言えないのかな……」

「え、どして？」

「もし仲が良かったら、出会った時の愛莉はもっとバスケのことを詳しく知っていたかもしれない。そしたら、あの時の作戦も使えず仕じ舞まいで、男バスとの試合も違う結果になっていたんじゃないかって」

「ああ、前教えてくれた『スモールフォワード作戦』？　あはは、ほんと無む茶ちやするよね昴」

　慧けい心しん女バスのコーチを初めて受け持った時、男子バスケ部との対抗戦を制するため、俺おれは愛莉に『センター』と『スモールフォワード』というポジションの役割をわざと逆の意味で教えた。ほんの少しでもバスケについて心得がある子には、とてもじゃないが成立しなかった手である。

　それを考えるとやっぱり、万ばん里りと愛あい莉りの間に綿密なコミュニケーションがあったとは思えない。なんせ兄は県内最高クラスの中学生センターだった男である。一度でも試合を観みに行けば、その役割なんて簡かん単たんに把は握あくできていたはずだ。

　うーん。なんだか気になるな。愛莉が本当に家族と仲たがいしているのだとしたら、あの優やさしい子は間違いなく思い悩んでることだろうし。

「ところで愛莉ちゃん、大丈夫かな。……さっきのことで、お兄にいさんから『昴すばるに教えてもらうのなんてやめろ！』とか言われたりしないよね」

　ポップアップした憂ゆう慮りよに思考を奪われていると、葵あおいもまた別方向から愛莉に対する心配を募つのらせる。確たしかに、それも有り得ない話では無いが。

「でも、辞めさせたいんならコーチが高校生の野郎だって気付いた時点でそうするんじゃないか？　わざわざ自分がリハビリして上に立とうなんて回りくどいことしないで」

　今日きようこの出会いをきっかけにというのは、タイミングが遅すぎる気がする。……まあ俺おれのことをよっぽどいけ好かなく感じて、という可能性もあるんだろうけど。

「そっか、言われてみればそうだよね。むー。ということはやっぱり、普段ふだんからあんまりお話もしてないっぽいね。……どうする昴？　このあと、愛莉ちゃんにいろいろ訊きいてみる？　ちょうど、待ち合わせしてるわけだし」

　そうなのだ。葵の言う通り、実はちょっとした『企画』がらみで、午後から慧けい心しん女バスの五人ともここで会う約束をしているのだった。そんな事情も、みんなのコーチであることを万里に明かすタイミングを急せいていた理由の一因だった。

　だからその気になれば、愛莉に顚てん末まつを伝えて事情を探ってみることも可能であるのだが。

「いや。プライベートな問題だ、じっくりいこう。愛莉の気持ちもある程度知っておきたいし、それに、万里の勧かん誘ゆうも簡かん単たんには諦あきらめたくない。ひとまずは慎重に、かな」

「……そだね。噓うそ吐つくわけじゃないし、私も賛さん成せい」

　俺の意見に葵が微笑ほほえんで同どう調ちようしてくれたので、こちらからも頷うなずきを返す。

「さーて、とりあえず万里のことは置いておいて、目の前の楽しいことについて考えようぜ。柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じからはオッケーもらえたんだよな？」

　唐とう突とつに元桐きり原はら中女バスメンバーの名前を出すと、葵は指で丸を作る。

「うん、だから必要なのはあと一人ひとりだけ。香か椎しいくん……だと紛まぎらわしいか。万里くんはいろいろ難むずかしそうだし、一かず成なりは子どもたちに近づけたくないし。やっぱり夏なつ陽ひくんに頼んでみるしかないんじゃない？」

「あいつなあ……。もちろん大だい歓かん迎げいなんだけど、はたして素直すなおに受けてくれるかどうか……」

　何かと俺に敵意むき出しな慧心男バスのエース、竹たけ中なか夏陽の不ふ機き嫌げんそうなへの字口を思い出し、苦笑が漏れる。

「──あっ、いたいた！　おーいすばるーん、あおいっちー、きったよ～ん！」

「こら真ま帆ほっ、あんまり大声出さないの！」

　ちょうどそんなタイミングで、背後から良く通る元気の良い声。葵あおいと共に振り返れば、麦わら帽子に花はな柄がらのワンピースという夏らしい出いで立たちの真帆と、黒のデニムスカートに半はん袖そでブラウスをシックに合わせた紗さ季きが競きそうようにしてこちらに駆かけ寄ってきた。

「おー。おにーちゃん、いちごのかき氷食べたの？　いいないいな。ねーねー。ひなに、おにーちゃんのおくちの中見せて。べーってして」

「こんにちは昴すばるさん、葵さんっ。……ふふっ。昴さんの舌、きれいなピンク色です」

　続いてバルーンスカートとフリル付きキャミソール姿のひなたちゃんに、片結びの髪に長めのリボンをあしらった智とも花かも登場。智花の襟えり口ぐちのところが二枚重ねになったカットソーとワイン色のミニスカートを合わせたファッションは、普段ふだんより少し大人おとなっぽく見えてついつい目を奪われてしまう。

「えへへ、お邪じや魔まします……あ、あれっ？　ど、どうかしましたか、長は谷せ川がわさん、葵さん？」

　そして最後尾から紺こん色いろのオーバーオールに身を包んだ愛あい莉りがやって来るや、反射的に顔を凝ぎよう視しして悩みを抱えている気配けはいがないか探りを入れてしまう俺おれと葵。いかん、二人ふたり揃そろってあまりにも不自然すぎる対応をしてしまった。

「い、いや何でもないんだ！　みんなこんにちは！　元気そうで何より」

　慌あわてて全員に声をかけ、注意を逸そらす。

「こ、こんにちはっ！　みんなお久しぶり！　愛莉ちゃん、その帽子可愛かわいいね！　どこで買ったの？」

　葵もまた注目の理由をもう一つ見つけて、変な空気を払ふつ拭しよく。

「ほ、ほんとですかっ。えへへ、嬉うれしいな……。ええと、これは、真帆ちゃんからもらって」

「おとーさんがね、ぜったいアイリーンに似合うからってプレゼントしたの！　ねーねーすばるん、あたしは？　あたしの帽子はどうっ？」

「も、もちろん素敵すてきだよ！　とてもよく似合ってる！　それに智花のリボンもすっごい可愛いぞ！」

「ふぇっ!?　あああっ、ありがとうございますっ！」

「ぶー。ひなもおぼうしかリボン、つけてくればよかった」

「む……。私もたまには違う髪型……って、や！　べ、別に褒ほめて頂きたいとか思ってるわけじゃないんですけどっ」

　それでなんとか失策を忘れてもらうことに成功し、葵とこっそり顔を合わせて安あん堵どする。微妙に頰ほおを膨ふくらませ加減なひなたちゃんと紗季の洋服も褒め（実際お世辞じゃなく、とてもかわいらしい）、五人全員と笑顔えがおを交わして挨あい拶さつを完了。

「へぇ～へぇ～！　すばるんとあおいっちはここでバスケしてるのかー、なんか楽しそう！」

「そういや、真帆たちとグリーンで遊んだことはなかったっけ。うん、夏休みの間は運動公園まで足を延ばすことも多かったけど、メインはここの屋上かな」

　感かん嘆たんの声を響ひびかせながらこっそりテーブルの上に手を伸ばしてくる真ま帆ほに、取りやすいようフライドポテトの残りが入った箱を差し出してやりつつ答える。ちなみにポテト、もう冷めてて美お味いしくないと思うけど……ま、好きにさせよう。

「昴すばるさんと葵あおいさんが練習しているコート。早く見てみたいですっ……！」

「あはは。特に変わったところは無いから、がっかりさせちゃったらごめんね」

　智とも花かはなんだか期待感が抑おさえきれないといった風で、葵が少し困り気味に笑っている。言う通りオールグリーンの屋上ハーフコートは、地面が滑すべりにくいラバー製であることを除けば、大して面おも白しろみのない場所だ。

　とはいえ子どもたちにとっては、初めての場所というだけでわくわくする理由として充分である模も様よう。よし、なら早速移動しますか。

「じゃあそろそろ屋上に行って、頼んでみよう。……今週か来週のどこかで、コートの予約をお願ねがいできないか」

「おー。いこう、おにーちゃん」

「えへへ……待ち遠しいです。みんな一緒に、合同試合っ」

「ふふ、今年ことしの夏休み、最後のお楽しみイベントですからね」

　子どもたちが楽しそうに展望を語りあう姿を見て、俺おれの口元にも自然と笑えみが浮かぶ。

『夏休みの集大成として、バスケ同好会と慧けい心しん女バス合同で交流試合をしたい』

　先日、ほんの思いつきでそう提案してみたところ、智花たちも葵も一発で乗り気になってくれた。さらに柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じの勧かん誘ゆうにも成功したみたいなので、あとは試合会場さえ決まればおおよそ準備完了、という段階。そこで今日きようはこうして、下見を兼ねて全員で屋上の管理人さんにお願いをしにやって来たのだった。

　残念ながら、いきなり万ばん里りも同好会に引き込んで十人を五対五に振り分けるという青写真は無む駄だになってしまったが、なんとか次の目的の方は色よい返事が聞けるよう願いたい。

　全員でエレベーターに乗り込み【Ｒ】ボタンをプッシュする寸前、密ひそかに人差し指に力を込め、『うまくいきますように！』とたっぷりの念を注いでおく。
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「うおーなんか屋上ってテンション上がるっ！　ねーねーすばるん、あたし絶対ここが良い！　ここでやりたい！」

「こらっ、わがまま言わないの。もし断られたらゴネないですぐ諦あきらめなさいよね」

　青空の下に出るなり踊るようにはしゃぎだした真帆を手振りで案内しながら、困り顔で親友を窘たしなめてくれた紗さ季きと並び総合受付の窓口まで足を進める。何度も利用しているうちに管理人さんと少し仲良くなったので、話くらいは聞いてもらえるだろうけど、大きなイベント以外でのリザーブは普段ふだんやってないみたいだし、勝率は甘く見み積つもって五分五分といったところか。

「俺おれとしても希望は叶かなえてあげたいんだけど、ダメだったらごめんな。それに、前に伝えた通りここはハーフコートしかないからちょっと窮きゆう屈くつかもだぞ」

「大丈夫です、気にしないで下さい長は谷せ川がわさん。ダメだったら私が絶対に諦あきらめさせますので。そもそも真ま帆ほは贅ぜい沢たくなんです、会場が自分の家じゃつまらないなんて」

「だって毎日同じ場所じゃシゲキがないんだもん～！　ハーフコートで良いからいつもと違うとこでやりたい！」

「うん、まー確たしかにそれは分かるんだよなー」

　説得を約束してくれる紗さ季きの頼もしさに感かん謝しやするいっぽう、真帆の気持ちにも同どう調ちようする。とはいえ今からじゃほとんど候補も思い浮かばないし、ここがダメだったらやっぱり三み沢さわ家けにお願ねがいすることになりそうだけど。

「おし、着いたよ」

　いろいろ考えているうち、宝くじ売り場を少し大きくしたようなプレハブ建ての案内所に到着する。ここで屋上にある施設の利用チケットを買ったり、景品の交換をお願いしたりするわけだ。

「……あれ？」

「おー？　おにーちゃん、誰だれもいないよ？」

　さっそく話を聞いてもらおうと、正面の窓ガラスに接近したのだが、どうしたのか中はもぬけの殻だった。管理人さん、どこかに出かけているのだろうか。いつもならそういう時は『外出中、すぐ戻ります』とか書かれたプレートが掲かかげられているのに、なんの案内もないのが妙だが。

「……ねえ、見て昴すばる。なんだかバスケコート、様よう子すが変」

　首を捻ひねる俺に、葵あおいが肘ひじで合図する。言われるまま向き直ると、確かに何やらトラブルの気配けはい。コートを囲むネットの外でアルバイト店員さんが数人集まり、困り顔で相そう談だんをしているのが見えた。

「行ってみるか。……えと、みんなはここで待ってる？」

「い、いえっ。私たちも行きます！」

　葵と頷うなずき合い、様子を窺うかがいに向かう事に。子どもたちも気になるようで、返事してくれた智とも花かを筆頭、全員迷わず後に続いてくれた。

「──あの、ですからお客さん……」

「うっさい！　ちゃんとお金払ってるんだから文句ないでしょ！　ほら、邪じや魔まだから出てってってば！」

　近付くにつれ、言い争う二つの声が聞こえてくる。片方の当惑しきった男性は恐らく管理人さん。もう一方の罵ば声せいは、どうやら女の子みたいだが。それも、俺おれよりもっと若そうな。

「いやはや、弱った。……あ、長は谷せ川がわ君！　荻おぎ山やまさんも！　今日きようはなんだか大所帯だね」

「あの、どうかしたんですか？」

　コートのすぐ手前まで到達すると、ちょうど管理人さんが長く伸ばしたあごひげをさすりながら出てくるところだった。ひとまず事情を尋たずねてみるべく、七人横並びで立ち止まる。

「いやね、今コートを使ってる二人ふたり組の女の子、いるだろ。それがちょっと、困ったお客さんでなあ」

　一いつ瞬しゆんだけ振り返り、どことなく愛あい嬌きようのある面おも長ながの顔を苦にが笑わらいで歪ゆがめる管理人さん。歳としはおそらく五十代半ばくらいだと思うのだが、こういう表情の時は微妙に年ねん齢れい不ふ詳しようだ。

　それは良いとして。いったい『困ったお客さん』とはどういうことだろう。気になって、視し線せんは自然とそちらへ。

「えと、中学生……かな？」

　一人ひとりはわりと小こ柄がらで、ショートヘアの左右に小さな房ふさを作った髪型。つり上がった眉まゆと目め尻じりが下がり気味の瞳ひとみは、不敵な笑えみと相まってなんとなくプライドの高さを感じさせる。歳の程ほどは中一か、せいぜい中二くらい。間違いなく高校生ではないだろう。

　もう一人はちょっと年齢がはっきりしない。ベリーショートとそばかすが特徴的な面立ちは小柄な子と同様に幼さが残っているものの、その反面身体からだの方はけっこう大きい。距きよ離りが離はなれているので確かく証しようは持てないが、もしかしたら葵あおいよりもほんの少し上うわ背ぜいがあるかも。さらに骨格も立派で、いかにもパワープレーが得意そうな体つきだ。

「ここを借りる時の申しん請せいだと、二人とも十三歳。中学一年生だね」

「中一か……」

　小さい子の方はともかく、大きい子がまだ十三歳というのは驚おどろきだ。まあ、それを言ったら愛あい莉りはもっと恵まれているわけだが。

「それで、あの子たちが何かしたんですか？」

　ついつい感心してしまっている俺おれの隣となりで、葵が質問を重ねてくれる。そうだった、今はそっちが本題だ。

「ほら、コートの外のベンチのところにももう二人、悲しそうな顔をした女の子がいるだろ。あの子たち、追い出されちゃったみたいなんだよね」

「追い出された？　中の二人にですか？」

「うん、どうやら」

　溜ため息いき混じりに頷うなずく管理人さんを見て、俺も葵も事情はなんとなく察した。ここ『オールグリーン』のバスケコートは人気アトラクションというわけではないものの、一つしかないため利用者には譲ゆずり合あいの精神が求められる。常連たちは皆そのことが分かってるので普段ふだんは特に問題らしい問題は起こらないのだが……なるほど、夏休みならではの招かれざる客というわけか。

　まあ、それを思うと予約をお願ねがいしに来た俺おれたちもある意味傲ごう慢まんなのかもしれないけど、もちろん断られたらすっぱり諦あきらめようと思っていたわけで。問答無用でバスケを愛する同志を追い出そうなんて真ま似ね、するつもりは毛もう頭とうない。

「すばるん！　つまりあの人たちワルモノなんでしょ！　こらしめちゃおうよ！」

　心ない行為に憤いきどおりを隠かくせずにいると、真ま帆ほがシャツの裾すそをちょいちょい引っ張って眉み間けんに力を込める。

　ふむ。こらしめる、というのはいささか分が過ぎている気がするが。

「とりあえず、話をしてみようか。……良いですか、管理人さん」

「ああ！　そうしてもらえると僕も助かるよ。ただ、穏おん便びんにね。もちろん長は谷せ川がわ君たちなら心配ないと思うけど」

「ありがとうございます。じゃあ、行こう」

「はいっ。……あっ、愛あい莉り。争いごとになったら嫌いやでしょ。もし辛つらかったらここで待っててね」

「あ、ありがとう紗さ季きちゃん。ううん、怒られたら怖いけど、でもわたしも行くよっ。バスケでけんかなんて、悲しいし……」

「よしよく言ったアイリーン！　レッツゴーだぜっ！」

「おー。れっつごー。たのしいバスケで、たのしくないことしたらだめ」

　口々に義を呟つぶやき、俺と葵あおいに続いて子どもたちも歩き出す。みんながバスケに対して愛情を抱いてくれていることを改めて実感し、誇らしさを覚えずにはいられなかった。

「うう、緊きん張ちようします……」

　智とも花かもまた心ない行為を看かん過か出来ない様よう子すだが、愛莉と同じく諍いさかいを好まない性格なので背筋が若じやつ干かん硬くなっているようだ。苦しい思いをさせてしまって、申もうし訳わけないな……。

「大丈夫、話は全部俺と葵でするから。智花たちは傍そばにいてくれるだけで百人力だ」

　なんとか少しでも気を楽にしてやれないだろうか。そう思い、あえて軽い口く調ちようで話しかけながら肩に触れると、

「……っ。あ、ありがとうございますっ！」

　智花は一いつ瞬しゆんびくりとしてから、俯うつむき加減で微笑ほほえんでくれた。

　それでは参りますか。なんだか当初の目的から外れておかしな事になってきたが、このまま放ってもおけない。なんとかコート内の二人ふたりを説得すべく頑がん張ばらねば。







「ん？　なにあんたら？　今、アタシたちがゴール使ってるんだけどぉ？」

　七人でネットの中に滑すべり込むなり、小こ柄がらな方の子が片かた眼めを歪ゆがめながらにじり寄ってくる。

「ええと、俺はよくこのコートを借りている、長谷川って言うんだけど。君たち、もしよければ名前を聞かせてくれない……かな」

「ハァ？　なんでアタシが名乗らなきゃいけないのー？　関係ないじゃん！」

「尾お高だか、眞ま弓ゆみ」

「って、ちょ、こらマユミ！　なに馬ば鹿か正しよう直じきに教えてんのよ！」

「え。……ごめん？」

「ふん、ま、いーけど。アタシは四よッつ谷や奈な那な！　中一！　ほら、これで満足した？　満足したらさっさと出てって！」

　とりあえずあまり刺し激げきしないよう話しかけたつもりだったが、見通しが甘かったらしく甲かん高だかい怒ど声せいで迎えられてしまった。それでも運良くというかなんというか、もう一人ひとりの子のおかげで氏名は把は握あく。

　ええと、背の高い方の子が尾高眞弓さん、小こ柄がらな子が四ッ谷奈那さんか。インプット完了。

「眞弓さんと奈那さんは、この辺の中学校に通ってるの？」

「……違う。家は隣となりの県。奈那と一緒に、旅行で来た」

「だから何勝手に質問答えてんの!?」

「……ごめん？」

「いーけど！　ほんっともーボケボケしてるんだから！　そーゆーとこ直すのも、この武者修行の目的なのよ！　わかってる？」

　ふむ、眞弓さんの方はだいぶマイペースというか、あまり物事に動じない性格みたいだ。おかげで会話がスムーズに進んで助かる。

　それはそうと、何やら気になるキーワードが偶ぐう然ぜん聞こえてきたな。

「武者修行？」

「ふん、その通りよ。バスケ界のサラブレッドであるこのアタシが、才能はそこそこだけど、どーにもすっとろいマユミを鍛きたえてやるために、この街に連れてきたの！」

「おー？　さばぶれっどってなに？」

「あたし知ってる！　ブレッドってパンのことだぜ！」
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「あら。珍しく博はく識しきね、真ま帆ほ。……ふふ」

「じゃあ、さばさんの入ってるぱん？　ぶー。ひな、それいらない」

「なんか生臭そうだな！　あたしもいらない！」

「サバじゃないっつーの！　さ・ら・ぶ・れ・っ・ど！　てか何なのよこのガキども！　邪じや魔まだってば！」

　自信たっぷりに親指を胸の中心に当てながら放った台詞せりふを、ひなたちゃんが無む邪じや気きに聞き間違い、さらに真帆と紗さ季きが混ぜっ返したせいで激げつ高こうしてしまう奈那さん。うん、とりあえず紗季は分かった上でわざとスルーしたよね今。

「ガキとはシッケーな！　あたし十二歳だもん！　一つしか違わないもん！」

「おー。ひなも、おとなのじょせい」

「だまりなさい小坊シヨーボー！　年の差は一つでも学校が違うと偉さも全然違うの！　てか先せん輩ぱいには敬語使いなさいよね！」

　……いかん、なんだか収しゆう拾しゆうが付かなくなりそうだ。子ども扱いされて憤いきどおった真ま帆ほを全力で罵ば倒とうし始める奈な那なさんを見て、愛あい莉りと智とも花かは肩をすくめておののいている。こりゃはやいとこなんとかせねば。致命的な喧けん嘩かにまで発展する前に。

「え、ええとっ！　じゃ、じゃあ今、ここにいるのも武者修行のためなの？」

　そう思って目配せを送ると、一歩前に出て上う手まいこと真帆の盾たてになってくれる葵あおい。ナイスディフェンス、助かる。

「そーだけど？　なんかバスケコートがあるって聞いたから、あたしたちがシメにきてあげたってわけ」

　ふむ、やはりか。どうやらおおよその経けい緯いは摑つかめてきたな。

「それで、対戦した相手を追い出しちゃったのか……。どうして？　せっかくだから一緒に練習したり、いろいろ話したりすればいいじゃないか」

「はぁ？　そんなの時間の無む駄だ！　だってさっきの子たちよわっちいんだもん。あれなら、二人ふたりで自主練してた方がマシだし～」

　不ふ遜そんに笑い、両手を掲かかげる奈那さん。確たしかに困ったお客さんだ。いっぽう眞ま弓ゆみさんの方は感情の窺うかがえない面おも持もちでぼんやり俺おれたちのやりとりを傍ぼう観かんしている。この子はどうも、奈な那なさんの言う通り付き合ってるだけで、コートを独占したいと思っているわけではなさそうだな。

　ま、友人を止めない時点で無罪とは言えないかもだが。

「さ、話はおしまい！　分かったでしょ、文句があるなら勝負してあげるからアタシらに勝ってみなさいってこと！　ふふん。ま、見た感じあんたにはとうてい無理そうだけど。そんなにお子ちゃまいっぱい引き連れて、カルガモかっつーの。大家族はボウリングでもして騒さわいでなさいよね。あ、もしかしてボウリングのルールもわからない？　ならそこのガチャガチャでスーパーボール売ってるからお土産みやげに買って帰りなさいな。きっとカルガモ村のみんなが珍しがって大喜びよ。きゃはははっ」

　……怒るな。大人おとなげなく声を荒げたりしたらダメだ、絶対に。

　そうとも、俺おれは長は谷せ川がわ昴すばる。オトナゲの化身としてこの世に生を受けた、そりゃあもうオトナゲだらけの人間なのだ。

「ふぅ」

　よし、落ち着いた。

　しかしながら、そのまま看かん過かも出来ないわけで。ひとまず意思確かく認にんをすべく、振り返ってみんなの様よう子すを窺う。

「おわ!?」

　いつの間にか真ま帆ほ、紗さ季き、葵あおいが鬼き気き迫るぐぬぬ顔で俺の直近までにじり寄っていた。残る三人も明めい確かくな怒りこそ表明してないものの、先ほどの言い分にはとうてい納得がいかない模も様よう。

「すばるん！　こらしめちゃおーぜ！　あたしたちのことまで馬ば鹿かにして許せないっ！」

「お願ねがいします長谷川さん。聖戦を！　正義を示させて下さい」

「気持ちは分かる……というか、俺だって同じ想おもいだよ。ただ、問題がなぁ……」

「……誰だれが、対戦するかよね」

　真帆と紗季に左右から腕を摑つかまれ、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になってしまう俺の悩みを、葵が引き継いでくれる。

　言う通り、相手が中一というのはネックだ。俺と葵が出るわけにもいかないし、とはいえ子どもたちに委ゆだねるのも乱らん暴ぼう。相手の実力が未知数なうえ、ゴールの高さが一般用なので相当なハンデを抱えた勝負になってしまう。

　ただ。

「大丈夫です。私たち……ううん、トモと、もう一人ひとりでなんとかしてみせます」

「……っ」

　突然紗季から名を呼ばれ、ぐっと息を吞のみ片結びの髪を揺らす、慧けい心しん女バスのエース。

「…………そう、だな」

　確たしかに智とも花かなら、それだけのハンデすら覆くつがえせる可能性はある。最近はウチで一般用ゴールを使った練習もしているし、相手がよほどの選手でないかぎりは通用して不ふ思し議ぎない……が、

「智とも花か。俺おれたちの──みんなの代表になってくれるか？」

　見ず知らずの中学生と試合なんて相当な恐怖だろうし、プレッシャーも計り知れず。とても、無む理り強じいはできない。

「…………はい。昴すばるさんが、私を推すい薦せんして下さるのなら。全力で戦います」

　それでも、智花はほんの少しだけ唇を嚙かみしめたのち、力強く頷うなずいてくれた。

「いよっしゃ！　ねーねーすばるんっ、もうひとりはあたし！　あたしで良いよね!?」

「こら、待ちなさい。もう一人ひとりの相手だけど、ポジションはきっとセンターよ。なら、ここは愛あい莉りにお願ねがいするべきなんじゃない？」

「ええっ!?　わ、わたしっ……？」

　おお、やるな。ポイントガードとして相手を観かん察さつして戦力を分析する能力を、既に身に着けつつあるなんて。紗さ季きを司令塔に任命したのは、どうやら大成功だ。

「うん、確たしかにそれが王道の戦い方だな。良い判断だぞ、紗季」

「ふふ、ありがとうございますっ」

「……けど、今回は俺も真ま帆ほに出てもらおうかと思うんだ。ちょっと、試してみたい作戦があって」

「そうなんですか？　わかりました、では長は谷せ川がわさんの言う通りに」

　ちょっと心苦しく思いながら打診すると、迷わず紗季は主張を引っ込めた。俺の意見を尊重してくれて嬉うれしい反面、身の引ひき締しまる気持ちにもなる。この信頼を裏切らぬよう、これからも誠心誠意コーチを務めていかねばなと、気合いを再充じゆう塡てん。

「やったーすばるんありがとっ！　へへ、みてろよー！」

「……ほっ。が、頑がん張ばってね真帆ちゃんっ」

　その傍かたわらで意欲に燃もえる真帆と、密ひそかに安あん堵どしている様よう子すの愛莉。うん、やっぱり現状だとこの方が良さそうだ。

　真帆をスタメンに指名したのは、その実作戦というよりメンタル面を勘かん定じように入れて、という意味合いの方が大きかった。マッチアップを考えると眞ま弓ゆみさんの相手には上うわ背ぜいのある選手が理想なのだが、人見知りな愛莉にはまだ、この手の突発的かつ重圧のかかる試合で無理をさせるべきではないだろう。その点真帆は物もの怖おじしない剛ごう胆たんさがあるので、いつも通りのびのびプレーしてくれる公算が高い。

「ちょっとー！　いつまでそうしてる気っ!?　用が済んだらさっさと出てってって言ってるでしょ！」

　方針が決まったジャストタイミングで、奈な那なさんがしびれを切らして叫びかけてきた。

　……それでは始めますか、教育的指し導どうってやつを。最後に皆で頷うなずき合ってから、振り返って声こわ高だかに宣戦布告する。

「いや、まだ用は済んでない。……もし、俺おれたちが奈な那なさんたちと勝負して勝てたら、話を聞いてくれるんだよね？」

「は、アタシたちに勝つぅ？　これだから玉遊びみたいな田舎いなかバスケしか知らない田舎者は。アタシのような一流選手のオーラも感じ取れないなんて、可哀かわい相そう」

　田舎じゃねえウチの県はそこそこ都会だ隣となりとは都市レベル変わんねぇ！　という魂たましいの叫びをぐっと堪こらえ、ふんぞり返る奈那さんの前へ二人ふたりの代表選手とともに歩み出る。

「そうやって自信満々でいられるのも今のうちだ。さあ頑がん張ばってこい、智とも花か、真ま帆ほっ！」

「うおっしゃ！　三み沢さわ真帆十二歳、全力全開でいくぜいっ！」

「み、湊みなと智花ですっ。十一歳です。よろしくお願ねがいしますっ」

　そして大きく右手を振りかざし、慧けい心しん女バスの精せい鋭えいを戦場へと送り出した。

「帰れ」

　間かん髪ぱつ入いれず、盛大な溜ため息いきと共にしゃがみ込む奈那さん。……話が違う！

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　なんで試合放棄するんだ！　武者修行なんだろ!?」

「そーよ武者修行よ！　ガキのお守もりしてる暇ひまなんてないの！　さっさとそのちんまいのだっこしておんぶして電気も通ってない山奥の村に連れて帰れ！」

「な!?　……た、頼む！　とりあえずほんの少しで良いから戦ってみてくれ！　きっと損はさせないからっ」

「そーだそーだ！　バカにするのはあたしたちのジツリキみてからにしろっ！」

　暴ぼう言げんばかりでろくに話も聞いてくれない奈那さんを、真帆と並んで必死に口く説どく。ええい、こうなったら意地でも引き下がれるか。

「……てゆーか。あんた男のクセに恥ずかしくないの？」

「へ、俺おれ？」

　そうしているうち、何な故ぜか矛ほこ先さきがこっちに向いてきた。

「なにちっちゃい子を矢や面おもてに立たせようとしてるわけ？　バスケ、できないの？　できるんなら自分で挑んできなさいよ！」

「や……バスケは、できるけど。でも俺高一だし、さすがに有利すぎだろうと思って」

「は、それこそこっちの実力見もしないでなめるなって感じ。どーせ、負けるのが怖いんでしょ？」

「いやいや！　そんなことは決して！」

「うるさいっ！　もー下らない言い争いはこりごり！　あんたがやるか、諦あきらめて帰るか、どっちかにしなさい！　やるんならもう一人ひとりも小学生以外じゃないとダメよ。まだ二人ふたりいるでしょ年増としまが！」

「と、年増っ!?」

　まだ『二人』というのは、年増呼ばわりされてショックを受けてる葵あおい、それに愛あい莉りのことなんだろうな。実際は愛あい莉りも小学生なのだが、わざわざ訂正する必要はないか。

　しかし、さてどうしたものか……。

「すばるん、もうやっちゃいなよ」

　あきれ加減で真ま帆ほが肩を落とし、他ほかの子たちも同どう調ちようしてこくこく頷うなずく。

「でもなあ……。やっぱりそれはマズいよな葵あおい…………ぬわっ!?」

　それでもまだ踏ん切りが付かず、意見を伺うかがうべく幼おさな馴染なじみの方へ顔を向けた瞬しゆん間かん、あやうく腰が抜けそうに。

　──そこには、修しゆ羅らが居た。

　奈な那なさんを魔ま眼がんで呪のろい殺さんばかりに睨にらみ付ける、葵の外がい観かんをした修羅が居た。

「……いーわ、昴すばる。社会勉強ってことで、いっちょ相手して差し上げましょ。ふふ、ふふふ」

　いかん、もう手遅れっぽい。おそらく年増としま発言で、自制心のたがが外れてしまったのだろう。

「仕方ない……わかった。俺おれと、この荻おぎ山やま葵とで対戦させてもらうよ」

　なんだか両肩にずしりと疲れを感じつつ、ある種の諦てい観かんを抱いてコートに入る。

「ふん、初めからそうすればいいのよ腰抜け。きゃは、これでいくらかは注目されるかしら。高校生二人ふたりを相手に圧勝した、謎なぞの天才中学生とその子分……なんつって都市、じゃなくて田舎いなか伝説になったりしてっ。やだもう楽しみ！」

　並び立つ俺たちにガンをつけ、愉ゆ快かいそうに唇を歪ゆがめる奈那さん。

　それを見て、葵は能面のような、穏おだやかすぎて逆に空恐ろしい笑えみで、抑よく揚よう無く呟つぶやいた。

「ごめん昴。私、ちょっと手加減とかできないかも」

　うん、もういいや。気が済むまで好きにやっちゃって下さい。
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　で、結局勝ちまして。圧勝しまして。

「お、覚えてなさいよね～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～！」

　漫画でしか聞いたことがないような捨すて台詞ぜりふを残し、走り去っていく奈那さん。眞ま弓ゆみさんも無表情で後を追い、晴れてオールグリーンのコートに平へい穏おんが戻ったのだった。

　いや、気分的にはあんまり晴れてないが。

　二人の実力は、中一であることを考こう慮りよすればなかなかだった。ただまあ、高校生二人をどうこうできるというほどでもなく。むしろ、智とも花かと真帆のコンビにとってちょうど良いチャレンジになった気がする。それを思うと改心させられず喧けん嘩か別れになったのは少し惜しかったか。

「いやいや、助かったよ。お礼に一時間利用料タダにするから、もし良ければ遊んでいっておくれ」

「あ、いやそんな……！　ええと、ありがとうございますっ」

　年下相手につい本気を出してしまったせいでなんとなく後味の悪さを拭ぬぐえない俺おれと、ようやく正気を取り戻し少しばつが悪そうな葵あおいに向け、ネットを挟んで手を振り満まん面めんの笑えみで去っていく管理人さん。

「どうしよっか。せっかく来たんだし、軽く試合でもしていく？」

「そ、そうですね。着替えも持ってきてますしっ」

　苦にが笑わらいで子どもたちに尋たずねてみると、智とも花かに倣ならい全員が賛さん成せいの意。うむ、じゃあ気を取り直して遊んでいこう。先ほどベンチで寂さびしそうにしていた子たちにも声をかけようかと思ったが残念ながらもう帰ってしまったようだ。

「なんか、予約とか言い出しづらくなったな。そういう場所じゃないって、あの子たちに教えられたというか」

「……あはは、そだね。今からちょうど良く使えそうな体たい育いく館かん探すのは大変そうだし、やっぱり真ま帆ほちゃんにお願ねがいするしかないかな。申もうし訳わけないけど」

「だなー」

　子どもたちが更衣室に行ってる間、予あらかじめ運動着で来ていた俺と葵は日陰に入って互いの意見を確かく認にんする。譲ゆずり合あいで平和に共有してきたコートなのだ。たとえ許可が出ても、場所取りをして他ほかの利用者を落胆させてはいけない。

「──というわけで、やっぱり合同試合会は真帆んちでやらせてもらえないかな」

「う～んしかたないなー。その代わりっ！　すばるんもあおいっちも今日きよういっぱいいっしょにバスケしてね！」

「うん、それはもちろん！　本当にありがとうね、真帆ちゃん良い子っ！」

　決意に従い、五人が戻って来るなり葵と共に頭を下げて頼みこむ。正直なところもう少しくらいは難なん色しよくを示されるかとも思ったが、想像以上に真帆はあっさり了承してくれた。

「助かるよ真帆、その分今日はとことん付き合うから」

「むふー。なでて～。もっとなでてん」

　お見それしましたとばかりに、さらさらな栗くり色いろの髪の上に手を置き何度もさすってやる。我わが儘ままなようで、大事なところではしっかりとした分ふん別べつの持ち主なのだよな。だからこそ、これほどまで友達を惹ひきつけ、牽けん引いんできるのだろう。

「むぅ……。は、長は谷せ川がわさん葵さん！　それでは早速バスケしましょうっ！」

　猫みたいな真帆の表情が可愛かわいらしくて、ついつい必要以上になでなでを続けてしまっていた俺の横で、紗さ季きが小さく咳せき払ばらいして促うながす。っと、いかんいかん。つい夢中になってしまった。

「くふ。どーしたのサキ？　頭なでてもらえなくてヤキモチやいてるの？」

「なっ……!?　そ、そんなんじゃないわよ！」

　言われるまま離はなそうとした寸前、真帆が俺の手首に摑つかみかかり、全身を絡ませながら含み笑い。不意打ちで濡ぬれ衣ぎぬを着せられた紗季はひどく取り乱してセピア色のアイガード越しに瞳ひとみを泳がせている。

「ご、ごめんごめん！　よし、時間が勿もつ体たいないし試合を始めよう！　まずはチーム分けだな」

　そんな様よう子すを見てなんとなく衝しよう動どう的てきに、俺おれは紗さ季きに駆かけ寄りカチューシャで纏まとめられたロングヘアの上に手を置いてしまう。「変なことしないでください！」と怒られても仕方がない行為であることに後から気付き申もうし訳わけなくなったが、

「あ……！　は、はいっ……ふふっ」

　紗季は僅わずかに俯うつむき加減となるだけで、何も咎とがめずにいてくれた。こういうところも、すごく大人おとなである。いつも配はい慮りよが足りない俺を支えてくれて、本当にありがたい。

「……あ。あの、長は谷せ川がわ、さん？」

「あ!?　ご、ごめんごめん！」

　とか感心しながら、またしても必要以上になで続けてしまった。これじゃいくら紗季が大らかでも堪かん忍にん袋ぶくろが保もつまい……。申し訳なさいっぱいで手を離はなし、今度こそコート内に入るべく方向転換する。

「…………っ」

「…………あ、あの」

「ぶー」

　そこへ、なぜか立ちはだかる三人の小学生。そわそわ身体からだを揺らす愛あい莉り。頰ほおを染め上うわ目め遣づかいの智とも花か。あからさまにご機き嫌げん斜めなひなたちゃん。みんな、俺に対し何か言いたげにまっすぐ視し線せんをぶつけてくる。

「え、ええと」

　これは、その。なでてもいい、なでてあげるべき場面なのだろうか……？

「み、みんなも。いつも良い子で偉いぞ」

「……そ、そんな。え、えへへ」

「ふぁう……す、昴すばるさん」

「ほにょー」

　半信半疑で順番にスキンシップ。すると三人とも和なごやかな表情になり、道を空あけてくれた。よ、よかった。変な勘かん違ちがいとかじゃなくて。

「…………ふんだ」

「ん？」

　今度こそバスケを始めるべくひとかたまりで移動を開始すると、一いつ瞬しゆんだけ視界の隅すみで葵あおいが口先を尖とがらせ俺を睨にらみ付けているような気配けはいを感じた。

　まさか、葵もなでて欲しかった……とか？

　いやいやいやいや。バカな、そんなわけあるか。なんて失礼な思い込みしてるんだ俺は。
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「ぶー。しゅーと、また入らない」

「ゴール、中学からはこの高さなのね。けっこう大変そうだわ……」

　うっかり葵あおいに『機き嫌げん悪い？』とか訊きいてしまいますます怒らせるというミスはあったが、運良くそれも一過性のトラブルで済み、七人で２チームに分かれてミニゲームを始めるやコート内はすぐ和わ気き藹あい々あいとした雰囲気に。

「でも、たまにこの高さで練習しておくと、ミニバス用のリングでシュート決めやすくなるぞ。俺おれも小六の時は、そうやって自主練してた」

　オールグリーンのハーフコートは一般用のサイズなので、ゴールも普段ふだんより45cm高くなる。これが合同試合を行う上でいちばんの問題だったのだが、今回はあえて高いままチャレンジしてもらうつもりでいた。もちろん、高校生のシュートはどこから打っても常に一点、みたいな特別ルールでバランスを取りつつ。

　結局会場は三み沢さわ家けに変更となりそうだが、不満がなければゴールの高さは引き続き一般の方に合わせてもらおうかな。真ま帆ほに伝えた通り、それもまた良い特訓になる。

「そーなのっ？　上う手まくなれるならあたしもそうするっ！」

「わ、わたしも頑がん張ばろう。……わあ、智とも花かちゃんすごいっ。また入ったね、シュート！」

「う、ううん私のはまぐれだよ！　愛あい莉りこそ、一般用のゴール初めてなのにシュート決められるなんてすごい……！」

　実際問題、多少の戸と惑まどいはあるようだが、みんなリングの高さに怖おじ気けづいたりすることはなく、むしろ負けん気を強く出して積せつ極きよく的てきにシュートを狙ねらってくれているし、精神面でも良い効果が期待できそうだ。智花と愛莉なんていくらか確かく率りつが落ちている程度で、もう何本もネットを揺らしてみせている。

　ほんと、逸いつ材ざい揃ぞろいのチームだよな……と感かん慨がい深ぶかくなる。それだけに、早く檜ひのき舞ぶ台たいに立たせてあげたいという想おもいもまた、激はげしく再さい燃ねんするのだった。

　いやはや、どこかに人数制限なしの大会でも転ころがっていないものか。

「すばるん、パスパース！　あたしも！　あたしもこのゴールでシュート決めるっ」

「おっけ。よーし頑張れ真帆。なるべく高い弧こで打つように注意して、でも力みすぎないようにな」

　仕切り直しでボールを運びながら慢性的な悩みに苛さいなまれる俺に、真帆が瞳ひとみをきらきらさせながらパスを要求する。相変わらずのガッツとポジティブさを見せてもらって気が楽になるのと同時、コーチである自分もみんなの意欲を見習い、絶対諦あきらめずに活かつ躍やくの場を探してやらねばという誓いを再確認。

「よっしゃ！　えーと、なるべくおっきい弧こで、でもリキまないで……！」

　真ま帆ほは一番得意な右斜め45度の位置でパスを受けると、すぐさまシュート体勢に入る。そして丁てい寧ねいにフォームを確かく認にんしながら膝ひざを伸ばし、




「いたぁあっ！　よく逃げなかったわね、ここで会ったが百おくまんねん目っ!!」




「にょわっ!?」

　今まさに指先からボールを送り出そうとする間ま際ぎわ。コートの外から突き刺さるような叫び声を浴びせられたせいで、手元を狂わせ大きく的まとを外してしまった。

　う。この声は聞き覚えがある、というか。

「……奈な那なさん、か」

　渋じゆう面めんで振り返れば、思った通りあの少女が歯をむき出しにしてネットに顔を押しつけ、ところてんのように頰ほお肉にくをめり込ませていた。

「あの。なに、かな……？　さっきの勝負で、納得してくれたんだよね？」

「だまれ年増としま！　いたいけな中学生に本気出す卑ひ怯きよう者ものが！　ぺっぺっ！」

　困り笑いで様よう子すを窺うかがいに行ってくれた葵あおいに、罵ば詈り雑ぞう言ごん（＋つば）を放つ奈那さん。な、なんという命知らず。というか俺おれたち、思いっきり向こうから逆指名された気がするのだが。

「ぐっ……！　ま、また年増呼ばわりを……!?」

　いかん。どん引きしてる間に葵のお姉ねえさんモードがまたしても崩ほう壊かい寸前だ。上級生の再登場に怯おびえる子どもたちにジェスチャーで待たい機きを告げて、仲ちゆう裁さいをすべく俺もネットの前まで駆かけ寄る。

「お、落ち着け葵！　大丈夫だ、お前はまだ若い！」

「…………ほんとに、そう思ってる？」

「へ？」

「ねぇ、昴すばる。あんたにとっても、十五歳って……もう年増だったりする？」

「どうしてそうなる!?　なんだよその疑念に満ちた顔!?」

　なんで助すけ太だ刀ちに入った俺に敵意というか、怨おん念ねんじみた半はん眼がんを向けるのか。

　ううむ、どうも最近の葵って、高校生となった自分に対しネガティブな感情を持っているかのような態度を時折見せるのだよな。突発的なピーターパン症候群だろうか。

　ともあれ、このままだと埒らちがあかない。申もうし訳わけないがひとまず葵の不ふ機き嫌げんは置いておいて、奈那さんの意図を確認しないと。

「もしかして、やっぱり子どもたちと再戦しに来たの？」

「ンなわけないでしょ！　……ふふん、そうやって余裕こいてられるのも今のうちよ。卑怯者のアンタたちをこらしめてもらうため、なんとアタシのバスケの師し匠しようを連れてきちゃったんだから！」

「へ、師し匠しよう？」

　藪やぶから棒ぼうな宣言をオウム返しする俺おれを嘲あざけるように、奈な那なさんはふふんと鼻を鳴らす。それから勢いよく振り返り、

「リュー！　こいつらよ！　この二人ふたりがバスケでアタシのこといじめたの！　ケナゲで真ま面じ目めなバスケ少女の、このアタシを！」

　少し後ろで待たい機きしていた眞ま弓ゆみさんの方を見ながらまくし立てた。

　つられて眼を馳はせ、この時ようやく気付く。眞弓さんのすぐ隣となりにもうひとり、壁かべに寄りかかって退屈そうにこちらの様よう子すを窺うかがう人物がいることに。

「…………」

　リュー、と呼ばれたその男性は、奈那さんの手招きを受けて気けだるげに背を浮かせ、大おお股またで近付いてきた。

　にわかに緊きん張ちよう感かんが宿る。至近で立ち止まったリュー氏、わりと背が高い。見立てだと、ギリギリ１８０cmを超えるか超えないかといったところか。目ま深ぶかに被かぶったワークキャップのせいで表情は全く窺うかがえないが、タンクトップから覗のぞく両腕は過不足無く引ひき締しまった筋肉に包まれ、肩のラインからも運動能力の高さが滲にじみ出ている。あと、手足が異常に長い。

　バスケプレーヤー、なのだろうか。だとしたら相当な手て練だれかもしれない。

　こういう体つきの敵に、俺は少なからずコートの中で苦しめられた経けい験けんがある。

「あ、あの……」

　無言で立ち尽くすリュー氏に、事情を説明すべくこちらから話しかけてみようとするも、言葉が続かない。どう告げても、奈那さんが自分に都合の良いように言い換えてしまう可能性があるから難むずかしい。さっきの言葉通り、二人が師弟関係の絆きずなで結ばれているとすれば、衝しよう突とつを避けるのはちょっとばかり骨が折れそうだ。

「さーさーリュー！　やっちゃって、こいつのことぶちのめしちゃって！」

　自信満々に、師匠（？）のお尻しりをぺしぺし叩たたく奈那さん。

「この……」

　するとリュー氏は小声で呟つぶやき、

「んにゃ？」

「大バカがっ！」

「あいた────────っ!?」

　奈那さんの脳天にげんこつを振り下ろした……って、え。

「な、ななななななにすんのさリュー!?」

「いや、ほんとスンマセンでしたっす！　ウチのダメ従い姉と妹こがすっげえ迷めい惑わくかけたみたいで！」

　激はげしく抗こう議ぎする奈な那なさんを捨て置き、リュー氏は続いて呆あつ気けにとられる俺おれと葵あおいに向けて深々と首を垂れた。

「い、従い姉と妹こ？」

「うす。こいつの親が海外旅行中で、夏休み明けまで俺んちで預かることになったんですけど、昔からもーどうしようない我わが儘まま女で、ほんと苦労してるんすよ……。オラ奈那っ、悪いことしてごめんなさいって謝あやまれ！」

「悪いことしてない～～～～！　リューのばかー！」

　気まずそうな苦笑を浮かべ、事情を説明してくれるリュー氏。よかった、ちょっと怖そうな雰囲気の持ち主だったけど、実際はすごく話の分かるいい人じゃないか。ここまで奈那さんに連れられてきたのも俺たちと勝負するためじゃなく、逆にお詫わびをして下さるためだったようだし。

「い、いえいえ！　こちらとしては済んだことですし！　なあ葵…………ん？」

　それならもう、俺たちから文句は何も無い。そう思いつつ、確かく認にんのためもう一人ひとりの保ほ護ご者しや役にも意見を伺うかがってみようとして、ようやく。

　──葵が隣となりでなんとも形容しがたい、怯おびえてるような、憤いきどおっているような、不ふ思し議ぎな表情でリュー氏を睨にらんでいることに気付かされた。

「ど、どうした？」

「……ねえ、昴すばる。まだ気付かないの？」

　リュー氏から視し線せんを外さないまま、抑よく揚よう無く尋たずねてくる葵。

「ん？　…………昴、だと？」

　すると今度は、葵の言葉に反応したかのようなタイミングでリュー氏が呟つぶやき、何かを確認するようにゆっくり帽子を持ち上げた。

「な!?」

　露あらわになったその面おも立だちを直視して、俺は自らの鈍にぶさに本気で愕がく然ぜんとなる。

　まさか、今の今まで。こいつが目の前にいることに気付かなかったなんて。

　まっすぐ伸びた釣つり眉まゆに、爬は虫ちゆう類るいをイメージさせる切れ長の瞳ひとみ。身長以上のスケール感を相手に抱かせる両手を伸ばした幅ウイングスパンの驚きよう異い的てきな長さ。くそ、そりゃそうだ。考えてみればこんな体つきをした輩やからが、そうそう何人もいてたまるものか。

「リュー…………竜りゆう一いち。須す賀が、竜一」

　須賀竜一。去年の中総体、我が県のＭＶＰ。

　俺たち桐きり原はら中男子バスケ部を決勝戦で難なんなく破り、全国でもその名を轟とどろかせた元志し津づ野の中の絶対的エース。

　この県で頂点を、その先を目指すのならば、絶対に越えねばならない最強の壁かべ。

　それが、この男だった。

「ふん。久しぶりだな、長は谷せ川がわ昴すばる。いろいろ噂うわさは伝わってきてるぜ。楽な道を選んだつもりがコースアウトしてりゃ、世話ねーわな」

「……っ」

　俄が然ぜん竜りゆう一いちの態度が不ふ遜そんとなり、淡たん々たんと、しかしどこか愚ぐ弄ろうするような含みのある口く調ちようで鼻を鳴らす。それに苛いら立だちを覚えるのと同時、『自分がこの男に、バスケ選手として認知されている』という事実に、図らずも喜びを感じてしまう。

　そしてその浅せん慮りよな感情が、ほどなく苛立ちのキックバックとなってぶり返してきた。

「おい長谷川。俺おれは、もうすぐベンチ入りできるぜ。県最強、伊い戸と田だ商業高校でも、俺はまたエースになる。ま、インターハイには間に合わなかったが……そのぶんウィンターカップで暴あばれてやる」

　鳴り物入りで県のエリートコースを突き進む己おのれを自じ賛さんする、傲ごう慢まんな言葉。が、噓うそや法ほ螺らだとは微み塵じんも思わなかった。この男ならば、充分にあり得る、むしろ自然なことだとさえ感じた。

「……そいつは、おめでとう」

「おめでとう？　ハッ、それだけか？」

　無言に耐えられず、ある種の意地で無関心を装よそおい告げた俺を、竜一がきつく睨にらむ。

　ざけんな。それだけの、はずがあるか。

　素直すなおに喜んでやれるはずがあるかよ。

　でも、精一杯だった。そうやって、同期の躍やく進しんを純粋に称賛しているかのごとく振ふる舞まうのが、精一杯の強がりだった。

「す、昴さん……？」

　ただならぬ雰囲気を感じたのだろう、次第に子どもたちも俺と葵あおいの周囲に集まり、心配そうに様よう子すを窺うかがいだした。

「フッ」

　それを一いち瞥べつした竜一は、不意に唇を歪ゆがめるようにして嗤わらい、

「……おい奈な那な」

「う、うぇ？　なに？」

　状況が想定外の進展を見せたせいか、口をぽかんと開けて戸と惑まどう従い姉と妹こに呼びかける。

「喜べ、気が変わったぜ。お望み通り遊んでやるよ。この野郎と、な」

　そして、格好の獲え物ものを見つけた肉食恐竜のごとく八重歯を剝むき、俺に人差し指を突きつけるのだった。
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　一いつ旦たんリングの左右に分かれ、これから始まる一対一の勝負に向けて集中力を高めていく。

　子どもたちには、まだ竜りゆう一いちとの関係を何も説明していない。

　でも、どこかしら感じるものがあったのかもしれない。五人とも息を吞のむようにして言葉を止め、ただ黙だまって様々な感情が折り混ざった視し線せんを送り続けてくれている。

「……昴すばる、大丈夫？」

「大丈夫さ、心配ない」

　気持ちを整ととのえコートの中心まで向かう直前、葵あおいがいかにも恐る恐るといった感じで尋たずねる。心配をかけぬよう拳こぶしを握り、笑顔えがおで自陣を後に。

　そう、大丈夫。ちゃんと集中出来た。いつでも戦える精神状態だ。

　こいつとの対戦も、それほど久しぶりという印象ではない。何度も、イメージトレーニングに利用させてもらった相手だしな。

　問題があるとすれば、たった一つ。

　……未いまだ、妄想の世界ですら勝ちに繫つながるビジョンを描けた試しがない、ということだけか。

「ツレに帰ってもらわなくて良かったのか？　彼女なんだろ？」

　フリースローサークルの中心付近に立つと、先に待ち構えていた竜一が唇を歪ゆがめる。余裕たっぷりな態度と侮ぶ辱じよくを隠かくさない言い口に腹が立ったが、今は我が慢まん。

　怒りに我を忘れては、絶対に勝てない相手なのだから。

「彼女じゃねえ。ただの幼おさな馴染なじみだ」

「ふん。知るか、どうでも良い」

「訊きいたのお前だろうが……」

「関係なんて知ったこっちゃねえ。ただ恥かく羽は目めになるてめぇを気にかけてやっただけだ。あと周りのガキどもはなんなんだよ？」

「……教え子。休部の間、臨りん時じでコーチやらせてもらってる」

「コーチ、ねえ。もう現役でいることは諦あきらめたってわけだ」

「違う。もちろん来年、現役復帰するつもりで自主トレしている」

「……無む駄だなことを」

　一いつ瞬しゆん、俺おれを見下ろす竜一の眼めに冷たい憎悪の色が宿ったような気がした。

「なんだと？」

「何の足しにもならないバスケなんて、もう辞めちまえってことだ。それこそ、選手なんてすっぱり諦めてコーチでも目指せよ。……てめぇにはそれがお似合いだ」

「久しぶりに会ったそうそう、ずいぶんな言い草じゃねえか」

　にらみ返しながら、内心では違和感のようなものも覚える。なんだ。どうしてこいつ、ここまで強く俺に憎悪を向けてくるんだ。去年たった一度の対戦では、俺たちのチームが完敗したのだ。あれが、恨うらみを買う理由になるとは思えない。

「ふん、そうだな。俺おれとしたことが喋しやべりすぎた。続きは、こいつを使う」

　苦笑して、乱らん暴ぼうにバスケットボールを投げ渡してくる竜りゆう一いち。

　疑問は晴れぬままであるものの、こちらとしても口げんかがしたいわけじゃない。いいさ、若じやつ干かん思考が追い付いてないが、受けて立ってやる。

　こんなに早くリベンジのチャンスが巡ってくるなんて、願ねがってもないことなのだから。

「望むところだ。……けど、その前に訊きいておきたいことがあるんだが」

「あん？　なんだよ？」

「その、お前の隣となりで自信満々に仁に王おう立だちしてる奈な那なさんは、どうすれば良い？」

「あ？　……お前っ！」

　不ふ審しんそうに眉み間けんに皺しわを寄せ首を捻ひねった竜一が、一転頰ほおをひきつらせる。いつの間にか従い姉と妹こが隣に迫っていたことに、全く気がついてなかったようだ。

「おい、何してるんだ。邪じや魔まだから出て行け」

「絶対やだ！　だってアタシがコート取り返しに来たんだもん！　だからアタシもリューと一緒にバスケする！」

「ざけんな！　お前にちんたら構ってやる気なんてねえ！」

「やだやだやだ～！　アタシも出るの～！　マユミと一緒に出る～！」

　うわ、なんだかまたしても話が面めん倒どうな方向に転がりだした。苛いら立だちを隠かくさず自じ重ちようを促うながし続ける竜一だったが、奈那さんはまったく折れる気配けはいを見せない。あーもうこれグダグダになってお流れのパターンか……？

「くそっ！　めんどくせえがしかたねえ。おい長は谷せ川がわ、３ｏｎ３だ。お前も二人ふたりメンバー見み繕つくろってこい」

　と思いきや、竜一が奈那さんの主張を渋しぶ々しぶ受け入れてしまった。それほどまで俺との対戦を成立させたいのか、はたまた意外と従姉妹に対して甘いのか。真相は定かではないが、さてどうしたものか。

「少し、時間くれ。相そう談だんしてくる」

「勝手にしろ。……だが、逃げるなよ」

「逃げねえよ」

　ともかく自分だけで決められる問題ではなかったので、引き返して皆に顚てん末まつを話す。

「やるっ！　あたしならもちろん受けて立つよ！」

「長谷川さんの足手まといになってしまわないか心配ですが、もし私でもお役に立てるのなら遠えん慮りよ無く仰おつしやって下さい」

　すると子どもたちは真ま帆ほと紗さ季きを皮切りに、強い首しゆ肯こうで応じてくれた。なんだか巻き込んでしまっているようで申もうし訳わけなく思いつつ、でも、一度は奈那さんたちと戦ってくれるよう既にお願ねがいしているわけで。

「ありがとう、みんな。……すまないけど力を貸してくれ」

　逡しゆん巡じゆんの末、深く腰を折って善意に感かん謝しやする。結局俺おれ自身も、この対戦の機き会かいを逃したくないのだった。

　さて、そうと決まれば誰だれにパートナーを務めてもらうかだが。

「葵あおいは、すまんが待機していてくれ」

「ん、そう言うと思った。了解。昴すばるがあの人に勝つところ、しかと見届ける」

　まず、先ほどのスタメンに交代をお願いする。この勝負、どうしても自分が優ゆう位いになる条件では行いたくなかった。こちらだけ高校生が二人ふたりという編へん成せいだと、たとえ勝てても完全に溜りゆう飲いんを下げることが出来ない。

　葵もそんな内心を汲くんでか、笑顔えがおで身を退ひいてくれた。こういう時、伊だ達てに付き合いが長いわけではないと実感する。

「ありがとな。それで、一緒に戦って欲しいのは、智とも花か」

「は、はいっ!?」

「それに……………………………………愛あい莉り」

「わ、わたしですかっ!?」

　一人ひとりを迷いなく、もう一人をさんざん迷った挙げ句に指名すると、双方から種類の違う驚おどろきの声があがった。

「うん。無理そうなら良いんだけど、チームを組んでもらえたら、すごく嬉うれしい」

　智花を選んだ理由は説明不要として、一度は自じ重ちようした愛莉に協力をお願いしようと思ったのは、奈な那なさんの機き嫌げんを考えてのこと。真ま帆ほと智花のコンビを連れていくとまたいちゃもんをつけられそうなので、ならば愛莉が高校生であるという誤解をこっそり利用させてもらおうという算段である。

　それに今回は俺もコートの中にいられるので、思うように力を出せなかったとしてもすぐに直接励ましてやれる。いささか自うぬ惚ぼれた発想かもしれないが、同級生と二人きりよりはいくらかリラックスしてプレーが出来るのではなかろうか。

　もちろん、最終的な判断は愛莉の意志に従うつもりだが。

「す、昴さんがそう仰おつしやって下さるのなら。わ、私、頑がん張ばってみますっ」

「ん……！　智花が出てくれればすごく心強いよ、ありがとう」

　しばし返事を待っていると、まず智花が声を震ふるわせながらも、まっすぐにこちらを見上げ約束してくれた。

「はう……わ、わたしは……わたしは……」

「愛莉……。愛莉なら、きっと昴さんのお力になれるって、私も思う……！」

「智花、ちゃん。…………んっ。わ、わかりましたっ！　わ、わたしも、がんばります！」

「本当かい!?　ありがとう！　よし、いっしょに頑がん張ばろうな愛あい莉りっ！」

　さらに、なんとも嬉うれしいことに愛莉もまた共に戦うと宣言してくれる。その強い勇気に、あれだけ臆おく病びようだった子の成長に、俺おれは感動を禁じ得なかった。

　よし、これにて理想的な布陣で竜りゆう一いちたちに挑める。私し怨えんがある相手との戦いに子どもたちを駆かり立てるのは正直抵抗を感じるが、再びこのコートを占領しに来た奈な那なさんを黙だまって見過ごせないというのは誰だれもが同じだろう。平和を死守するため、ここは勝負に集中だ。

「おにーちゃん、がんばれー。ともかも、あいりもがんばれー」

「いよっしゃ！　バスケコートを独り占めする悪の組そ織しきを、みんなで退治して来るんだっ！」

「トモ、愛莉。頼んだわよ！　二人ふたりならきっと長は谷せ川がわさんの力になれるわ！」

　ひなたちゃん、真ま帆ほ、紗さ季きの声援を背に、竜一たちの許もとへ引き返す。そういえば真帆ですら、メンバーから漏もれたことに何一つ文句を言わなかったな。

　もしかしたら、俺があまりにも切せつ羽ぱ詰つまった顔をしていたせいかもしれない。だとしたら、申もうし訳わけない限りだ。

　早いとこ終わらせて、普段ふだん通り五人が楽しく過ごせる時間を返してあげないとな。

「やっと決まったのか、誰だれを選んでも同じだろうに無む駄だに迷いやがって」

「すまん。けど、もう待ったなしだ」

　戻るなり鋭するどい眼がん光こうを向けてくる竜一を、負けじとにらみ返す。

　始まるのか。また、こいつとのマッチアップが。

　フラッシュバックする、一年前の記き憶おく。

　悔かい恨こんの、数々。

　それを力に換えて、いざ勝負──

「ちょっとちょっとちょーっと、ちょーっと待った！　なによ、このちんちくりんは！　なんでこんなのがメンバー入ってるわけ！」

「ち、ちんちく……」

　──という気合いを、奈那さんの甲かん高だかい声が一いつ瞬しゆんにしてそぎ落とす。ああもう、結局ダメ出しされちゃうのか。

「いいかげんにしろ！　さっきからうっせえよ奈那！　お前らの相手なんて誰でも良いんだよ！　いい加減始めるぞ！　文句があるならお前がコートから出てけ！」

「ちょ、ちょっと待ってよリュー──ってもう、わかったよしょーがないな～！」

　どうすれば納得させられるのか頭を抱えていると、ついにしびれを切らした竜一が強制的にゲームの開始を告げてくれる。

　助かった。勝負さえ始まってしまえばこっちのもの。もう奈那さんも、文句なんて言わないだろう。

　一度でも、智とも花かのプレーを見てもらえれば。





＊






「先攻後攻はどうやって決める？　じゃんけんか？」

「面めん倒どうだ、お前らの先攻でいい」

　敵側の一存により、俺おれたちが先にオフェンスをする事に。竜りゆう一いちにパスを出し、もう一度戻してもらうという儀ぎ礼れい的てきなボール回しから、ついに変則メンバーによる３ｏｎ３が開かい幕まくした。

　オールグリーンのコートはハーフ──普通のコートの片側だけしかない造りなので、ストリートバスケの標準的なルールに則のつとって、おおよその場面でボール権が移るたびに仕切り直して攻守を入れ替えるという過程を挟む必要がある。

　だから基本的に速攻は生まれず、常にじっくりと相手の布陣を崩す『セットプレー』による攻こう撃げきを行わねばならないわけだが。

　悩みどころは、どこまで智とも花かと愛あい莉りの協力を仰あおぐかだよな。

　いくら竜一との再戦に燃もえているからといって一人ひとりで突っ走るのは憚はばかられるし、そもそも自分のスタイルじゃない。かといってパスばかり出すのも一対一を避けていると思われそうで抵抗がある。

「いいぜ、パス出せよ」

「え？」

　適切な方針を見いだせず、その場でドリブルを続けてしまっていると、目の前で手を広げ俺をマークする竜一が鼻を鳴らす。

「どーせ、チームプレーがどうだとか下らないこと考えてたんだろ。構わん、付き合ってやる。司令塔だろうが、一対一だろうが。どのみち叩たたき潰つぶす。完かん膚ぷ無きまでにな」

「……ほんと、たいした自信だよ」

　この傲ごう岸がんにつり合うほどの実力を持った選手であるところが、なんとも憎らしいわけだが。

「とにかく、そう言ってもらえるなら。まずは『俺のやり方』で攻めさせてもらう」

　竜一の動向に気をつけつつ、コート全体を見通す。

　ん、案の定というか。一箇所にあからさまな隙すきが出来てるな。ならまずは、そこから。敵チーム全員に余すことなく力を出して頂けるよう、挨あい拶さつ代わりだ。

「智花っ！」

「は、はいっ！」

　横移動でパスコースを作り、奈な那なさんのやる気に欠ける守備のおかげでほぼノーマークだった智花に、ボールを託す。

「……ったく、なんでアタシがこのちんちくりんのマークなわけ？」

　自分のテリトリーに攻撃の起点が移ったことでようやく真ま面じ目めにディフェンスを始める奈那さん。しかしその表情はまだあからさまに不満たらたらだ。

　さー行け、智とも花か。眼めを醒さまして差し上げろ。

「んっ！」

「はいはい、無む駄だ無…………えっ？」

　疾しつ速そくの、ダックイン。

　直ちよく線せん的てきでシンプルな動きながら、相手をなめきっていた奈な那なさんにはとても対応できるスピードではなかった。あっさり脇わきをすり抜けられ、茫ぼう然ぜんと振り返った時は、もう。

　智花の小さな身体からだは、レイアップを放つべくふわりと宙に舞まい上がった後だった。

「よっし、ナイッシュ智花っ！」

「すごい、智花ちゃんっ！」

　ゴールの高さが一般用なのでほんの少しだけ心配だったが、智花はボードの内側にある四角いペイントをターゲットにして、あっさりシュートを決めてみせてくれた。

　まずは２－０。そして、これで奈那さんも認めてくれるだろう。

　自分のマッチアップ相手が、ただの小学生ではないということを。

「おいおい何やってんだ奈那。やっぱお前バスケの才能ないんじゃねーの？」

「ぐ……！　ち、ちがうもん！　ちょっと油断してただけだもんっ！」

　盛大に溜ため息いきをつく竜りゆう一いちを見上げ、眼を見開いて釈明する奈那さん。しかし親しん戚せきとはいえあんまりな言い草だな。こんな奴やつのことを師し匠しようと慕したう奈那さんって、密ひそかに良い根性持ってるのかも。将来的には、相当伸びる余地のある選手だったりして。

「とはいえ、今のは奈那だけの問題じゃなさそうだが。なるほど。大して興きよう味みはねーが、お前の『教え子』とやらもわりと面おも白しろそうなやつじゃねーか」

　攻守交代し、俺おれとボールの往復を行いながら竜一がそんなことを言う。やはり分かるか。こいつほどのプレーヤーなら、智花の実力なんてすぐに見抜いて然しかりだろう。

　むう、なんだか複雑な気持ちだ。自分以外にも智花の能力が認知されて嬉うれしいような、二人ふたりで共有してきた秘密がどんどん広まっていくのが微妙に寂さびしいような……ってなに妙なこと考えてんだ俺。集中集中。

「リュー！　パスパス！　アタシもお返ししないと気が済まない～！」

「ったく、仕方ねえな……」

　相手の攻こう撃げきが始まるや、奈那さんが大声でパスを要求する。それに鬱うつ陶とうしそうな表情を浮かべつつも、意外なほど素直すなおに従う竜一。うん。やっぱりこいつ、厳きびしいようで要所要所じゃアマアマだな。従い姉と妹こに対して。

「よっしゃ！　へへ～ん、一回ぽっきりのまぐれでいい気にならないでよねちびすけ！　アタシの実力、とくと見なさいっ！」

「ち、ちびすけ……」

　ボールを脇わきに抱え、智とも花かを指さしながら不ふ遜そんに胸を反らす奈な那なさん。それからやっとドリブルを開始し、意い趣しゆ返がえしの機き会かいを虎こ視し眈たん々たんと窺うかがいだす。まずパスアウトは無いだろうが念のため竜りゆう一いちの動向にも留意しつつ、二人ふたりのマッチアップを注視。

　期待、させてもらっても良いよな智花。見せてくれ、一つ歳とし上うえの中学生が度ど胆ぎもを抜く瞬しゆん間かんを。

「どうっ……！　あんたにこんな真ま似ねが出来るっ!?」

　奈那さんは自信満々で、後ろ通しのビハインド・ザ・バツクドリブルから智花を抜き去りにかかる。その動き自体は、確たしかに流りゆう麗れい。しっかり武器になるレベルだ……が。

「んっ！」

「ほわ!?　ぬぬぬ小こ癪しやくなっ！」

　目め線せんと表情に、捻ひねりが無さすぎる。終始右側を向いたまま、唇をぎゅっと嚙かみしめるのと同時の、単たん調ちようなリズムによる仕掛け。それじゃあ、足りない。

　俺おれと、高校生と毎朝激はげしく身体からだを交わらせている、智花相手には通用しないのだ。

　動きを先読みされて進路を失い、しかも連続で仕掛けられたスティールからボールを守るためドリブルを止やめてしまった奈那さんは、もはや進退窮きわまる。再び球を突けばダブルドリブル──反則行為バイオレーシヨンなので、選択可能な行動はパス、もしくは。

「ふ、ふんっ！　罠わなにかかったわね！　こーやって足を止めさせるのが私の狙ねらい！」

「えっ……？」

「さーブロックできるもんならしてみなさいガキんちょ！　これが中学生様のジャンプシュートってやつよ！」

「……っ!?」

　一か八か、その場からシュートを狙うしかない。二人の立ち位置は、スリーポイントラインより１ｍほど内側。遠目だが、無む茶ちやというほどでもない距きよ離りだ。

「愛あい莉り、手前！　リバウンドお願ねがいっ！」

「ばーかそんな必要ないわよっ！　これは入ったっ！」

　シュートブロックの動作を終えて着地するや振り返り、外れたボールの処理を委ゆだねる智花に対し、歯を剝むいて勝ち誇る奈那さん。よほど手て応ごたえを感じたのだろう。

　確かに、フォームはとても良かった。入っても、おかしくはない。

　もし智花がディフェンスに付いておらず、フリーで打っていたらの話だが。

「えいっ！」

「よし愛莉、ナイスリバウンド！」

「ありがとう愛莉っ！」

「ぐえぇっ!?　そそっ、そんなバカなっ！　なんであのシュートが入らないの!?　しかもエアボールなんて、そんなの有り得ないっ！」

　多くの視線が交こう錯さくするなか、シュートはリングにすら届かずはるか手前で落ちる。それを愛あい莉りが上う手まくキャッチし、敵の攻こう撃げきは失敗に終わった。

「智とも花かのジャンプ力を見誤ったね、奈な那なさん。さすがに直接キャッチは出来なかったようだけど、ちゃんと届いてたよ。指先が、ボールに」

「な……」

　釈然としない様よう子すで奈那さんが立ち尽くしていたので、スタートラインに戻る途中、老婆心ながら解説する。そう、智花は類たぐい希まれなる身体能力で、10cm以上大きい相手へのシュートブロックを見事に成功させていたのだ。

　見たかい、これが湊みなと智花だ。そろそろ『小学生』なんて先せん入にゆう観かんを捨てないと手に負えなくなっちゃうぞ。

「ナイス智花！」

「は、はいっ！　ありがとうございます……！」

　誇らしい気持ちを抑おさえられず、衝しよう動どうのままに智花に駆かけ寄り、

「よし、勝てる……！　きっと勝てる！」

　ぽんと一つ肩を叩たたいて拳こぶしを握り、確たしかな実感を言葉に表す。

「なんだ長は谷せ川がわ、ずいぶんなはしゃぎようじゃねーか。よっぽどあのコドモに熱ねつでも入れてやがんのか？」

　喜び勇んでラインの外に立った俺おれに、竜りゆう一いちが緩かん慢まんに歩み寄り嘲あざけるように口元を歪ゆがめた。

「それもあるが、絶対にこの勝負を落としたくないんだよ。もう二度と、お前のチームには負けたくない。負けられない。そう思って、中総体の後も必死で自主トレに励んできた」

「……身の程ほど知らずが」

　にらみ返すと、またしても冷たい憤ふん怒ぬの視し線せん。俺が刃向かおうとすること自体が、癪しやくに障さわるとでも思ってるのか。だとしたら、なんて傲ごう慢まんだよ。

　見てろよ。意地でも、その鼻明かしてやる。

「す、昴すばるさんっ！」

　長らく視線をぶつけあってからようやくゲームを再開させようとすると、智花からどこか躊躇ためらいがちな、固くうわずった声で呼び止められた。

「ん？」

「あ、あの。あ、あちらの方。昴さんにとって、負けられない選手さんなんですか……？　ラ、ライバルみたいな」

「……うん。実は、そうなんだ。ライバルっていうか、宿敵って感じかもだけど。だから、よろしくな」

　そりゃ、これだけあからさまにけんか腰を続けてたら、智花たちだってなんとなく分かっちゃうよな。なんだか余計な物まで背負わせてしまって、申もうし訳わけなく思う。

「そう、なんですか……。わ、わかりましたっ！　私、がんばります……！　がんばって、昴さんのおそばを付いていきますのでっ！　うう、ミス……しないようにしないと。絶対にっ！」

　しかし智とも花かは迷惑がるどころか、その事実を確かく認にんするなりぎゅっと口元を引ひき締しめ、全ぜん身しん全ぜん霊れいの協力を約束してくれるのだった。

「ありがとう、本当に」

　ああ、『頼もしい』なんて言葉じゃ、もう言い尽くせないな。

　見てろ。あの時と同じく、仲間の素す晴ばらしさなら折紙付きだ。

　あとは、俺おれ。

　自分自身が敵の絶対的なエースに。須す賀が竜りゆう一いちにどこまで迫り、競せり落とすことができるか、その一点のみ……！

「やっと打ち合わせ終わったのか。いつまで話してんだよ、危あやうく眠っちまいそうになったぜ」

　改めてゲームを再開させるや、飄ひよう々ひようとした態度で、わざとらしくあくびをかみ殺す竜一。くそ、何点開こうとその気になればいつでも自分の所でひっくり返せる、とでも言わんばかりの余裕だな。

　いや。そう思っているのだろう、実際。

「ふん。良いのか須賀。あんまりぼんやりしてると、どうしようもないくらいの差が付くぞ」

「は、笑わせる。が、あまり長引くのも面めん倒どうだな……ッ！」

「うお、くっ!?」

　苛いら立だち任せに挑発すると、竜一は鋭するどく距きよ離りを詰め、俺の手からボールを奪うべく激はげしいディフェンスを仕掛けてきた。すんでのところで肩を入れて、襲おそいかかる異常に長い手を拒こばみながら状況判断。

「行かせないわよ！　じっとしてなさい！」

「んっ……」

　奈な那なさんも、目の前の相手が本気で受けて立たねば歯が立たない相手だと理解したのだろう。智花に対するマークも厳きびしさを増し、先ほどのようにイージーなパスはもう送れそうにない。

　それでも、まだ大丈夫！

「ふっ！」

　竜一の前で静止した状態から、出し抜けにサイドステップ。僅わずかに距離が開いたところでシュートを打つ気配けはいを見せてやる。

「頼む、智花っ！」

「ち……！」

　当然のように追いかけ、瞬しゆん間かん的てきに意い識しきをこちらの頭上──掲かかげられたボールに向ける竜一。しかし、この動きはフェイク。タメの浅さから実際に打ってくるとまでは思い込ませられなかったようだが、敵の足元に小さな死角を造り出すことには成功した。そこを突いて、最大速度のバウンドパスで智花の立ち位置より二完歩ほど前方にボールを送る。

　奈な那なさんを振りきるため、少しばかり受けるのが難むずかしい位置。けれど大丈夫、通るはずだ。きっと、智とも花かなら軌道を読んで追い付いてくれるはず……！

「────ううっ!?」

「あ……」

　そんな願がん望ぼうは、いくらなんでも依存が過ぎたようだった。

　智花はノータイムで俺おれの意図に気付き奈那さんのマークを引きはがしてくれたものの、パスに追い付くまでは至らず。力の限りに伸ばされた掌てのひらの数cm前を素通りしたボールは、一度、二度とバウンドを繰くり返し、コートの外に出てしまった。

　ターンオーバー。攻こう撃げきは、失敗。

「ご……ごめんなさい昴すばるさんっ！　わ、私……私……あああっ……」

「いやっ、悪かったのは俺の方だ！　あんなパス、取れるわけ無いよな……。本当にごめん、焦あせりすぎた……」

　愕がく然ぜんと自分の両手を見つめていた智花が、我に返ったように顔を上げ、激はげしく唇を震ふるわせ何度も何度も俺に謝しや罪ざいする。けど、今のは自分のミス。事前に打ち合わせもしていないのにあんな球をいきなり受けてくれなんて、あまりにも傲ごう慢まんだったのだ。

「くく、確たしかに今のは長は谷せ川がわの失敗だな。あんなの、俺くらいじゃないと取れねーだろうよ」

「……っ!?」

　狼ろう狽ばいする俺たちの傍そばを通り抜ける際、竜りゆう一いちがそんなことを言い残していく。意図は分からない。奴やつにしてみれば慰なぐさめのつもりだったのかもしれない。

「わ、私が、昴さんの期待に応こたえられなかったせいで……」

　でも、智花にとってはそれが追い打ちの一言になってしまったようだ。言わずもがな、小学生と竜一では体格が違いすぎて比べても仕方ない。それでも責任感が強い智花は、そんな風に割り切った考え方などとても出来ないのだろう。

　くそ。痛つう恨こんのミスを犯してしまった……！

「──いただきっ！」

「あっ!?」

　そして、ミスは、後を引く。

　直後の攻防で、智花は奈那さんの仕掛けた切り込みに反応出来ず、あっさりと抜き去られてしまう。確かに勢いがある良いドライブではあったが、普段ふだんならば決して手も足も出ないといった程ほどのプレーではなかったはずなのに。

　く、後悔のせいで、気持ちを切り替えるタイミングを与えてあげられなかったのでは……？

　ああもう何やってんだ、どうして仕切り直し前にもっと慰めの言葉をかけてやらなかったのだ俺はっ！

　どうする……!?　改めて、全く気に病やむ必要は無いと伝えるのは当然として、しかるべきタイミングを逸いつした今、それだけではきっと足りない。一度良いプレーをさせてあげられればベストだが、また竜りゆう一いちと奈な那なさんが激はげしくマークしてくることが予想されるので、青写真通りに上う手まくいくかどうか。むしろミスが重なり、ますます消しよう沈ちんさせてしまうリスクも危き惧ぐされる。

　……やむを得ない。

　あまり負担をかけたくはなかったが、今は『三人』でチームなのだ。

　三人──警けい戒かい対象が智とも花かだけではないことを思い知らせ、敵の意い識しきを分散させる。それが、現状では最善だろう。

「智花、ドンマイドンマイ！　次はきっと止められるぞ！」

「ううっ、す、すみませんすみませんっ……！　す、昴すばるさんの、大切な試合なのに……！」

「気にしなくて平気！　どんどんパス出すから、普段ふだん通りよろしくな！」

「…………は、はい。も、もうミスは……絶対に、絶対にしません！」

「ミスなんてしてないってば。ほら、リラックスして行こう。それと、愛あい莉り」

「は、はいっ!?」

「相手のチーム、今は意識がアウトサイド中心に向いてるから、インサイドが狙ねらい所どころだ。……パス、出しても平気？」

「……が、ががっ、がんばります！」

　攻守交代の間を利用して、二人ふたりに作戦を伝達。智花も愛莉も、ひどく思い詰めた表情をしており、私情に巻き込んでしまった罪悪感がますます蓄ちく積せきする。

　やはり、もう自分自身の個人技で竜一に真っ向勝負を挑むべきだろうか。……しかし智花をこんなにも落ち込ませたままでゲームの埒らち外がいに放り出すのは、それこそコーチとして最悪の愚ぐ行こうである気がしてならない。なんとか『精一杯のことはやった』と思えるところまでは回復させてあげたい。

「ありがとう。頼りにしてるよ、二人とも」

　だから、あと少しだけ。子どもたちの力を借りることにする。

「よし行くぞ、愛莉！」

「は、はいっ！」

　開始早々、左ローポスト──ゴール前にペイントされた台形のふもと付近まで詰め寄った愛莉に対し、高い軌道でパスを送る。

「今度はそっちの女子かよ。わりとサイズ有るな。高校生か？」

　マークマンからボールが離はなれたとたん傍ぼう観かん者しや気取りで質問してくる竜一。くそ、何ど処こまで俺おれの頭に血を上らせれば気が済むんだこいつは。

「あの子も小学生だ」

　苛いら立だち混じりのぶっきらぼうな解答に、今度はひゅう、とわざとらしい口笛が返された。

「それはそれは。しかし、ガキなのか。なら、お前マズったぜ」

「……なに？」

　やおら、竜りゆう一いちの口角が上がる。マズった？　どういうことだ？

「あの眞ま弓ゆみとかいう、奈な那なが無む理り矢や理り連れ回してる女子、そこそこのくせ者だ。トータルじゃ奈那とたいして変わらんレベルだが、小学生が相手するのは荷が重いだろうな。くく、まー見てろ」

「荷が、重い……？」

　竜一の言葉に得体えたいの知れない気味悪さを感じ、はっとポスト際ぎわの攻防に眼を馳はせる。

　インサイドを任された二人ふたりは１ｍに満たない距きよ離りでじっと対たい峙じしたまま、互いの出方を窺うかがう。愛あい莉りは内心緊きん張ちようしきりだろうが、それでも萎い縮しゆくせず、この日まで練習してきた技術を発揮せんと必死で頭を働かせているようだ。片や眞弓さんは、何を考えているのか全く読めない表情で柳のように佇たたずんでいる。身長では相手の方が10cmほど小さいはずなのに、悠然とした雰囲気のせいか、不ふ思し議ぎとそれほどの差を感じない。

「えいっ！」

　長い沈ちん黙もくの末、ようやく愛莉が動く。まずはシンプルなドリブルによる切り込みで、相手の対応を見定める心こころ積づもりのようだ。いいぞ、初手としてはそれがベター。

「うーんと。ディフェンス、ディフェンス……」

　攻こう撃げきに合わせて、眞弓さんの方も両手を大きく開いて進路を狭せばめる。……ふむ。まだはっきりしたことは言えないが、その動きを見る限りあまり敏びん捷しよう性せいは感じられない。愛莉ならば、充分通用する相手に思えるのだが。

「え、あうっ!?」

　と、たかをくくった直後に、不思議なことが起こった。眞弓さんと身体からだを密着しにかかっていた愛莉が、どうしたのかたたらを踏むようにして急ブレーキをかけ、進攻を止めてしまったのだ。

「う、うう……」

　そして途方に暮れた様よう子すで、その場に停滞。ドリブルだけはかろうじて続けてくれているが、なんだかあの一いつ瞬しゆんで万策が尽きてしまったとばかりに、横顔に強い困こん窮きゆうの色を滲にじませる。

「っていかん!?　愛莉、後ろだ！」

「……えっ？」

「いぃい～ただきマンタ！」

　戸と惑まどいの理由が分からず、つい俺おれも集中力を乱してしまう。そのせいで、愛莉の背中へ急速に迫る小さな影かげを認知するのが遅れた。密ひそかにダブルチームを仕掛け、ボールをスティールしに向かっていた奈那さんという存在を。

「へっへーん、ターンオーバー！」

「えっと、次は攻撃？」

　勝ち誇る奈な那なさんと並び、何事もなかったかのように無表情で引き上げていく眞ま弓ゆみさん。

　なんだ、どういうことだ。今のプレー、大部分は奈那さんの功こう績せきということで間違いないが、なぜ愛あい莉りはあんなにも怖おじ気けづいてしまったのだろう。そこまで激はげしくチェックを受けたわけじゃないのに。

「面おも白しれーだろ。あいつ、なんか妙な迫力があるんだよな。奈那程度の中坊レベルだと、目の前に立たれただけでどこにも隙すきがない、攻めようがないって思わされちまうらしーぜ」

「そんな、ことが」

　あり得るのか？

　……いや。あり得る、か。

「あの体つきのおかげだろーな。上うわ背ぜいはそれほどでもねえが、女子にしては幅も厚みもかなりのもんだから、押しても引いてもビクともしない感じがして、腰が退ひけちまう。自分のフィジカルに自信がないと、なおさらそーなる」

　本場米国のプロバスケ『ＮＢＡ』でも、相対的な身長の低さを屈強な肉体で補い、インサイドで活かつ躍やくできる一流選手が稀まれに存在する。眞弓さんもまた、その手の可能性を秘めた原石なのかもしれない。

　とすれば、確たしかに今の愛莉には荷が重い存在と言わざるを得ない。身長では勝まさっていても、体つきは圧倒的に愛莉の方が細いので、がっぷり四つで当たっていくにはかなりの勇気が必要だろう。将来的にはともかく、年上の相手に今そこまでのガッツを求めるのは、明らかに尚しよう早そうすぎる。

「ちなみにあの体格、どーやら見かけ倒しじゃねーぞ。せっかくだから次の攻こう撃げきで見せてやる。……そんで、まずは『リーチ』ってところか」

「なに……？」

　なんだか思わせぶりなことを言い残し、竜りゆう一いちが定位置から攻撃を始動させる。

「おら、蹴け散ちらしてみせろ」

「あ、私？」

　そして唐とう突とつに、直前の攻防から愛莉とそっくり立ち位置が入れ替わった眞弓さんに向けてパスを通した。

「えっと。じゃあ、ゴール下に入って」

「え……んうっ!?」

「それから、シュート？」

　迷い迷いといった風に、肩からぶつかっていくような迫力でパワードリブルを繰くり出す眞弓さん。慌あわてて両脚を踏みしめ進攻を拒こばむ愛莉だったが、現状では力比べで敵かなう相手ではなかった。そのままリングのすぐ下まで押し込まれ、シュートをあっさりと決められてしまう。

　技術的には、はっきり言って強引でまだ粗あらい。今のも愛莉に演技力が備わっていれば、わざと倒れ込んで相手のファウルに仕立てることも可能だったろう。でも、現状そういった絡み手は教えることが出来ていないし、基き礎そを大事にして欲しい時期なので俺おれからもそれを望む気はない。

　つまり、厳きびしい。葵あおいに相手してもらってた際は実力差があった故ゆえか気付けなかったが、この眞ま弓ゆみさんという選手、確たしかに愛あい莉りとは相あい性しよう最悪かもしれない。

　またしても、俺の判断ミスだ。

「うううっ。ご、ご……ごめんなさい長は谷せ川がわさんっ！」

「全く問題ない！　むしろナイスガッツだったぞ、この調ちよう子しで頑がん張ばろう！」

　もちろん愛莉には何の落ち度もないので、笑顔えがおを繕つくろって全力で励ます。本当なら地べたに頭を擦こすりつけて謝あやまりたいところなのだが、このタイミングじゃあ逆効果になるのは明白。決着が付くまでは、こうして好きでもない精せい神しん論ろんに頼るしかない。

　とにかく、なんとかしなくては。この後手後手に回る悪あく循じゆん環かんをどうやって断ち切るか。

「頑張らないと……頑張らないとっ！」

　攻こう撃げきを開始する間ま際ぎわ、切せつ羽ぱ詰つまった智とも花かの顔がちらりと目に入る。

　……決めた、信じよう。毎朝間近で見つめ続けてきた類たぐい希まれなる才覚と、どんな大事な試合でもプレッシャーに負けないでくれた強い心を。

　きっと、智花なら。自らの力でこの苦境を乗り越えてくれるはずだ。







「あ……」

　そんな思いで委ゆだね続けたボールは、三度続いて小さな手をすり抜ける。

　パスが、通らない。

　智花に、届かない。

　奈な那なさんのマークに、苦しんでいる？

　……いや、違うだろう。問題は俺だ。俺が竜りゆう一いちのディフェンスを躱かわすのに精一杯で、的まと外はずれな場所にボールを放り続けてしまっているのだ。

　挙あげ句く、この有様。

　智花はもはや顔がん面めん蒼そう白はくで、瞳ひとみには涙すら滲にじませ始めている。少しも悪くなんかないのに、俺と目が逢あうや頭を下げて謝あやまり続けるばかり。

　智花にも、愛莉にも。なんてひどい事をしてしまったのだろうか。

　ひとりよがりに巻き込んで、感じる必要も無い責任を強く抱かせて。

　血が滲むまで唇を嚙かんでも、後悔は募つのるばかりだった。

「おい、長谷川。そろそろ茶番は終わりだ」

「っ！」

　立ち尽くす俺おれに、竜りゆう一いちが冷めきった声で話しかける。

「もう、この点差はひっくり返せねーだろ。かったるい球の譲ゆずり合あいを止やめる気がねーなら、そろそろ俺は引き上げさせてもらうぜ。……それが嫌いやなら、てめえで向かってこい」

「……一対一で、勝負しろってことか？」

「自うぬ惚ぼれんな。『しろ』じゃねぇ。『してやる』って言ってるんだ。ガキどものお守もりはもう飽きたんだよ。始めようぜ、メインイベントを。お前が俺を止めて、抜いてみろ。それが出来たら、こんなどうでも良いゲームなんてチャラにしてやるよ。できるもんならな」

「えーちょっと何勝手に約束してんのリュー!?　ダメに決まってんじゃんそんなの！」

「……おい、奈な那な」

「なによ!?」

「お前、俺が負けるとでも思ってんのか？」

「──っ!?　そ、そりゃそうだよね負けるわけないよねっ！　ごごごめん、リューの好きにして！」

　会話の途中で横やりを入れてきた奈那さんを、蛇へびのような瞳ひとみで見下ろす竜一。すると一いつ瞬しゆんで奈那さんは恐れおののくように異い議ぎを引っ込めてくれた。

　考えるまでもない、願ねがってもない提案だった。

　もし、子どもたちに与えてしまった後悔をいくらかでも和やわらげる方法が有るとしたら、この誘いに従って勝敗を覆くつがえし、責任の存在そのものを霧む散さんさせることだけ。負い目を感じる理由が無くなれば、真にミスをしたのは俺の方だという事実を伝える余地も生まれるはずだ。

「どーすんだ？　結局怖おじ気けづいて逃げるのか？」

「逃げない。……やるさ、もちろん。お前を止めて、お前を抜いて、去年の借りを返す」

「ふん。これでようやく俺も、憂うさが晴れるか」

「憂さ？」

「なんでもねー。おら、構えろ。まずは俺の攻めからだ」

　なんだか少し気になることを呟つぶやいた竜一だったが、それ以上取り合ってくれず、勝手にゲームを再開させて俺にディフェンスを促うながす。

　まあいい、忘れよう。余計な事を考えてる場合じゃない。

「昴すばるさん……ご、ごめんなさい。お役に立てなくてっ」

「が、頑がん張ばって下さい長は谷せ川がわさん……」

「ありがとう、二人ふたりとも。すごく助かった。……あとは、任せてくれ」

　心細げな智とも花かと愛あい莉りの声を聞いて、是が非でもこの勝負を制さなくてはという想おもいを強くする。突破しよう、去年崩せなかった壁かべを。その後で、巻き込んでしまったことを改めて謝あやまろう。

「覚えてるか、長谷川。中総体の決勝」

「忘れるわけが。忘れられるわけが、ないだろ」

「くくっ、だろうよ。なんせ一回も、お前は一人ひとりで俺おれを止めることが出来なかったんだからな」

　……その通りだとも。後々からダブルチーム、トリプルチームと守備の枚数を費やすことである程度自由を奪ってはやったが、それでも完全には封じきれず、為なす術すべ無く俺たちは、桐きり原はら中男子バスケ部は敗れた。

　けど、俺だって決してあの時のままじゃないはずだ。どうすればこいつのような絶対的エースを自分一人で抑おさえ込めるのか幾度も想定し、練習を重ねてきた。今年ことしから攻守とも個人技の習得に多く力を注いできたのは、部活を失い少人数での活動しかできなくなったから、という消極的な理由だけではない。どのみち、少なからずそうするつもりだったのだ。『チームワーク第一』は揺らぐ事なき信念だが、だとしても俺自身がもっと強くならねば先はないと、目の前の敵、須す賀が竜りゆう一いちに痛感させられたから。

「思い出させてやる。絶望を」

　竜一の表情から、嘲あざけるような笑えみが消えた。入れ替わりで、真夏の温度の中にあってもなお熱ねつを感じるほどの強い闘とう志しが、真っ向からひしひしと伝わってくる。

「らッ！」

　チェンジ・オブ・ペース。刹せつ那なのうちに、すべてが加速。

　俺の左手側に向けて、大地を貫つらぬくように足を踏み出す竜一。反射的に身体からだを入れて進しん撃げきを阻はばみにかかる。

　けど、いいのか。

　今のは、どっちだった……？

「──残念、外れだよ！」

「ぐっ!?」

　一歩前に踏み出した竜一が、二歩目を、逆側に。

　ドリブルの開始と同期して、進行方向を俺の右手側へと、瞬またたく間まに切り替える。

　完全に、体勢を崩されてしまった。けど、諦あきらめるわけにはいかない。歯を食いしばって再び竜一の前に立ちはだからんと足を送り出す。

　が、手遅れ。

　俺の脇わきを雷光のように駆かけ抜けた敵の手から放たれたレイアップシュートが、静かにネットを揺らす。

「……くそっ！」

　やられた。またしても。中学の時と寸分違たがわぬ方法で。

「進歩ねえな長は谷せ川がわ。だが、恥じなくて良いぜ。俺のジャブステップは、誰だれにも見破れねえ。お前が悪いわけじゃない」

　ボールを自ら拾って戻ってきた竜一が、笑いもせずに言い放って、乱らん暴ぼうなパスをよこす。

　──ジャブステップ。専門用語を使わずわかりやすく言うなら『足踏みフェイント』。

　ある程度習しゆう熟じゆくしたバスケ選手なら誰だれでも使えるような、ごく基本的なテクニックだ。

　だがこいつは、その技一つで県を制した。全国でも一いち躍やく知る人ぞ知る存在となった。

　なんせ本人が自信満々で言う通り、公式戦でこいつのジャブステップを運に頼らずフェイクだと看かん破ぱできた人間は、おそらくまだいないのだから。踏み出しの大きさからは信じられないほどのスピードで繰くり出される切り返し。ディフェンス側に決め打ちをさせないシュートレンジの広さ。そしてなにより、フェイントをフェイントと思わせない天性の迫力というか、凄すごみ。こいつにかかれば、基き礎そ技術がたちまち必殺のムーブとなるのだ。

　チームの総合力が足りなくて中学時は全国ベスト16止まりだったが、その後県トップの強豪、伊い戸と田だ商業に入学した竜りゆう一いちがさらにその名を轟とどろかせるのは、たぶん時間の問題だ。

「まずは一本先取。あー、言い忘れてたけどこれサドンデスな。お前の攻め番が失敗した時点で、試合終了」

　この野郎、そんな大事なことを後から言うな。

「……構わない。抜いてやる」

　でも、文句は言えない。言わない。自信がないから三本・五本先取にしてくれなんて頼み込んでるようじゃ、その時点で結果は見えている。

　やるしかない。一発勝負でこいつを抜き去れると信じ、全すべてを賭として挑むしかないのだ。

　叩たたきつけられた挑戦状を──この日何度も俺おれの手から零こぼれていった赤あか茶ちや色いろのボールをゆっくり突きながら前を見み据すえ、腰を落とす。

　竜一は、つかず離はなれずの距きよ離り。ドライブにもジャンプシュートにも対応できる中ちゆう庸ようのポジションで、一見やる気が無さそうに静止している。

　でも、手を抜いているわけじゃない。俺がちょっとでも攻め気を見せれば、すぐ集中力をトップギアに入れてくる。薄うすく色付いてるのではと錯さつ覚かくしてしまうほど敵から溢あふれ出る闘とう志しが、俺にそう警けい告こくして止やまない。

　どう、攻める？

　右か？

　左か？

　シュートか？

　いっそ、スクープショットを？

　夏休みの間もずっと練習を重ねてきた、まだ見せたことのない新技を？

　でも、今の精度じゃ？

　やはりまずは落ち着いて、フェイントで相手を崩して？

　いや、でもそれが常じよう套とうだからこそ、あえてストレートなドライブを？

「来ないのか？　じゃあ俺から行くぜ」

「っ!?」

　様々な選択肢が脳内に渦うず巻まくなか、竜りゆう一いちが距きよ離りを詰めてくるそぶりを見せる。

　ダメだ、後手に回るな、気合いで負けるな！

　構わない、あえての直球勝負を挑んでやる。まっすぐ突っこんでくる竜一の右側に向けて、一歩踏みだし、可能な限り、身体からだを深く、深く、沈み込ませる。

　渾こん身しんのダックインで、懐ふところを搔かい潜くぐってやる。

　まるで時じ代だい劇げきの決けつ闘とうシーンのように、俺おれと竜一の身体が一いつ瞬しゆんだけ交こう錯さくし、離はなれる。




「あ……」




　そして、一歩、二歩とフルスピードで駆かけ抜けて、ようやく。

　自分がもう既に、手元からボールを失っていることを知る。

「ま、こんなもんだ」

　茫ぼう然ぜんと振り返ると、つまらなそうに鼻を鳴らしながら、竜一が右手一本でボールを抱えこちらを睨にらんでいた。

「…………」

　何も、言葉が出て来ない。呼吸のやり方さえ忘れてしまったように、息が苦しい。

「……長は谷せ川がわ。県の決勝でお前を見た時、俺はちょっとばかり期待した。こいつは『使えそうなポイントガードだ』ってな。てめぇのところにも伊い戸と田だのスカウトが行ってるって聞いて、正直喜んだぜ。俺の出世に、上級生を出し抜いて早いとこレギュラーになるための踏み台に、丁度良さそうだって思ったからな」

「ふざけんなよ……！」

　傲ごう慢まんにも程ほどがある言い口に思わず怒りを露あらわにしてしまって、すぐに後悔した。

　今このタイミングで反はん論ろんするなんて、負け犬の遠とお吠ぼえの見本みたいなものだ。

「だから、てめぇが結局伊戸田に来ないと分かった時は、死ぬほど腹が立った。自分が脇わき役やくだってことに、まだ気付かないのか。弱小校に行っとけば主役でいられるなんて、ただの幻想でしかないってことに、あんな情けない負け方してもまだ気付かないようなアホなのかってな」

　……違う。お前にぼろ負けしたからこそ、竜一の推すい薦せん入学が内定していた伊戸田ではダメだったのだ。並び立って競きそい合うだけでは足りない。それでは自分自身の、バスケに対する義を貫つらぬくことが出来ないと。

　そう思ったからこその、選択だった。

　間違い無く、竜一はすごい。今まで相まみえた中では、トップクラスに強烈な存在だ。

　でも。尊敬は。憧あこがれはしなかった。

　だってこいつのバスケには、こいつしかいない。

　チームメイトを脇わき役やく──それこそ道具のように利用するばかりで、五人の調ちよう和わというものを嘲あざ笑わらって軽かろんじる。そんな奴やつだった。

　中学時代、竜りゆう一いち以外の選手たちは、それはもう窮きゆう屈くつそうに、とにかくミスを犯してどやされることばかりを恐れてプレーしていたものだ。少しも、バスケが楽しそうじゃなかった。

　あんなのは、違う。俺おれの大好きなバスケットボールじゃない。

　その信念が伊い戸と田だではなく、七な芝しばを。エースでありながらチームメイトを自分と同等以上に輝かがやかせ、五人の和で織おりなすバスケの魅み力りよくを、ガキの頃ころはまだ理解できてなかった可能性を教えてくれた、あの人のいる高校を選ばせた。

　まあ当人はもういなくなってしまったし、それが理由で。竜一に向くような否定の感情でなく、肯定しながら追い付き、乗り越えたいと思える目標を失ってしまったがゆえ、一時はウジウジいじけたりもしたが。

　とにもかくにも。だからこそ俺は、伊戸田商業からのスカウトを蹴けったのだ。

「だが、お陰様でムカつきもようやく収まったぜ。奈な那なのせいで無む駄だな時間を過ごしちまったが、まあ良い。俺がお前のことを、長は谷せ川がわ昴すばるって野郎のことを、買いかぶりすぎてたんだって確かく認にんできたからな。……お前、高校バスケじゃどうせ通用しねーよ。パスが上う手まいだけで、あとは下の下。そんなんじゃ話にならない、俺の踏み台にも使えねえ。……同じチームに来なかったことを、シャクに思う価値すらゼロだ」

　ぐうの音ねも出ないとは、まさにこのことか。

　大声で言い返したい。けど、今は何一つ、吐き出せる言葉がない。

　ちくしょう。腹が立つ。腹が立ってしまうことにまた、腹が立つ。

　頭の中が、ぐちゃぐちゃだ。

「……ま、今日きようはパスすら大したことなかったがな。七芝の部活も休部になったそうだし、いんじゃね？　もう諦あきらめちまえ。くくっ。コーチとか、たしかに選手よりよっぽど向いてるんじゃねーの。……おら、帰るぞ奈那」

　自分でも気付かないうちに、俺はコートに膝ひざを突いてへたりこんでしまっていた。

　遠ざかっていく足音が、三つ。そのうち一つが、何かを思い出したように立ち止まる気配けはい。

「あっと、そーだった！　きゃはは、勝負はアタシたちの圧勝ね！　てことでこれから夏休み明けまで、このコートはアタシたちが仕切らせてもらうわよん！　使いたい時は、ちゃんと許可取りなさいよね！　ま、あんたらムカつくから許可なんてずぇえええええったい出さないけど！　きゃ～っはっはっはっはっは！」

　フェードアウトしていく、奈那さんの高笑い。

　あーあ。いろんな人に、迷惑かけちゃったな。

　智とも花かにも、愛あい莉りにも。

　真ま帆ほにも、紗さ季きにも、ひなたちゃんにも。

　葵あおいにも、コートの管理人さんにも。

　なんだか、合わせる顔がない。

　しばし誰だれもが沈ちん黙もくして、コートには近くのバッティングセンターで稼か働どうするモーターと、バットがボールを叩たたく音だけが幽かすかに届くばかりだった。

「す、昴すばさんっ……」

　やがて、迷いを秘めたようなたくさんの足音と、戸と惑まどい、かすれ、今にも泣き出しそうな智とも花かの声。

　そうだ、いけない。俺おれがこんな風に落ち込んでたら、一いつ緒しよのチームで戦ってくれた二人ふたりを、ますます追い込んでしまう。

　だから、もうちょっとだけまともな顔が出来るようになったら、立ち上がって、空から元げん気きで良いから、笑顔えがおを見せよう。

　そう、思ってるのに。

　何度試みても、上う手まくいかない。笑い方が、分からない。

　なんて、情けない。

　周りに集まった子どもたちがますます困惑を深めたように、何か言いかけては止やめる。

　そんな果てのない繰くり返しを、

「──みんな、今日きようはもう帰ろ」

　不意に。やけにあっさりとした、良く通る声が断ち切った。

「あおいっち……」

　葵あおいだった。幼おさな馴染なじみの、声だった。

「で、でもっ、葵さん……私……私のせいで……」

「あはは、どうして智花ちゃんのせいなの？　こいつが一人ひとりで戦って、一人で負けたの。……だよね、昴」

「……ああ、全く以もつてその通り」

　くそ、なんて。

　なんて俺の扱い方を、心得てやがる。

　慰なぐさめないでくれる、突き放してくれる。そんな優やさしさに、救われる。

「だから、大丈夫。智花ちゃんのことも、愛あい莉りちゃんのことも、こいつは怒ってない。むしろ私が思ってるのと同じかそれ以上に、本当によくやったって褒ほめてくれてるよ。……昴が、怒りたいのは。憎たらしくて憎たらしくてしょうがないのは、自分自身だけ。だから、今は少しだけ、一人にしてあげよ？」

「………………わかり、ました。葵さんの、言う通りにします」

「す、すばるんっ、また明日あしたね！　ちゃんと部活のコーチ、しにきてね！」

「ばいばい、おにーちゃん。あしたから、またひなたちとがんばろうね？」

「……ああ、もちろんだとも。みんな、本当にすまない」

　葵あおいの言葉を嚙かみしめるような沈ちん黙もくを経て、まず紗さ季き、それから真ま帆ほとひなたちゃんも同どう調ちようしてくれる。

「し、失礼します。長は谷せ川がわさん……」

「……っ」

　智とも花かと愛あい莉りも説得を受けて、何度もお辞じ儀ぎだけを繰くり返す。窮きゆう屈くつな想おもいをさせてしまっているのだろう。これ以上謝あやまってはいけない。でも、他ほかに言葉が出ない。きっとそんな風に。

　あーもーほんと、俺おれってやつは。

「ねー、昴すばる。ヘコむなとは言わないわ。でもあんた、今はみんなのコーチでもあるんだからね。教え子に恥ずかしいとこ見せないよう、胸張ってなさい。落ち込み期限は明日あしたまでよ」

　全員が踵きびすを返しコートを離はなれていく途中、最後に葵が、殊こと更さら冷たい口調でそう言い残し、俺を一人ひとりにしてくれた。

「明日まで、か……」

　甘えすぎ、だよなあ。むしろ今すぐ激げき情じように燃もえるくらいの気き概がいが、無くてどうするとも思う。

　でもまあ実際、滅茶苦茶めちやくちやショックだったのだ。

　同じ相手に二度続けて。勝てないどころか、まったく手も足も出なかったのは。
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　既に覚かく醒せいした状態でぼんやり眺めていた目め覚ざまし時計どけいが、セットした通りの時間にけたたましく電子音を響ひびかせ始めた。

「来てくれるかな、智とも花か」

　乱らん暴ぼうにスイッチをオフにして、ベッドから這はい出る。

　一夜明けても、頭の中はもやもやしたままだった。

　敗北の苦く汁じゆうと、子どもたちを巻き込んでしまったことへの後悔が何重にも渦うずを巻いて、身体からだ全体にのし掛かっているような感覚。寝起きだからということを差し引いても、やけに足どりが重くてスムーズに動いてくれない。

　緩かん慢まんに着替えを終え、階段を下る。

　普段ふだん智花がやってくる時間まではまだ余裕があったが、なんとなくこれ以上部へ屋やでじっとしている気にはなれなかった。胸の奥がそわそわして、どうにも落ち着かない。

「だからって、玄関で待ち構えているのも明らかにおかしいが」

　えも言われぬ自じ己こ嫌けん悪おが押し寄せ、がりがり頭を搔かきむしる。

「…………あ」

　と、屋外から小さな足音が近付いてくる気配けはいを感じた。

　それが止まり、時間差を経てゆっくりと目の前のドアノブが動く。

　早朝なので、インターフォンは鳴らさない。鍵かぎが開いていればなるべく音をたてぬよう中に入り、もし開いていなければ少し待つ。

　それが、いつの間にか俺おれたちの間で出来上がっていた、暗あん黙もくのルールだった。

「おはよ、智花」

「ふぁっ!?　す、昴すばるさん……！」

　おずおずと玄関に身体を滑すべり込ませる髪を片結びにした少女に、安あん堵どを隠かくさず穏おだやかに挨あい拶さつする。申もうし訳わけない事にかなり驚おどろかせてしまったようだが、どうしてもすぐ声をかけずにはいられなかった。

「び、びっくりしました……そ、その。玄関にいらっしゃるなんて、思ってなくて」

「はは。そりゃそうだよな、ごめん……。なんか、智花が今日きよう来てくれなかったらどうしようって思ったら、いつの間にかここに座ってた」

「昴さん……。あ、ありがとうございますっ。え、ええと。け、結局、来ちゃいました………えへへ」

「よかった。……その、なんだ。今日も待ってたぞ、智花」

　少しずつ思考が冷静になるに従って自分の滑こつ稽けいさが身に染み、どうしても照れ隠しの笑えみが浮かんでしまう。

　でも、そのおかげでというべきか。思ったよりずっと自然に、大切な時間を、智花との二人ふたりきりの時間を取り戻すことに成功したようだった。

「あ、ありがとうございますっ！　う、嬉うれしいです……。うそでも、そんな風に言って頂けるなんて……」

「噓うそなもんか。本当にそう思ってる。……大切な、パートナーだからな」

「…………ふぇっ!?　あ、あう……そそそそのっ!?」

　い、いかん。智とも花かに気を遣つかわせないようにといろいろ口にする度たび、どんどん玄関にいたたまれない空気が膨ふくれあがる。これではむしろ嫌いやがらせに近いぞ。

「い、いや俺おれが勝手に思ってることだし気にしないでくれ！　そ、それより早速練習始めよっか！」

「あ……は、はいっ！　で、では私いつものようにゴールをお借りしてますので、昴すばるさんはランニングをどうぞっ！」

　これ以上失言で困らせぬよう、半ば無む理り矢や理り話を打ち切って朝練に誘う。玄関を出て、いつもと同じように一いつ旦たん智花と別れようとして……そこでふと思いつきがよぎった。

「智花。もし、良ければなんだけど。今日きようは一いつ緒しよにランニングしないか？」

「えっ」

　きっとまた、気の利いた事なんて何も言えないと思う。

　それでもなるべく長い時間、智花の傍そばにいた方が。

　否いな、いさせてもらった方が。今はなんとなく、いい気がしたのだ。

「……その。ご迷惑では、ありませんか？」

「全然。むしろ俺の我わが儘ままだ。智花の方こそ、迷惑でなかったらなんだけど」

「迷惑なわけありません！　……で、では。今日はご一緒させて下さい。が、頑がん張ばってついていきますのでっ」

「そか、良かったよ。じゃあ、行こうか」

「は、はいっ」

　はにかみあい、頷うなずきあい。準備運動をして、俺たちは自宅の外に飛び出す。

　予想通りというか、走っている間はほとんど互いに無言だった。

　それでも少しずつ、ずっと近くで智花の息吹を聞いているうち、自然な距きよ離り感かんを取り戻しつつあるような感じがした。

「よーし、今日の特訓はここまで」

「はぁ……はぁ……お疲れ様でしたっ！」

　とはいうものの。

　ランニングに引き続き全すべてのメニューを終わらせてもなお、まだ微妙に奥歯に物が挟まったようなぎこちなさが、智花との間に残ってしまってるのだよな。

　やっぱり、昨日きのうの一件についてノータッチのまま終わらせようというのは、あまりにも虫が良すぎるか。

　ただ、俺おれ自身の内心に渦うず巻まく感情は別として、智とも花かの方がどう思っているのか分からないからなあ。

　もし、いつまでも悔やんでると俺が気にするのでは……と努めて忘れようとしてくれているのに、こっちから掘り起こしたらあまりにもデリカシーがなさすぎるし。

　ううむ、仕方ない。申もうし訳わけないがあと少しだけ様よう子す見みをさせてもらおう。
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「──っと、いかん」

　髪からしたたり落ちる水滴を眺めながら、だいぶ長らくぼんやりしてしまっていた。

　蛇じや口ぐちを捻ひねり、お湯を止める。いい加減出ないとダメだ。きっと智とも花かが、いつものように朝食には手を付けず俺おれを待って、おなかを空すかせている。

「やっぱまだ、油断してると無む駄だに考えちまうな……あの野郎のこと」

　昨日きのうの手痛い敗北が俺に残したダメージは、そう簡かん単たんに棚に上げておけるものではない。

　でも、よくない。忘れられないにしても、一日中そのことばかりに捕らわれていたら生活に支障が出て、周りの人間にまで迷惑をかけてしまう。せめて、メリハリはつけないと。

「よし、シャワー終了」

　両の頰ほおを軽く叩たたき、気持ちを切り替え洗面所に連なるドアに手を伸ばす。

「ん？」

　と、ノブに触れるより一いつ瞬しゆん早く、こんこんと弱々しいノックの音が響ひびいた。なぜに風ふ呂ろ場ばでノック？　と驚おどろき顔を上げれば、半透明のプラスチックごしにぼんやりと人ひと影かげが揺れていた。

「…………母かあさん？」

　とりあえず考え得る唯一の可能性を呟つぶやいてみる。

　しかし、なんというか。それにしてはどうもシルエットが小さすぎるような気が。

「い、いえっ。わ、私です。智花……ですっ」

「なっ……！」

　智花!?　いや正直そんな予感はひしひしと感じていたのだが、一体どうして……？

　先にシャワーを浴びた際、何か風呂場に忘れ物でもしてしまったのかと思い四方八方を見渡すが、それらしい物は見当たらず。というか、だったらべつに俺が入ってるこのタイミングで回収しに来なくても良いわけで。

「そ、その。ど、どうかした？」

「…………はう」

　妙な緊きん張ちよう感かんに苛さいなまれつつ、恐る恐る尋たずねてみると、智花はぐっと息を吞のむように言葉を止め、扉とびら越ごしでも分かるほどひどく逡しゆん巡じゆんし始めた。

「と、とりあえず俺、出るからいったん洗面所の外に──」

「ま、待って下さいっ！」

「……えっ？」

「きゅ、急に大きな声出してごめんなさいっ！　で、でも……お願ねがいです。もう少しだけ、入っていて頂けないでしょうか……？　それで、その…………わ、私におおお背中を流させて下さいぃっ！」

　危あやうく風呂場ですっ転ころびそうになる。

「だ、だめ……でしょうか……」

「いやダメとかそういうことじゃなくて！　いったい何だって急にっ!?」

　そう尋たずねてすぐに……後悔した。

　俺おれというやつは、どこまで鈍どん感かんに出来ているのか。

　急に、じゃない。少し考えてみればわかることだ。

　智とも花かをこんな突とつ拍ぴよう子しもない行動に駆かり立てているのは、昨日きのうの一件に決まっている。惨さん憺たんたる姿を晒さらし、今け朝さになっても様よう子すがおかしい俺を気き遣づかって、何かできることはないのかと考えてくれた結果が、この『背中を流す』という提案なのだ。

「………………そ、その」

　消え入りそうな声で、口ごもる智花。

　どう、すべきだろう。追い返してしまうのは簡かん単たんだが、はたしてそれで良いのか？

　おそらく智花もまた、今なお傷つき消沈している。感じる必要なんかどこにもない責任に追い詰められ、どうしたらいいのか分からず戸と惑まどっている。

　当然か。気にしなくて良いと言われた程度で割り切れるほど、智花にとってバスケは軽くないのだ。それは、もし自分が逆の立場だったらと考えれば手に取るように分かること。

　なら今、俺は拒絶すべきではないのかもしれない。智花だって、勢いのまま思い切った行動に出てしまってることは多かれ少なかれ自覚しているだろう。ならばこれ以上の後悔を植え付けぬよう、ひとまずしたいようにさせてあげるのが、年上としてせめてもの甲か斐い性しようなのではないか。

「………………ごめん、なさい。急に変なことを言ってしまって。し、失礼しましたっ」

「待って」

　ドアの向こうで後退した智花を、深呼吸してから呼び止める。

「え、あの……？」

「待って。今、腰にタオル巻くから」

「す、昴すばるさん……。あ、あ、ありがとうございますっ……」

　心底ほっとしたような溜ため息いきが、はっきりと届く。嫌いやな気分を味わわせずに済み安あん堵どする反面、この後待ち構えている出来事を思うと次第に緊きん張ちよう感かんが高まってくる。

　ええい、落ち着け。別にやましい気持ちがあるわけではないのだ。毅き然ぜんと構えていれば良いじゃないか。

「ん、もう大丈夫」

「し、失礼します……！」

　これ以上は無理というほどきつくきつくタオルを結びつけてから、平静を装よそおって智花を呼ぶ。なんとなく視し線せんを合わせることにうしろめたさを覚えたのでドアに背を向けた状態で椅い子すに腰掛けていたのだが、

「……っ！」

「ふぁうっ！」

　正面に備え付けられていた鏡かがみのせいでばっちり眼が逢あってしまう。俺おれは右へ、智とも花かは恐らく左へ。勢いよく顔を逸そらしたまま、しばし流れる重々しい沈ちん黙もく。

　幸いというか当たり前というか、智花は裸ではなくちゃんと体たい操そう着ぎとブルマを着衣していたものの、この落ちつかなさは尋じん常じようじゃない。ああ、流した汗がまた噴ふき出してきた。

「そ、そ、それでは、お背中を…………きゃっ！」

「のうっ！」

　やがて意を決したように、一声かけて智花が入室する。そのとたん──きっとこちらを見ないように努めていたせいだろう、入り口の微妙な段差にでも足を引っかけたのか、小さく悲鳴を挙げ、俺の背中にぺたりと抱きついてきてしまった。

「はわ、わ、わ、わ…………ごごごごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ！」

　跳ねるように飛とび退のき、びしょ濡ぬれになるのも厭いとわず水の滴したたる床ゆかに膝ひざをついて何度も頭を下げる智花。

「い、いやっ、気にしなくて平気だから！　そ、それより怪け我がは……っ!?」

　とても見て見ぬ振りはできず、振り返って頭を上げてくれるよう懇こん願がん……したのだが、転ころんだせいで体操着が透とう過か率りつを高め、智花の華きや奢しやな身体からだの線せんを浮き彫りにしていることに気付くやすぐに断念して再度視線を正面固定。い、いかん。今さらにも程ほどがあるが、俺はとんでもないことにＯＫを出してしまったのではないか。

「だ、大丈夫です私は平気です！　それより、本当にごめんなさい……ミスばっかりで、なんのお役にもたてなくて」

　しかし、『やっぱり止やめよう』と言える状況では、もはや無くなっていた。べそ混じりの声を聞き、確かく信しんする。やっぱり智花も、昨日きのうのことを引きずっているんだな、と。

「……そんなことないさ。智花には、世話になりっぱなしだ。じゃ、じゃあ申もうし訳わけないけど、しばらく俺は前向いたままじっとしてるから。その、洗い場狭いし……あんまり動くと、迷惑かけちゃうだろうから」

「あ……は、はいっ！　……で、では今度こそ失礼しますっ！」

　だからもう拒絶せず、なすがままに任せる。慰なぐさめるよりも望む通りにさせてあげた方が、智花の気も晴れる気がしたのだ。

　智花は傍かたわらの洗面器にタオルを浸し、丁てい寧ねいに、何度も湯を搾しぼる。

　そして、ついに小さな掌てのひらが、柔らかく俺の背中に触れた。

「……ん」

　ごし、ごし、ごし、と、一定のリズムで動かされる智花の手。躊躇ためらいのせいか、その動きは弱々しく、こそばゆさを感じるくらいだったが、何も言わずに身を預ける。

「お、お加減は、いかがでしょうか……？」

「……えっと、気持ちいいよ。すごく」

「よ、良かったです」

　簡かん単たんなやりとりで、すぐに会話は途と切ぎれてしまう。仕方ないか。この状態で世間話なんて、出来る気がしないし。

「昴すばるさん。すごく、大きいですね……」

「えっ？」

「大きいです、昴さんの、背中」

　内心で自分に言いい訳わけをして黙だまり込んでいると、それまで一心不乱に手を動かしていた智とも花かが、独り言のように呟つぶやき沈ちん黙もくを破る。ふむ。実際のところ、高校生としてはそこまでがたいが良いわけでもないのだが、智花のお父とうさんに比べたら多少上うわ背ぜいがあるからな──

「こんなに大きい方のお役に立つには、私じゃ小さすぎますよね……」

　そんな感想は、どうやら的まと外はずれだったようだ。

　違う。智花が今想おもってるのは、そういうことじゃない。小学生の自分では、高校生と対等にプレーなんかできない。そう結けつ論ろんづけることで、内心に折り合いを付けようとしているのだ。

　再び訪れた静せい寂じやくの中、考える。

　俺おれにとって智花という存在は、なんなのかと。

　教え子？　再び自分をバスケと向き合わせてくれた、恩人？

　確たしかにその通り。でも、それだけじゃない。

　今はもう、毎朝共にボールを追いかけ、切せつ磋さ琢たく磨ましあう、大切なパートナーでもある。

　それなら。本当にそう想っているのなら。共に戦い、訪れた結果に責任なんて無いと言いきってしまうのは、はたして真の意味で気き遣づかいになるのだろうか。

　むしろ、他ほかならぬ俺自身が『小学生だから』とたかをくくり、智花の存在を自分より下に見てしまっていることの表れなのではないか。

　……間違って、いたのかもしれない。

　智花のバスケを、バスケ選手としての智花を、心より信じているのなら。

　俺一人ひとりで抱え込まず、もっとあの敗北を分かち合っても、良いのかもしれない。

「智花。昨日きのうは俺のパス、ほとんど通らなかったな」

「……ごめんなさい。私、全然ダメで、ごめんなさい」

「…………取れなくて、悔しかった？」




「悔しかったですっ!!」




　これまでの萎い縮しゆくしきりだった声こわ色いろとは一変した、強い、強い、心の底からの叫びだった。

「とっても、悔しかったです……！　悔しくて、自分が情けなくて、でも、きっとそう思うことがおこがましくて……頭の中がぐるぐる回って……ううっ」

　そうだよな。それが、智とも花かだ。ひとたびコートの中に立てば、誰だれよりも負けん気が強くて、自分がチームに貢献できないことがこの上なく許せない、根っからのエース気質。

　そんな子に責任なんて感じなくて良いと慰なぐさめるのは、ある意味『俺おれにとってチームの一員ではなかった』と宣告するのに等しいのだ。

　コーチ、恩人、パートナー。どの立場であれ、智花のことを大切に想おもっているのなら、それこそが最も言ってはいけない言葉だった。

「そうか」

「あ……」

　おもむろに振り返り、身を反転させて智花の指先を正面から包み込む。

「じゃあ、もし。あの勝負に『次』があったら、今度は取りたい？　俺のパスを、もう一度受け取ってくれる？」

　そして、まっすぐ瞳ひとみを見み据すえてそう尋たずねた。

　一いつ瞬しゆん、はっと息を吞のむ智花。が、すぐさま何度も頷うなずいて、

「取りたいですっ！　取らせて、欲しいですっ！　そのためなら、どんな厳きびしい特訓でもこなしてみせます！　だから、だからお願ねがいします！　私を、昴すばるさんのお隣となりにいさせて下さい！」

　涙を堪こらえるように瞼まぶたを閉じ、俺の手を強く握りしめた。

「ありがとう。了解だ。それじゃ、一つお願いして良いかな。……大事な話があるから、今日きようの部活、三十分くらい早めに集合して欲しいって、みんなに伝えてくれ」

「……あ！　はいっ！」

　腕を預けたまま決意を告げると、智花はハッと眼を見開き嬉うれしそうに大きく頷く。

　と思ったら一転頰ほおを真まっ赤かに染め、勢いよく俺に背中を向けてしまった。どうしたんだろう……と首を傾けてようやく、

「ふぇ……………………ふぁううっ!?」

「ん？　のわああっ！　す、すまんっ！」

　自分がとんでもないミスを犯してしまっていたことに気付く。

　おそらく、智花の方を向き直る時。

　あろうことか腰に巻いていたタオルがよじれ、スリットのように俺の右太ももへ誰も得しないチラリズムを形成していたのだ……！

「で、でででででは私、みんなにメールしてきますのでっ！　た、たいへんお邪じや魔ましましたあああっ！」

　慌あわてて乱れを正すが、今さら遅い。智花は激はげしく取り乱しながらバスルームの外へ転ころがるように飛び出てしまった。

「……最低だ」

　いや、まだ大だい惨さん事じにまではいたってなかったとは思うが。

　だとしても俺おれはこの瞬しゆん間かん、過去類を見ないほどの後ろめたさを感じずにはいられなかった。
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「みんな、本当にごめん。普段ふだん偉そうにしてるコーチがあんなこてんぱんにされるところを見て、ガッカリさせちゃったと思う」

　智とも花かと共に体たい育いく館かんへ踏み入ると、既に四人が集合し、体たい操そう服ふくに着替えて直立不動で待たい機きしてくれていた。強い感かん謝しやを覚えつつ、まずは深く頭を下げる。

「今、俺おれは悔しくて仕方がない。またしてもあいつに、須す賀が竜りゆう一いちに手も足も出なかった自分が、情けない。………………だから、リベンジを挑もうと思っている」

　続けて厳おごそかに決意表明すると、たちまち輝かがやく八つの瞳ひとみ。優やさしい子たちなので、きっと俺の事を心配してくれていたのだろう。もうへこたれてない、次なる戦いに思いを馳はせていると知って、ほっとしたのだろう。

　けど、まだ誰だれも何も言わない。伝えたいことはそれだけか、他ほかにもあるのではないのかとばかりに、沈ちん黙もくを保って次の言葉を待ち続けてくれている。

　よかった。智花のおかげで気付くことが出来て。

　気き遣づかいと拒絶をはき違えたままこの子たちの前に立たずに済んで、本当によかった。

「それで、さ。できれば……また一緒に戦ってくれないか。俺一人ひとりじゃなく、慧けい心しん女バスの、チーム全員の力で奈な那なさんたちを倒して、オールグリーンのコートを取り戻そう」

「あったりまえ！　そーこなくちゃすばるんっ！」

「となると期限は夏休み中ですね。あまり時間がありませんが、死ぬ気で特訓してみせます。だから長は谷せ川がわさん、どんな厳きびしい練習でも遠えん慮りよなく言いつけて下さい！」

「わ、わたしも頑がん張ばります！　長谷川さんにご迷惑をおかけしたままなんて、わたし、嫌いやなんですっ」

「おー。ひなもお手伝てつだいする。がんばろうね、おにーちゃん」

　背中を押されるように勝手な希望をぶちまけると、堰せきを切ったように真ま帆ほが、紗さ季きが、愛あい莉りが、ひなたちゃんが声を張り上げた。じいんと熱あついものが胸に宿り、頷うなずきながら俺と智花は顔を見合わせる。

「心強い仲間に恵まれて幸せ者だな、俺は……」

「えへへ。私も、このチームの一員でいられて本当に嬉うれしいですっ」

「まったくだ。うし、みんなありがとう！　それじゃ、申もうし訳わけないけど何日か、コーチとしてだけじゃなく、選手としてもみんなのチームメイトでいさせてくれ。ただ、合同試合の約束だって破るわけにはいかないからな。夏休み最終日は空あけておいて……八月三十日。そこをタイムリミットにしよう」

「うんっ。ゴードー試合だけは譲ゆずれないもんね！　だからそんな感じでよろしくっ！　そんであのうるさいヤツ追いだして、屋上でやれたらちょーサイコー！」

「ええ～？　うるさいヤツって、真帆が言うわけ……？　ま、それはともかく。期限は多く見ても、今日きようを入れて一週間だけですね。それまでに、私たちは何をすれば良いのでしょうか？」

　すぐ傍そばまで距きよ離りを詰め、やる気に満ちた顔でこちらを見上げる五人。これ以上お礼を言ったり遠えん慮りよを告げたりするのは野や暮ぼだと断言できるほど、みんなもリベンジに燃もえてくれていた。

　うむ。なら、もう一秒でも時間が惜しい。さっそく、今後の方針を伝えて練習に移ろう。

「あ、あのっ！」

　そう思って口を開こうと思った矢先、おずおずと右手を挙げる少女が一人ひとり。

　前回智とも花かと同様に辛つらい思いをさせてしまった、愛あい莉りだった。

「どしたのアイリーン？」

「え、ええと。やり直しの試合でも、またわたしが出て良いのでしょうか……」

「おー？　あいり、試合するの、いや？」

「ううん、違うの。長は谷せ川がわさんに、ご迷惑をかけたままでは、いたくない。やり直せるのなら、そうしたい。だけど、わたしが出なければ勝てるのなら、わたしは、交替しても平気。いじけたりしないで、ちゃんと応援するよ」

「愛莉……」

　疑う余地もなく、これは弱気による言葉ではない。心からチームの勝利を願ねがって、辛い宣告すら耐えてみせると、そう表明してくれているのだ。今、愛莉の意志の根底にあるのはむしろ勇気。出会ったころの引っ込み思案とは、似ているようで全く違う。

「ダメよ、愛莉。一度負けた相手には、必ずやり返す。それが慧けい心しん女バスの掟おきてなんだから」

「こら、そんな掟あたし決めてないぞ！」

「私が今決めたわ。何よ、不服？」

「きしし、なわけないじゃん。もっちろん採用！　てなわけでメンバーはすばるんともっかんとアイリーンで変更なし！　あたしも今回だけは我が慢まんしてあげる！」

「おー。ひなも、がまん」

　そこを深く理解した上で、紗さ季きも真ま帆ほもひなたちゃんも愛莉の主張を却下する。決して我が弱い子たちではないのに、仲間のためならば迷わず献身的になれるのだ。

　もう何度そう思わされたのかすら定かではないが、本当に、良いチームだ。

「愛莉。俺おれからもお願いさせてくれ。今すぐ、眞ま弓ゆみさんと渡り合える可能性があるのは君だけだ。できれば、また一いつ緒しよに戦って欲しい」

　自分からも、素直すなおな気持ちを伝える。単純な勝算だけでなく、あの手の存在感に勝まさる相手とインサイドの覇は権けんを争う機き会かいは、愛莉にとっても今後に向けて貴重な体たい験けんとなるだろう。この戦いを乗り越えれば、共に選手としてレベルアップできる予感がしたから、おこがましくももう一度協力を仰あおがせて欲しかった。

「……わかり、ましたっ。頼りないと思いますけど、よろしくお願いします！」

　矢継ぎ早に説得を受け、愛莉は僅わずかに俯うつむき加減となる。が、すぐさま意を決したように顔を上げ、力強く首しゆ肯こうしてくれた。

「うんっ！　一いつ緒しよに頑がん張ばろう、愛あい莉り！」

「えへへ。ありがとうね、智とも花かちゃんっ」

　手を取り合って微笑ほほえむ智花と愛莉。それほど心配していたわけではないが、無事出場メンバーを確かく定ていできたことで、最初の一歩を踏み出せた実感を得て気分が高こう揚ようしてくる。

「二人ふたりとも、ありがとう。真ま帆ほも紗さ季きもひなたちゃんも、智花と愛莉にポジションを譲ゆずってあげて偉いぞ。今我が慢まんしてもらう分、合同試合では精一杯弾はじけさせてやるから」

　改めて六人で視し線せんを交こう錯さくさせ、激げき励れいを交わす。

　もう誰だれの表情にも、迷いの色は見て取れなかった。今度こそ、特訓を開始して大丈夫そうだ。

「始めよーすばるんっ！　あたしたちもいっぱい協力するよんっ！」

「うん、是非ともよろしくだ。じゃあ、これからのメニューを一緒に決めていきたいと思うんだけど……その前に一度敗因を分析しておこう。この前の試合から、どこをどうすれば勝てるようになるのか、考えないとな」

　そう告げると、全員──特に智花と愛莉の面おも持もちが硬くなる。自分に対してだけでなく、二人にも少しきつい指摘をすることになるかもしれない。けど、大丈夫。この子たちならば、正面から受け止めて、共に前へと進んでくれるはず。

「まず、一番の問題は他ほかならぬ俺おれだ。俺が、須す賀が竜りゆう一いちに対して個人技で完全に及ばなかった。当然そこをなんとかしなくちゃならないんだけど、これは自分一人ひとりの問題なので今は置いておく。まずは、残る二つの敗因の方から潰つぶしていこう」

「おー？　あと、ふたつ？」

「うん。ひとつはチームが急造だったせいでパスワークが嚙かみ合わなかったこと。もうひとつが、ポストプレー……インサイドでの主しゆ導どう権けん争いだ」

「インサイド……わたし、ですね」

　なるべく言葉を選んで列挙すると、愛莉が軽く唇を嚙んで眼を落とす。

「勘かん違ちがいさせる前に言っておくけど、これを愛莉に求めるのは俺の傲ごう慢まんだ。だって相手は中学生なんだからな。勝てなくても、仕方がない。それでも可能性を感じてしまうから、つい期待せずにはいられないんだ。愛莉が、眞ま弓ゆみさんと対等に渡り合ってくれるんじゃないかって。……どうかな？　そんな我わが儘ままを許してくれる？」

「はいっ。自信はありませんけど、やってみます。長は谷せ川がわさんがわたしのことを必要としてくれるのなら、なにもしないまま逃げたくはないです」

　良い返事、してくれるようになったな……。いかん、感かん慨がい深ぶかくて既にちょっと泣きそう。

「ほんと、めちゃくちゃ感かん謝しやだ。それじゃ、今日きようからはこれまで以上にポストプレーの攻防をみっちり覚えてもらおうと思うんだけど。……さて」

　ぐっと拳こぶしを握って応じたのち、眉み間けんに皺しわを寄せてしまう。愛莉の技術指し導どうとチームの連れん携けい強化を、この短期間でいったいどうやって両立させるか、結構な難なん題だいだ。




「──おーい、人手不足かしらん？」




「あ」

　腕組みしてうんうん唸うなっていると、背後からよく知る声。振り返れば、

「あおいっち！」

「葵あおいさんっ！」

　頼れる幼おさな馴染なじみが、裏口の鉄てつ扉ぴからひょっこり顔を覗のぞかせていた。

「……手伝てつだってくれるか？」

「野や暮ぼなこと訊きかないで。……ん、よろしい。ちゃんと一日で立ち直れたみたいね、昴すばる」

　野球帽を持ち上げ、眼を細めて俺おれを見上げる葵。そりゃ、もう簡かん単たんに投げ出したりはしないさ。慧けい心しんのみんな、そしてお前とこの日まで未来に向けてやってきたことを、無む駄だになんて絶対したくないから。

「助かる。あと昨日きのうは……すまんかった。おかげで頭冷やせたよ、ありがとう」

　あそこで俺一人ひとりほっぽり出して帰ってくれる輩やからなんて、おそらく葵くらいのものだろう。粋いきなはからいに、珍しく素直すなおな感かん謝しやを告げずにはいられなかった。

「あ、あんなの別に意味があってやったことじゃないし！　ただあんたの辛しん気きくさい顔見てるのが苦し……じゃなくて！　めんどくさくなっただけ！」

　ははは。照れてる照れてる。いつもこんな感じだと平和で良いんだけどなあ。

　ふむ、待てよ。改めて考えてみれば、褒ほめてやると大人おとなしくなるんなら常に賛さん辞じを浴びせ続けてればいいのか。今日きようもポニーテールがよく似合ってるぞ葵ー、とか。

　……うん、そんな自分どう考えても気持ち悪いな。やめとこ。

「ほ、ほらっ！　特訓するんでしょ！　時間ないんだからさっさと始める！」

　ぼんやり妙な事を考えてしまっていた俺を追い越し、葵が外そと履ばきを脱いで体たい育いく館かん内に入ってくる。そして愛あい莉りの前で立ち止まり、慈じ愛あいの籠こもった顔つきで首をかしげた。

「しょーじき私、センターとしては全然大したことないんだけど。それでも自分より存在感がある相手とは嫌いやっていうほどやり合ってきたつもり。だから、教えてあげられることはそれなりに見つけられると思う。一緒にがんばろ、愛莉ちゃん」

「はいっ……！　えへへ、よろしくお願ねがいしますっ」

　愛莉の方もとても嬉うれしそうだ。葵のことはすごく尊敬してくれてるみたいだし、みっちりマンツーマンで指し導どうを受ければ短期間でも大きく上達出来ることだろう。

　まー少なからず『自分の手で成長をば』とか後ろ髪引かれる思いもあるのだが、実際ポストプレーの手数なら葵の方が俺より圧倒的に多いのだ。餅もちは餅屋。ここは専門家にお任せしよう。

　ただ、専門家というなら、その実もう一人ひとり協力を仰あおぎたい人間が存在するのだが……。

　なんせ、期限が一週間だからな。

　焦あせったせいで、ますます関係をこじらせるわけにもいかないし、なんとも迷いどころだ。







「行くぞ、智とも花かっ！」

「はいっ！　こ、今度こそ……ああっ!?」

「おっしゃーパスカット頂きっ！　またもっかんに勝った～！」

　葵あおいに愛あい莉りの個別指し導どうをお願ねがいし、ひとまず俺おれと智花は別個にもう一つの課か題だいと向き合うことに。真ま帆ほ、紗さ季き、ひなたちゃんチームとハーフコートゲームを行って、実戦形式でコンビプレーを磨みがきにかかる。

「…………うう、ごめんなさい昴すばるさんっ」

　そんな算段だったのだが、先ほどからどうも芳かんばしくない。決して自うぬ惚ぼれるつもりはないものの、ここまでパスミスが続くと、直前に告げられた真帆たちの指摘がいよいよ信しん憑ぴよう性せいを帯びてくる。

　曰いわく、悪いのは俺のパスではなく、智花の調ちよう子しだと。

「いやドンマイ、もう少しだったぞ。とりあえずもう一回、試してみよう」

　確たしかに、思い当たる節はあった。厳きびしいところに放ってる自覚はあるとはいえ、今まで見てきた智花の技術ならば、きっと拾ってくれるだろうという範はん囲いは逸いつ脱だつしていないはずなのだ。

　それが、ことごとく通らない。マッチアップ相手である真帆の方が先に反応してしまい、さっぱりマークをふりほどけないのだ。

　真帆が、異常なスピードでうまくなっている。それも事実なのだが、さりとてまださすがに智花を凌りよう駕がするほどではないわけで……ううむ。

「……よっと！」

「くっ！」

「おー？」

　仕切り直し、再びダブルチームで俺に密着ディフェンスフエイスガードを仕掛ける紗季とひなたちゃんを振り切って、逆サイドへ鋭するどいパス。

「あ……」

　しかし、智花はまったくあさっての方向に踏み出しており、誰だれの手にも触れられないままボールは一いつ直ちよく線せんにコートを横切る。

「んー。いよいよもって大変そうね」

　腕組みして、紗季が溜ため息いき一つ。

　……でも、なんでだろう。先ほどから顔を青くしている智花とは裏腹に、守備についた三人は妙に余裕の表情を浮かべたままなんだよな。ひなたちゃんが天使スマイルなのはひなたちゃんだからと納得出来るのだが、真ま帆ほと紗さ季きの落ち着きっぷりは頼もしさを通り越して驚おどろきすら覚える。

「お、お願ねがい紗季、真帆っ！　私のいけないところ、教えてっ！」

「ふふ、そうしてあげたいところだけど。今はダメね」

「もしすばるんの前で教えたら、あとでもっかんに怒られちゃうもん、きしし」

「えっ……？」

　ついに智とも花かが、すがりつくように助言を求める。が、二人ふたりは妙な事を言ってそれを取り合わない。俺おれの前だと、言えない？　よく分からないが、どうやら今の口く調ちようからすると、真帆と紗季は何か不調の原因を摑つかんでいるみたいだ。

「もし何か考えがあるのなら、俺からも聞かせてやって欲しいんだけど……ダメなのかい？」

「ごめんなさい。長は谷せ川がわさんの頼みでもこればかりは。でも、心配しないで下さい。もしかしたら何もしなくても良くなるかもしれませんし、ダメならダメで手を考えてみますから」

「そーそー！　あたしとサキで、なんか作戦準備するから任せといてっ」

「え、作戦？」

　訊きき返しても、二人は顔を見合わせ微笑ほほえみを交わすばかり。

「さあ、もう少し練習しましょう！　時間をかけるだけで上う手まくいくような気も、けっこうしますし」

　それきり、もう話は終わりとばかりに再びマークにつく紗季たち。もちろん練習することに異い論ろんはないが、

「……こ、今度こそ頑がん張ばりますっ」

　今にも泣きそうな智花を見ていると、胸が張り裂けそうだった。

　やっぱり、とりあえずは少し取りやすいところへ放ってみるか？

　いや、でも。俺が智花に対する評価を下方修正しはじめたと思わせたらますます傷つけてしまいそうだし、ここはスパルタ式を貫つらぬくべきなのだろうか。

「……うわっと!?」

「おー。おしかった」

　苦悩が押し寄せ、いろいろ考え込んでしまっていた最さ中なか、両手でホールドしていたボールが急に暴あばれ、危あやうく落っことしてしまいそうに。ドキリとして視し線せんを下げると、ひなたちゃんがにこにこ顔で真下から手を伸ばし、俺にスティールを仕掛けていた。

「やるじゃないひな、もう少しで長谷川さんからボールゲットだったわね」

　ダブルチームで俺に付いていた紗季もまた、悔しそうにひなたちゃんの功こう績せきを称たたえる。

「あ、危なかったよ。やっぱり下から潜もぐり込まれると対応し辛づらいな……！」

　いかんいかん。今のは冷や汗ものだった。みんな上手くなっているとはいえ、いくらなんでもまだ面と向かってスティールを決めさせるわけにはいくまい。それはちょっと高校生としての矜きよう恃じに関かかわる。

「ん……待てよ？　下から、か……」

　と、内心で気合いを入れ直しているうち、ふと思い至る。

「どうしたの、おにーちゃん」

「……ありがとな、ひなたちゃん」

「おー？」

「ひなたちゃんのおかげて、ちょっと面おも白しろいアイデアが浮かんだよ。もしかしたら、須す賀がたちとの再戦に役立つかもしれない」

「……ひな、おにーちゃんのおやくにたった？」

「ああ、とってもね。……なでなでしていい？」

「わーい。ほにょー」

　ひなたちゃんの頭頂部に手を置きながら、慧けい心しん女バスのコーチを担になうことが出来て良かったなとつくづく実感する。子どもたちを通して目先を、視点を変えてみると、普通に練習しているだけでは気付かないようなことがやにわに見えてきたりするのだから。

　なんだか願ねがってもないタイミングで、リベンジへの足がかりを手に入れることが出来た。まだとうてい届かないにしても、大きな一歩を踏み出せた。

　──これでさらに続けて、智とも花かの不ふ調ちようも拭ぬぐってやることが出来れば最高だったのだが。

　結局このあとも、俺おれは智花に一度たりともまともなパスを通すことが出来なかった。
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「お疲れ様でした！　今日きようもご指し導どうありがとうございました！」

「うん、お疲れ！　じゃあまた、次の練習でもよろしくな！」

　僅わずかに朱あかく染まり始めた夏空を背景に、子どもたちと手を振り合い別れを告げる。八月も終しゆう盤ばんに差し掛かると、幾らか日の入りが早くなってきたことを肌で感じられる。

　かなり安あん堵どしたのは、更衣室から出てきた智とも花かの顔色が、入る前と比べて明らかに良くなっていたことだ。ちょっと大おお袈げ裟さかもしれないが、憑つき物ものが落ちたかのようにさえ見えた。

　どうやら、真ま帆ほと紗さ季きが不ふ調ちようの原因を推理してくれたことで、心的負担を少なからず解放してやれたらしい。腹痛なんかでも病院に行って原因がはっきりすると、痛みが弱まったように感じるからな。おそらくそれと同じ理屈だろう。

　ただ、なぜか俺おれに対してはみんな頑がんとして問題点を教えてくれなかったのが不ふ思し議ぎかつ不安なのだが。

　まあ良い。わけあっての判断らしいから、従っておくべきだ。きっと解決してみせるという頼もしい宣言を信じて、まずは他ほかの課か題だいから当たっていこう。

「あー着替え持ってくるの忘れるなんて不覚。べとべとして気持ち悪い……」

「はは。悪かったな、緊きん急きゆう参戦してもらったせいで」

「んーん。こっちこそ、あんま口出すと昴すばるがやりにくいと思って普段ふだんの練習はなるべく来ないようにしようと思ってたんだけど、結局お邪じや魔ましてごめん。ま、今は四の五のいってらんないかなって」

「うん。どのみち、俺の方から助すけっ人と頼んでたと思う。今日から来てくれてほんと助かった」

　往路で一いつ緒しよだった智花はバス通学組と合流したので、帰り道は同じく自転車で来ていた葵あおいと二人ふたり旅たび。いろいろと話したいこともあったせいか、お互いサドルに跨またがろうとしないまま車しや輪りんを手押しで回し、田園を横切る一本道をゆっくり歩く。

「それで、愛あい莉りの方はどんな感じだ？　ほとんど任せっきりで申もうし訳わけない」

「すごく順調。練習にもすごく前向きだし、センターとして比べるなら、一週間もあれば愛莉ちゃんの方が私より上になるかも」

　満足げに微笑ほほえんで、風に乱されたポニーテールを肩から払う葵。手放しの賛さん辞じに、愛莉の成長を毎日肌で感じていた俺も期待感を共有できて嬉うれしくなる。

「……けど」

　ただ、まあ。ことはそう単純ではないよな。

　間を置かず葵の表情に陰りが宿るのを見て、硬く唇を結び次の言葉を待つ。

「あの中学生の子……眞ま弓ゆみさんと一週間ぽっちで対等に渡り合うのは、難むずかしいと思う。問題が威圧感となると、技術よりも負けん気か、駆かけ引きの上う手まさが大事になってくるから」

「だよな……」

　どちらも、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで高められる類たぐいのものではない。やっぱり、もっと特別な練習方法を考えないと、また愛あい莉りを傷つけるだけの結果に終わってしまう。

「もし、さ。眞ま弓ゆみさんよりもっとずっと大きくてコワモテなセンターとみっちり向き合って、私もどう対策すればいいか一いつ緒しよに教えることが出来れば。一週間しかなくても、中学生相手でも、雰囲気に吞のまれないで済むようになる気がするんだけど」

「やっぱ、そこに行き着くか……」

　葵あおいの言わんとしていることは、確かく認にんするまでもなく明らかだった。より大きな刺し激げきと、より強烈な存在感と向き合うことで、精神的な強さはきっと飛ひ躍やく的てきに向上する。

　現状それを可能たらしめる人間は、一人ひとりしかいない。

「昴すばる、どうする？」

「……決めた。やっぱ明日あしたもう一度、連絡を取ってみる」

「ん、よく言った。じゃあ私も明日──」

「いや、俺おれ一人で良い。どのみち、いつか口く説どき落とさなくちゃならん相手だ。殴られようが投げ飛ばされようが、誠意は見せておかないと」

　苦笑と共に告げて、一度深呼吸。それから覚悟を示すように、空を見上げてフルネームでその名を口にする。

「会ってくるよ、香か椎しい万ばん里りと。愛莉の兄にいさんと、もう一度」

「……いよっし、頑がん張ばってきなさい！」

「いって!?」

　とたん、平手で思いっきり葵に背中を叩たたかれた。

「こら、何しやがる……」

「気合い注入よ。それに、痛みにも慣なれておいた方が良いでしょ。また殴られて気絶しないように」

「不ふ吉きつなこと言うなっつの」

　有り得ない話じゃないせいで苦笑も出ないぞ。というか、まず会ってもらえるかどうかすら定かじゃないからなあ。前ぜん途と多た難なんだ。

「……ね、昴」

　背中をさすりつつ溜ため息いきを漏らしていると、おもむろに葵が一歩前に躍おどり出て振り返った。

　厳きびしさ、慈いつくしみ、不安、信頼。

　ありとあらゆる感情を詰め込んだようなまっすぐな瞳ひとみで、幼おさな馴染なじみが俺を見つめる。

「昴自身は、どう？　須す賀がくんに、勝てそう？」

「勝てなきゃ、全部水の泡だもんな」

　たとえ智とも花かが調ちよう子しを取り戻し、愛莉が中学生相手にも怯ひるまない心の強さを身に着けても。

　俺一人の敗北で、覆くつがえる。

　責任重大なんてもんじゃない。客きやつ観かん的てきには無む謀ぼうと侮ぶ蔑べつされても仕方のない条件だ。

　でも、だからって退ひけない。

　負けっ放しでは、いられない。……いや、もっと素直すなおに言おう。

　あの子たちの前で、かっこ悪いところ見せたままなんて耐えられない。

　偉そうなのはコートの外だけで、実戦だとからっきし。

　そんな情けないヤツに、慧けい心しん女バスを任せられるか。

　他ほかならぬ、俺おれ自身がそう思ってしまうのだ。

「大丈夫。やるべき事なら、わかってる。……それに」

「それに？」

「抜かれはしたが、中総体の時に比べればあいつのドライブ、眼で追えてたから。部活が無くなっても、サボってたつもりはない。体力と個人技は、ちゃんと昔より成長してる。50ｍ走も20ｍダッシュも垂直跳びも反復横跳びもベンチプレスも握力も、中三の時より数字上がってる」

「ん！　それはひいき目なしで計測した私が証明する。……勝ちなさい、昴すばる。とりあえずマグレでも不意打ちでもなんでも良いから、あの自信満々な天てん狗ぐ鼻ばなをあかしてやりなさい！」

「おいこら、やる前からマグレとか言うな」

　わざとらしく歯を剝むいて苦言を告げつつ、内心ではその言葉に頷うなずく。

　そうとも。一度きりの短期決戦なら、奇策や奇手で付け入る余地だってある。一週間研究に研究を重ねれば、もしかしたら今まで見逃していたあいつの癖くせが見えてくるかもしれない。

　身体能力で及ばない相手だろうと、臆おくする必要は無い。

　俺の武器は、それだけじゃない。

　ようやく自転車に乗り込み、ぐっとペダルを踏み込む。胸にたぎる勝利への渇かつ望ぼうを、今は動力に換えて全速力でアスファルトの上を滑かつ走そうする。

「うおー見てやがれ須す賀が！　中学ＭＶＰが、伊い戸と田だのホープがなんぼのもんじゃい！　まずはビデオ見まくって丸裸にしてやるからな！」

「ちょ、ちょっと昴待ちなさい！　あとこんなとこで叫ぶな！　誰だれかに見られたら私まで恥ずかしいでしょ～！」

　置いてけぼりを喰くらって、葵あおいは早口で俺の背中に文句を飛ばす。

　でも、振り返るまでもなく。その声は明らかに笑っていた。
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　昨日きのうの帰宅後すぐに万ばん里りと連絡を取り、翌日の昼前──つまり今日きようこの時、もう一度俺に会って欲しいと懇こん願がんした。

　待ち合わせ場所は、また揉もめ事ごとになった時に備えて河原かわら沿いの公園を指定。ここなら、ちょっとくらい大声を出しても周りに迷惑はかかるまい。

「なんだか、懐なつかしいな」

　奇くしくも、春に愛あい莉りから相そう談だんを受けた場所である。いや、自分から指定しておいてそんなことを思うのも変な話ではあるが、ちょっとした因果を感じてしまう。

　香か椎しい家けは、ここから歩いて行ける範はん囲いにあるらしい。もしかしたら万ばん里りと話しているところを、偶ぐう然ぜん愛莉に目もく撃げきされてしまうかも。少し怖いが、でもいっそ悪くないのかもしれない。否いやでも応おうでも、それで時間が動き出すことだけは間違いない。

「ま、万里が来てくれなければどのみち何も始まらないんだけど」

　昨日きのう掛けた電話では、色よい返事はもらえなかった。というかほぼ無言のまま切られた。このまま待ちぼうけという展開も、覚悟しておく必要があるだろう。

　みんみんじーじーとセミの声がそこかしこから響ひびき、木陰のベンチに腰掛けていても暑さで喉のどが渇いてきてしまう。失敗した。来る前に何か冷たいものを買っておくべきだった。近くで自動販はん売ばい機きはみかけたのだが、ちょっと席を外している間にすれ違ったら大変なので今は我が慢まんせざるを得ない。

「あ……」

　水飲み場も有るが、確かく実じつにお湯が出てきそうだしな……とか、未練たらしく飲み物に思いを馳はせていた最さ中なか。俺おれ一人ひとりしかいない公園に第二の、とびきり大きな客人が姿を現した。

「万里。良かった、来てくれて」

「…………おう」

　立ちあがって片手を掲かかげる。万里は一いち瞥べつしてからすぐ眼めを逸そらし、どこかぎこちない動きで隣となりまでやって来て、ベンチにどかりと腰を下ろした。

「…………」

「…………」

　俺も座り直し、しばし互いに無言。

　どう、切り出すべきか。とりあえず謝しや罪ざいを……いやでも、変に謝あやまるのは何かが違うんだよな。まるで愛莉に対して後ろめたいことをしてるみたいだし。でも単刀直入に目的を告げるのもきっと怪け訝げんに思われてしまうだろうし。そうだとりあえず天気の話題から？

「この前は……その、すまなかった。つい、頭に血が上っちまってな……。後になって冷静に考えてみて、それから昨日の熱ねつ心しんな説得を聞いて、お前が妹に変なことをするような野郎じゃないことは、なんとなく分かった。勝手な思い込みで一方的に殴っちまって、申もうし訳わけない」

　基き礎そ会話、という単元があったら赤点間違い無しの解答を出しかけた寸前、ありがたいことに万里の方から話を切り出してくれた。それも、大いなる前進を感じずにはいられない言葉で。

「い、いやいや、仕方ないって！　誰だれだって実の妹が知らない男とよろしくやってると思ったら腹も立つさ！」

「よろしくやっているのか!?」

「盛大に間違った！　じゃなくて、そういう事実はないけど、俺おれの伝え方だと変な風に思われても仕方なかったなって！　とにかくこうやってまた話せる機き会かいが持てて嬉うれしい！　ほんとありがとう！」

　どうしようもない失言で全すべて台無しにしてしまいそうになるのをすんでのところで回かい避ひし、強引に万ばん里りの巨大な掌てのひらを握ってぶんぶん振る。我ながらアホじゃなかろうか。偉そうに葵あおいの帯同を断っておいて、こんな自じ爆ばくで説得失敗したらまさに切腹ものだった。

「なら、いいが……。で、今日きよう呼び出した理由は、やっぱり同好会のことか？　それなら……」

　なんとか気分を落ち着けてくれた万里はそう訊きいて、短く沈ちん黙もくを挟んだ。

「それなら……うん。よろしく頼む。やっぱり、俺はバスケがやりたい。あの日から結局、そんな想おもいが強くなる一方だった」

　そして、少し照れくさそうにぺこりと頭を下げてくれた。

「ほ、本当か！　もちろんこちらこそよろしくだ！　やー良かった良かった……！」

「はは、今さら虫が良いこと言うなって怒んないのか。やっぱ良いやつなんだな、お前」

「怒るわけないだろ。こんな嬉しいことはないんだから」

「……助かる。それじゃ、今日のところは帰らせてもらうわ。いい加減宿題やらないとマズくてな。次の活動日から顔出すから、声かけてくれ」

「ああ、了解。それじゃまたな………………じゃなくて！」

　満まん面めんの笑えみで手を振り危あやうく万里を公園から送り出しそうになったところで、我に返って追いかける。いかん、嬉しさのあまり本来の目的を伝え損そこねるところだった。

「ん？　まだ何かあるのか？」

「ごめん、あるんだ。同じくらい大事な用が」

　ここまでミスを連続してしまうと、もはや切り出し方を迷うなんて甘えは許されない。覚悟を決め、直球勝負でここ数日の顚てん末まつと、愛あい莉りの師になってやって欲しいという希望を伝える。

「マジかよ……。俺の知らんところで、そんなことになってたのか。須す賀が竜りゆう一いち。くそっ、口にしただけで腹の虫が暴あばれ出しそうな名前だ」

「そっか、よく考えたら万里も……」

　橋はし田だ中が一回戦で敗れた相手は、志し津づ野の中。つまり俺たちは竜一に蹴け散ちらされて夢破れた仲間、というわけだ。

「しかし。愛莉が、インサイドの要かなめ……か。本当に、バスケプレーヤーになったんだな」

　遠くを見やるように、目め線せんを上げる万里。嬉しそうでいて、どこか寂さびしさを孕はらんだような、複雑な顔つきだった。

　寂しさ。それを感じる理由があるとするのなら。妹が自分の手から離はなれた場所で成長してしまったことなのではないか。

「……頼む。愛あい莉りの事、お前の力で育ててやってくれないか。愛莉のために、センターとしての技術を託してやって欲しい」

　だとすれば、この願ねがいも届く余地がある。

「愛莉のため。……本当に、そうなのか？」

「えっ？」

　しかし、予感とは裏腹に、長らく物思いにふけっていた万ばん里りは、一転して硬い表情で俺おれを問い詰めだす。

「本当はただ単に、長は谷せ川がわのため、自分だけのためなんじゃないか？　お前が須す賀がに復ふく讐しゆうしたいから、俺の妹を利用しようとしている。ひとの良い愛莉はそんなお前に同情して、本当はやりたくないことを我が慢まんしてやってる。そうじゃないって、証明出来るのか？」

　もっともな心配だった。俺だって、人の考えてることが読めるわけじゃない。心の奥の奥で、愛莉がどんな想おもいで再戦を望んでくれたのか、そこまではわからない。

　でも、疑わない。愛莉のバスケへの想い、チームの一員として自分にできる精一杯のプレーをしたいという想いに偽いつわりなど無いと信じているから、俺は愛莉の熱ねつ意いを疑わない。

「それも含めて、確たしかめに来てくれ。もし俺が、愛莉を騙だまして、良いように利用しているだけ。お前の眼にそう映ったら、何発でも殴って、二度とバスケが出来ない身体からだにしてくれたって構わない」

　だからまっすぐ万里を見み据すえ、毅き然ぜんと誓いをたてる。

　視し線せんを重ねたまま、長い時間が過ぎた。

　やがて、先に顔を逸そらし、大きく溜ため息いきをもらしたのは万里の方。

「くそ、ムカつくぜ。俺より妹の事、わかってるみたいな態度がな」

「すまん。でも、これだけは言える。お前の妹は今、眩まぶしいくらいバスケに真剣だ。出会った頃ころからは考えられないくらい、まっすぐにボールと向き合ってくれている」

「……そっか。そうなのか。あの愛莉が、な」

　短く笑って、また沈ちん黙もくする万里。俺は今一度、食い下がって説得にかかる。

「教えてやって、くれないか」

「……………………すまん、きっと無理だ。なにより愛莉が、そんな風に望んでくれるとは思えない」

　が、拒絶。ゆっくりとかぶりを振りながら、万里は公園を後にしようとする。

「なあ、何があったんだ、お前と愛莉の間に」

「別に何も無いさ。ドラマじみたことは、何も。ただ、嫌われているんだよ。……いや、違う。怖がられていると言うべきか」

「怖がられて……？」

「ああ、ごらんの通り身体からだはデカいし、がさつで空気読むのも苦にが手てだ。愛あい莉りがまだ本当に小さい頃ころは仲も良かったんだが……。たぶん、ボート遊びしてたときうっかり俺おれが池に突き落としちまったのがきっかけだろうな」

　お前のせいだったのか……。

「たぶん、愛莉が俺に恐怖感を持ったのは、あの時が最初だ。……しかも、すぐ謝あやまっておけばたいしてこじれなかっただろうに、俺もほんとガキだったからなあ。怖がられるとムキになってまた脅おどすようなことをして、そのうえ『他ほかの子よりずっと背が高いクセにそんな泣き虫でどうする！』とかデリカシーのかけらもないようなこと言って。身長コンプレックスなのも、十中八九俺が原因だわな」

　うん、まあ、なんだ。

　独白を聞いてるうち『万ばん里り、お前に罪はない！』と慰なぐさめてはやれん心境になってきた……。

　とはいえ、本人が言う通り幼い頃の残ざん酷こくさとは、えてして悪気はないものだったりするからなあ。糾きゆう弾だんすることも難むずかしいというか、そもそも俺にそんな資格はない。

「というわけで、すまんが俺をあてにするのは諦あきらめてくれ。もちろんこのまま仲たがいしたままでいるつもりはない。けど、一週間しかないんだろ？　そりゃ短すぎる。もう何年もまともに会話できてない俺には、どう接して良いか悩んでいるうちに過ぎちまうような時間だ」

　再び歩き出した万里を、もう呼び止めることは出来なかった。

　ベンチに戻って足を組み、しばし物思いにふける。

「確たしかに焦あせらせて良い事じゃ、ないもんなあ」

　考えに考え抜いたものの、結局答えは変わらず。愛莉の方からアプローチをお願ねがいしてみるという案も一いつ瞬しゆんだけ浮かんだが、すぐ棄却。二人ふたりに仲直りしてほしいと強く思うからこそ、リベンジマッチという別の問題と一ひと絡からげにすべきではない。期限があるからその時までに、なんて外野が勝手に急せき立てるのは、傲ごう慢まんだろう。

『そう。しかたないねそれは……』

　とりあえず葵あおいに電話し、これ以上の勧かん誘ゆうが難むずかしい事を報告。

　だいぶ状況が厳きびしくなったが、なんとか現状で揃そろえられる手て札ふだでやりくりするしかない。いっそ幽ゆう霊れい顧こ問もんであるところの我が叔お母ば、ミホ姉ねえでも引っ張り出してくるか。上うわ背ぜいが明らかに足りないが、威圧感という意味では良い線せん行ってるし。

　思いつくまま葵と今後の展望を話し、電話を切って帰路につく。

　悩ましいが、時間もない。いったん気持ちを切り替えて、自分の課か題だいと向き合わねば。朝のうちに発掘しておいたビデオで、竜りゆう一いちの個人技を徹てつ底てい研究だ。
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　母親の『どこか悪いのではないか』という執しつ拗ような心配攻こう撃げきからようやく逃れた香か椎しい万ばん里りは、部へ屋やに戻るなり盛大な溜ため息いきを漏らした。どうやらここ香椎家において、長男が夕食を残すという出来事は空前絶後の一大事に等しかったらしい。

「まったく、残したっていってもプチトマト一個だけじゃねえか……」

　出されたものを全部食べないなんて病気に違いない！　とか、ほとんど金魚扱いである。

　ただまあ、あまり食欲がなかったことに関しては事実であるのだが。

　原因は、察しがついている。

　長は谷せ川がわ昴すばると交わした会話。あれが、胸の内をかき乱しているのだ。

　実際、後ろ髪を引かれるような想おもいもあった。

　でもやはり、うまく話せる気がしない。万里と眼も合わせられず俯うつむき固まる妹に、なんと声をかけて良いのかわからない。

　何より堪こたえるのは、そんな風に怖おそれをなしたあと、決まって愛あい莉りが自じ己こ嫌けん悪おにうちひしがれてしまうことだ。「ごめんね、お兄にいちゃん……」という弱々しい声が脳のう裏りによぎるたび、もういっそこのまま一定の距きよ離りを保ち続けてやることが、かつて罪を犯した兄に出来る最大級の償つぐないなのではという気すらしてしまう。

「くそう長谷川め。人の苦労もしらんでらくらく愛莉と仲良くなってからに」

　嫉しつ妬との感情もまた、完全にぬぐい去れてはいない。殊ことにバスケで自分に先だって、愛莉と信頼関係を、師弟関係を築きずかれては、飄ひよう々ひようと流せるはずもなかった。

　その一方で、長谷川昴という男のことも変な意味でなく好きになり始めている自分もいて、余計悶もん々もんとしてしまうのだった。

　こんなにこじれてしまったのも全すべて、バレーに浮気うわきをしたせいだろうか。バスケの神様にまで嫌われ、ペナルティを追加されてしまったのだろうか。

「くそったれ」

　色々考えすぎて、頭が痛い。うじうじ懊おう悩のうなんて、柄がらじゃないことをしているせいだ。

　少し、汗でも流してくるか。そう思い、一度も腰を落ち着けぬまま万里は再び自室を出る。

「愛莉……」

　廊下を挟んで向かいにある扉とびらの前で、一いつ瞬しゆん静止。『あいり』と丸っこい文字で書かれたルームプレートの奥に、万里は何年も足を踏み入れていない。今ではもう、家具の置き場所も記き憶おくとまったく異なるのだろう。

　今日きようは友達の家でご飯を頂いてくるという連絡があったらしく、夕食の時、愛莉はダイニングに現れなかった。さすがにもう帰宅はしているのだろうが、そういえば朝からろくに顔も見ていない。

　兄妹きようだいなのに、部へ屋やだって向かい合わせなのに、なんでこんなに遠いのだろう。

「だから、考えるなっての」

　こみ上がってくるマイナスの感情を断ち切り、階段を下る。親に一声かけ、作ってもらった合あい鍵かぎをポケットに突っこんで徒歩五分。香か椎しい家けで経営するスポーツクラブに到着。

　この辺はお年寄りが多いので、朝早く開かい館かんする代わり、閉館時間も早く設定したらしい。おかげで夜はこうして恩恵に与あずかり、施設を私的利用させてもらえるのであった。

「ん？　灯あかりが……？」

　いつものように裏口から中に入ろうとする直前、異常に気付いた。二階の、トレーニングマシンが置かれた区画に、電灯がついたままなのだ。消し忘れだろうか。

　怪け訝げんに思いながらオートロックの鉄てつ扉ぴを開き、更衣室を飛ばしてマシンルームへ。たぶん心配には及ばないだろうが、一応異常がないことを確かく認にんしておきたい。

「え……!?」

　階段を登り切り、右に曲がった瞬しゆん間かん、思わず息を吞のんだ。

　愛あい莉りが、いた。

　それも、ルームランナーのすぐ隣となりで壁かべに背中を預け、地べたに座り込んで、安らかに眼を閉じた姿で。

「あ、愛莉っ!?」

　衝しよう動どうのままに駆かけ寄り、肩を揺らす。混乱に囚とらわれ何度も名を呼び、何度も揺らす。

「あぅ、ん。……お兄にい、ちゃん？」

　ほどなく、長いまつげが揺れ、双そう眸ぼうが開かれた。どっと安あん堵ど感かんが押し寄せて、盛大に溜ため息いき。

「良かった……。どこか悪くて倒れちまったのかと思ったぞ」

「ご、ごめんなさい。ちょっと休むだけのつもりが、寝ちゃってたみたい……あはは」

「笑いごとじゃねえって……！　風か邪ぜ引いたらどうするんだ！」

「ひうっ……！　ごごごっ、ごめんなさいっ！」

　言ってすぐに後悔した。つい、責めるような口く調ちようになってしまったではないか。

　これじゃまた、怯おびえさせてしまうばかりだ。

「……すまん、きつく言い過ぎた」

　立ち上がり、背を向ける。それ以上言葉が出てこなくて、二人ふたりきりの広い空間に沈ちん黙もくが宿る。

　少し前から、愛莉も施設を利用している事は知っていた。しかし、今まではこんな風に鉢はち合あわせにはならなかった。万ばん里りはなるべく遅い時間に使うよう心がけていたし、愛莉は逆に早い時間を選んでいたのだろう。お互い、ニアミスしないで済むように。

　でも、今日きようは法則が乱れた。万里がいつもより早く来たせいもあるが、もしかしたらそれだけではないのかもしれない。

　うっかり眠りこけるほど、いつも以上にハードなトレーニングを愛あい莉りが行っていたから。なんとなく、そんな理由もあるのではという気がした。

「わ、わたし。もう戻るね」

　そそくさと立ち上がり、歩き出す気配けはい。

「愛莉」

　反射的に、呼び止めてしまう。何と声をかけるつもりなのか、自分でも分からないままに。

「は、はいっ」

　びくりと足を止め、妹は振り返る。しばし眼めを合わせたまま、内心の焦あせりを悟られぬよう必死で言葉を模も索さく。

　そして、だいぶ遅れて気付く。まっすぐ、愛莉が万ばん里りのことを見つめている。怖がってないわけではなさそうだ。でも、逃げずにずっと、まっすぐ。

　去年までは……いや、春先までは考えられないことだった。

「最近、なんだか頑がん張ばってるみたいだな」

「……そ、そうかな。でも、うん。ちょっとだけ、そうかもしれない」

「どうして、だ？」

「えっ」

「どうして、そんなに頑張れる？　誰だれかの、ためか？」

　長は谷せ川がわ昴すばるは、万里自身で確たしかめろと言った。

　もはや疑う余地もなく、愛莉は今、変化の時を迎えている。

　その理由は、果たして何かに縛しばられてのものなのか、それとも。

「誰かの、ため。うん、それもね、あると思う。でも……いちばんは、自分のためかな」

「自分の……？」

「うん。たいせつな人たちがいて、たいせつな場所があって。でもそんな『たいせつ』に、なにもできない自分が、すごく嫌いやになったの。なにもできないわたしを、少しでも変えることができるのなら……たくさん頑張ろう、たくさん頑張れるって思ったのかな」

「大切な人に対し、なにも出来ない……か」

　身に覚えが、ある言葉だった。

　それは、妹を大切に想おもい、やり直したい、力になりたいと思いながら、ただ距きよ離りを置くばかりの万里自身のことではないか。

　今、ようやく理解する。臆おく病びようなのは、愛莉じゃない。むしろ自分の方なのだ。

　気き遣づかうふり、それが妹のためになると思い込むふりをして、こんな風に正面から向き合うことから逃げていた万里こそ、臆病者。

「そうか。……愛莉は、偉いな」

「あ……」

　そう思ったとたん、身体からだが勝手に動き出した。

　いてもたってもいられず、万ばん里りは来た道を引き返す。

「お、お兄にいちゃん？　運動、していかないの？」

「すまん、ちょっと用を思い出したから先に帰る。愛あい莉りは戻る前にちゃんとシャワー浴びて、身体温めろよ。風か邪ぜ引かないように」

「…………うん。心配してくれてありがとう、お兄ちゃん」

　ああ、なんだか不ふ思し議ぎな気分だ。こんなにたくさん言葉を交わしたのは、いつ以来だろう。

　どうしてつい数分前まで、この程度の当たり前の会話すら、怖がっていたのだろう。

　もはや、可お笑かしいくらいだった。

「愛莉。……明日あしたから、一緒に頑がん張ばろう。頑張らせてくれ」

「えっ。今、なんて……？　ご、ごめんお兄ちゃん、よく聞こえなくて……お兄ちゃん？」

　階下に向かう一歩手前で最後にぼそりと呟つぶやいて、返事を待たずに夜の住宅街へ舞まい戻る。

「おし。ブランクがあるからな。いろいろ思い出しておかんと！」

　読み古した本に、昔の練習メニュー。大した足しにはならないだろうが、見直して損ということもないだろう。

　はやる気持ちを抑おさえ、等とう間かん隔かくに並ぶ街灯をいくつも駆かけ抜ける。

　その道すがら、ふと思い出す。そういえば、まだ長は谷せ川がわ昴すばるの電話番号を携けい帯たいに登とう録ろくしていないことを。

　ちゃんと、入れておこう。これからきっと、何度も使うことになるだろうから。
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「ははは、お前ほんとガッチガチだな～」

「う、うるせぇ！　つーか小学校の中を我が物顔で闊かつ歩ぽできてる長は谷せ川がわが怖いわ！」

「な、怖いってどういう意味だよ……？」

「あーもう、喧けん嘩かしてないでさっさと歩く！　万ばん里りくんのせいでちょっと遅れ気味なんだからね。きっとみんな心配してるよ？」

「う、す、すまん荻おぎ山やまさん。い、いやどうにも腹が痛くなっちまって、来る途中……」

「はいはい分かったから急ぐ。かわいい妹さんをあんまり待たせるんじゃありません。あと、慣なれたら私のことも呼び捨てで良いからね？」

　好天の中、慧けい心しん学園初等部の体たい育いく館かんに至る道を、葵あおい、そして万里の三人で歩く。

　昨晩、『やっぱり愛あい莉りの特訓を手伝てつだわせて欲しい』と電話を受けた時は、一いつ瞬しゆんだけ我が耳を疑い、直後に歓かん喜きで思わず声を張り上げてしまった。

　最初に断られた時はひとまず諦あきらめるしかないと自らに言い聞かせ、こんな展開は少しも考えなかったけど、きっと愛莉も万里も内心では仲直り出来る時をずっとずっと望んでいたのだろう。だからあの程度の、ほんのちょっとの後押しで歯車が回り出した。

　何をしたわけでもない。俺おれの功こう績せきなんてどこにも無いけど、本当に頼んでみて良かった。

「うし、ここだ。さー万里、この扉とびらを開いて中に入ってくれ」

「な、俺が開けるのか!?　先頭で!?」

　体育館の外周をなぞって裏口の前まで到達するや、目の前のノブを指さして万里に促うながす。

「頼む。だって、せっかくの感動的なサプライズなんだ。愛莉のためにも、劇げき的てきな登場の方が良いだろ？」

「し、しかしなあ……」

「あはは、大丈夫だよ万里くん。愛莉ちゃんだけじゃなく、みんな良い子たちだから」

　葵からも道を譲ゆずられ、しばし困り果てた様よう子すで眉まゆ尻じりを下げる万里。こういう表情をしていると、幽かすかに愛莉の面おも影かげを感じるような気がする。やっぱり兄妹きようだいなんだな。

「く。ええい！」

　迷いに迷い、ようやく埒らちがあかないことを悟ったのだろう。万里が意を決したように、ドアノブを握りしめる。そして、力いっぱいに引き開け──

「こらすばるんチコクとかなに考えて……にょわああああっ!?」

「おおおー？　おにーちゃんじゃない。ひな、びっくり」

「あ、あのいやその……!?」

　──間を置かず、ひなたちゃんと真ま帆ほの呆あつ気けにとられた声が扉の奥から漏れ聞こえてきた。はは、しまった。どうやらみんな、すぐ近くで到着を待ち構えていてくれたらしい。

　とりあえず戸と惑まどいしきりの万里が靴を脱いで中に入るのを待って、葵と並び俺たちも続く。

「お兄にい……ちゃん？」

「よ、よう。愛あい莉り。……お、お邪じや魔ま、する」

　すると、ちょうど。愛莉と万ばん里りが、至し近きん距きよ離りでまっすぐ対たい峙じしていた。

　愛莉は顔いっぱいに驚おどろきを浮かべ、少し不安そうに身をすぼめている。

　しかしその瞳ひとみには、何かを期待するような希望の輝かがやきもまた、見て取れる気がした。

「お兄さん？　この方が、愛莉のお兄さんなの？」

「……う、うん」

「バスケ、やってらっしゃって。センターなんだよね」

「……………………うんっ」

　紗さ季きの質問に頷うなずき、智とも花かの質問にも頷き。

　その度たびに、愛莉の表情から怖おそれの色が薄うすらいでいく。

　……良かったな、万里。どうやらもう、平気そうじゃないか。

「その、愛莉。じ、実は俺おれ、またバスケやろうと思って……」

「……っ!?　ほ、ほんとうに？　お兄ちゃん、またバスケ、するの？」

「ああ。やっぱり俺、バスケが好きだから。たぶん、今の愛莉と同じく、な」

「あ……。う、うんっ。わ、わたしもね、バスケ、好き。大好きに……なったの」

「そうみたいだな。長は谷せ川がわもそう言って……いや。聞かなくても、伝わってた。毎日愛莉のこと見てて、そんな気がしてた」

「お兄、ちゃん。えへへ……」

「それで、な。良かったらこれから一いつ緒しよに練習、させてもらえないか。なんか、もうすぐ愛莉にとって大事な試合があるそうじゃないか。もし迷惑じゃなかったら、力にならせてくれ。に、兄ちゃんに……愛莉の勝負を、手伝てつだわせて欲しい」

「……………………はいっ。よろしく、お願ねがいしますっ！」

　深々と頭を下げ、満まん面めんの笑えみで再び兄を見上げる愛莉。俺と葵あおいも心底安あん堵どして、お互いガッツポーズを向け合う。

「うっし！　というわけで。今日きようから少しの間、もう一人ひとりの臨りん時じコーチに来てもらうことになりました。愛莉のお兄さん、香か椎しい万里くんです」

「よ、よろしゅう……！」

「あは。アイリーンのおにーちゃん、ちょーキンチョーしてる！」

　一応改めて他ほかの四人にも俺から紹介をすると、万里は背筋を反り返らせてやたら早口で挨あい拶さつ。それがツボに入ったらしく、真ま帆ほを皮切りにあちこちから笑い声が漏れ出した。

　うん、意図したわけじゃなかろうが、つかみはＯＫって感じだな。

「えへへ。お兄ちゃんも、緊きん張ちようするんだね。……わたしと、同じなんだね」

「愛莉……。す、すまんな。何も相そう談だんしないでいきなり顔出して。本当は迷惑なんじゃないか……？」

「そんなわけ、ないよ。お兄にいちゃんがまたバスケするなんて、わたし、嬉うれしい。だからよろしくお願ねがいしますっ。わたしのことを、たくさん鍛きたえて下さい！」

「…………っ。おうっ、兄ちゃんに任せとけ！」

　妹の力強い言葉のおかげで、万ばん里りの方もすっかり覚悟が決まったようだった。

　うん、完かん璧ぺきだ。これにて完璧な体勢で、目標に向けて突き進める。

「ふふ、すごいわね愛あい莉り。夏休みの目標、とうとう全部クリアじゃない」

「え、えへへ」

　子どもたちの中でも特に香か椎しい兄妹きようだいの関係を心配していたらしい紗さ季きが、愛莉へ身を寄せ、感かん慨がい深そうに頷うなずく。あとから聞いたところによると今までは愛莉の家へ遊びに行っても万里とは会わせてもらえなかったらしいので、こうして対面できたという事実だけでもこみ上げてくるものがあったようだ。

「昴すばるさん、葵あおいさん、それに、愛莉のお兄さん。……たくさんがんばりましょう。全員でっ」

「そうだな、それじゃ早速練習だ！」

　気合いを新たに、頷き合う智とも花かと俺おれ。ここまで来た以上、敗北なんて死んでも出来ないな。さあ、今日きようもまた打倒竜りゆう一いちたちに向けて特訓開始だ。

　というわけでストレッチや基き礎そメニューを終え、愛莉には再びポストプレーの練習を行ってもらう。ただ一つ違うのは、今回は実の兄がマッチアップ相手として立ちはだかり、葵は動きのチェックだけに集中するという、より磐ばん石じやくな態勢となっているところだ。

「……きゃっ！」

「だ、大丈夫か愛莉!?」

　どうしても様よう子すが気になりつい横目を向けてしまったまさにその時、万里のパワードリブルに押されて愛莉が思いっきり尻しりもちをついた。どうやら頼み込んだ通り、まったく遠えん慮りよなしに本気でぶつかり稽げい古こを行ってくれているようだ。

「う、うんっ！　もう一度、もう一度お願いします、お兄ちゃん！」

　それでも、愛莉は怯ひるまなかった。今まで一度も対戦したことがない、自分よりも大きい相手に蹴け散ちらされても、再び立ち上がって正面から向き合ってくれている。

「本当に、強くなったんだな……愛莉。よし行くぞ！」

　感かん嘆たんして、息を漏らす万里。実はほんの少し前まで、あまり痛い思いをさせたらまた嫌われるのではないかと怖おそれを抱いていたのだが……な、大丈夫だったろ。

　心配しなくても愛莉はちゃんと、厳きびしさの理由を。その裏にあるのは優やさしさなのだということを、理解できる子だ。

「うんっ、よく我が慢まんしたね！　そこまで押さえ込めれば、相手も焦あせって手や肘ひじを出してくる。そうなったらバッチリファウルもらえるから愛莉ちゃんの勝ちだよ。さ、もう一本行ってみよっか！」

「はいっ、がんばります！」

　葵あおいの檄げきが飛び、ことさら大きな声で応こたえる愛あい莉り。うん、あの二人ふたりになら、ひとまずは安心して任せておけるな。

「こらーすばるん！　気になるのはわかるけどよそ見しちゃだめだぞっ！」

「っと、ごめんごめん！」

　愛莉のひたむきな面おも持もちに視し線せんでエールを送り何度も頷うなずいていると、前回同様智とも花かとのコンビネーション強化に協力してくれていた真ま帆ほが両手を振り上げ俺おれを叱しかる。

　しかしながら、いまさっき向こう側のコートに気を奪われていたのは自分だけでなく、真帆、それに紗さ季きもひなたちゃんも智花も同様だった気がするけど……まあオトナゲない発言はせず（オトナゲあるので）、やるべき事に集中しよう。気持ちを切り替えて、二対三のハーフコートゲームを再開。

「うーん。少しは良くなってきた気がするけど、完かん璧ぺきとは言いい難がたいか」

「ご、ごめんなさい、本当に……」

　何度もトライしているうち、前回よりは智花とのコンビネーションも機き能のうするようになってきた。けど、まだ本来の実力からすると動きが硬いのだよなあ。

　何より不ふ思し議ぎなのは、今け朝さの朝練で竜りゆう一いち対策に協力してもらっていた時の切れ味はまさに絶ぜつ好こう調ちようそのものだったことである。それがなんだって、再び不調に……？

「これは、いよいよ普通の方法だと間に合いそうもないですね」

　沈み込む智花を見かねたように、思わせぶりに紗季が腕組みして、真帆と頷き合う。

「こうなったら、やっぱりあの作戦を試してみるしかないぞ、もっかん！」

「……ふぁぅ」

　続けてそう告げられ、びくりと肩を揺らす智花。ん、なんだろ『あの作戦』って。反応からするともうどんな内容なのか知っているみたいだけど。

「ぶー。ともか、うらやましい。ひなも、いっしょにさくせんしたい」

「ダメよ、今回だけは我が慢まんしなさい。たぶんトモ一人ひとりじゃないと、あんまり意味がないから」

「ね、ねえ……！　ほ、本当にそんなこと……。昴すばるさんにもご迷惑がかかっちゃうしっ」

「覚悟を決めるんだもっかん！　すばるんも、もっかんと上う手まくいくためならなんでもするよねっ？」

　どうやら蚊か帳やの外なのは俺だけみたいで、知らぬ間にどんどん話が進んでいく。質問を向けられても、なんの事やらさっぱりだ。

「……ああ。何か方法があるのなら、どんなことでもとりあえず試してみたい」

　とはいえ、答えなら決まっていた。迷い無く返事すると、真帆と紗季はニヤリと含み笑いを漏らし、智花は俯うつむいて頰ほおを真まっ赤かに。ひなたちゃんはよっぽど作戦に加わりたいのか、しきりに唇を尖とがらせている。

「ええと、それで作戦って？」

「ふふ、まだ内ない緒しよです。あ、ところで長は谷せ川がわさん、今晩、どこかに出かける予定あったりしますか？」

「今晩？　いや、何も無いけど……？」

「そかそか！　くふふ、それならパーペキ！」

「な、なんか変なことしようと企たくらんでないか……？」

「しないしない！　あたしたちは何もしないから安心してて！」

　にんまり笑う真ま帆ほと紗さ季きになんとなく嫌いやな予感を抱き、粘り強く質問を繰くり返してみるも、結局はぐらかされるばかり。

　仕方ないのでひとまず練習に集中し、この日の部活を完かん遂すい。特になんのトラブルもないままみんなと別れ、家路につくのだった。





＊






「ん、ミホ姉ねえか？」

　そうして日も暮れ、夕食を食べ終わって部へ屋やでイメージトレーニングをしていると、階下からインターフォンの音が幽かすかに届いた。

　夏休みも佳境に入ってネトゲ廃人と化し、最近ご無ぶ沙さ汰た気味の叔お母ばがメシでもたかりに来たのかと思いつつ、部屋を出て階段を降りる。母親は少し前に入浴すると言ってたので、俺が行くしかない。

　正直ミホ姉の出迎えなんて本来ならあまり気が進まないところなのだが、まあ良い。

　──今日きようこの瞬しゆん間かんはわりと機き嫌げんが良かったので、珍しくそう思えた。

　だって、ついに見つけてしまったのである。何度もビデオを確かく認にんしているうち、竜りゆう一いち攻略の新たな足がかりを。中学の時はいくら研究しても発見できなかったのが口くち惜おしい限りだが、そこは慧けい心しん女バスと出会い、外側からゲームを観かん察さつする眼がより鍛きたえられた今だからこそたどり着けたのだとプラスに受け止めておこう。

　とはいえそれだけではまだ、いくつかパズルを埋めるピースが足りない。

　しかし、だとしても。

　上う手まくすれば、止められるかもしれない。あの伝家の宝刀とでも呼ぶべきジャブステップを。

　興こう奮ふん冷めやらぬまま、シミュレーションを継続しながら一段一段階段を下り、一階へ。

「それにしても、母かあさんはいつになったら『一いつ緒しよに入る？』って訊きくの止やめる気なんだ。もう高一だぞ、高一……」

　廊下を抜けて玄関に至る途中、風ふ呂ろ場ばから漂ってきた石けつ鹼けんの香りが少し前の残念な会話を思い出させる。勝手に漏れ出す溜ため息いきを携たずさえ、サンダルを引っかけドアの前に。

　そこでもう一度遠えん慮りよがちにチャイムが響ひびいた。ん、あれ、おかしいな。ミホ姉ねえだったら悠ゆう長ちように何回もベルなんて鳴らすか？　一回押して返事がなければドンドン扉とびらを叩たたき出すのが普通なのに。

「はいはいっと」

　ちょっと不ふ思し議ぎに思いながら、鍵かぎを外してノブを回す。

「………………な」

　瞬しゆん間かん、予想外の対面に言葉を失った。

　宵よい闇やみの中、ぽつねんと心細そうに佇たたずんでいたのは、

「こんばんは……です……」

　膨ふくらんだスポーツバッグを抱きしめ俯うつむく、智とも花かだった。

「こ、こんばんは」

　頰ほおを染め、もじもじと片結びの髪を揺らす少女を前にして、発すべき言葉を見失う。ど、どうしてこんな時間に智花が？　まさかもう朝練をしに……って、いくらなんでもそんなわけがあるか。

「ええと、その。……晩ご飯？」

「い、いえそんなつもりではっ！　……食事は、済ませてきたので大丈夫ですっ！」

「そ、そっか。そりゃそうか。な、なら良かった、今日きようはもう大したもの残ってないはずだから。冷し中華だったんだ」

「あ、お、美お味いしいですよね冷し中華……」

「おお、智花も好きなんだ。俺おれ、辛から子しもマヨネーズもなしで、ちょっとだけ黒くろ胡こ椒しようを振る派なんだけど」

「そうなんですかっ。えへへ、私も辛子とマヨネーズはない方が好きかもです。黒胡椒もかけないで、そのままが多いです」

　……待て俺、世間話する前にいろいろ尋たずねることがあるだろう。というか顔を合わせるなり『飯をたかりに来たのか？』みたいな質問、密ひそかにだいぶ失礼だったのではないか。折を見てちゃんと謝あやまらないと。

「ええと、それじゃ……その、御用向きは？」

「は、はいっ……。じ、実は……その。こ、今晩……私のことを、とっ、泊めて頂けませんでしょうかと……」

「ああ、そういうことか。だったらおやすいご用…………えええっ!?」

　頷うなずきかけ、遅れて事の重大さに気付く。

　泊めてって、ウチに……？　智花が？　ひ、ひとりきりで？

「や、やっぱりご迷惑ですよねっ！　ごめんなさい……」

「い、いやいや迷惑とかそういうことは全然ないけど！」

　反射的に口から出たのは、紛まがう方なき本心。しかし、一体なぜ急にそんなことを思い立ったのか分からなくて、二の句が継げなくなってしまう。

「あ……」

　いや、待て。よくよく考えてみると、思い当たる節はあるぞ、ちゃんと。

「もしかして、真ま帆ほと紗さ季きにそうしろって言われた？」

「は、はい……。それできっと、昴すばるさんとのチームワークもばっちりになるから、と」

　やはりか。うん、まったくもって意味が分からん。

「どういうつもりなんだろう……」

「ごめんなさい、二人ふたりとも、ほとんど説明をしてくれなくて……。そ、その、ダメでしたらダメとはっきり仰おつしやって下さい……！　わ、私も、その……いきなりすぎて心の準備が……」

「ええと……ダメ、じゃあない。けど、智とも花かこそ平気なのかい？　お父とうさんやお母かあさんも、こんな急に許してくれないだろう？」

「──うふふ、それでしたら心配無用ですよ」

　屈かがみ込んで智花の顔を覗のぞき込み尋たずねるや、横から第三の声が。驚おどろいて首を捻ひねると、

「え……か、花か織おりさん!?」

　智花と良く似た美しい顔立ちの女性が、少し遠目から愛まな娘むすめを見守っていらした。

「こ、こんばんは……」

「こんばんは、昴さん」

　互いに深々と礼を交わしてから、改めて智花のお姉ねえさんとしか思えない若々しい女性と対面。虚きよをつかれ驚おどろいてしまったが、よく考えたらこんな夜分だ。家出ができるような子じゃないし、親おや御ごさんが付き添ってくれているのはむしろ当然か。

「本当に、急で申もうし訳わけありません。おくつろぎでしたでしょうに」

「い、いえそれはまったく平気ですが、そ、その。花織さんは、よろしいのですか？　智花が今晩、ウチに泊まっても……？」

　恐る恐る尋ねた俺おれに、花織さんは微笑ほほえみを強めて首をかしげる。

「私、バスケのことは全然分かりませんけれど。ご事情は伺うかがっております。近々、昴さんにとっても智花にとっても大切な試合があるのだとか。それにここのところ、智花が調ちよう子しを崩して、苦しんでいたことも知っています。毎日塞ふさぎ込んでいるのを見て、忍しのぶさん……夫と一緒に心配しておりましたの」

「お母さん、お父さん……。ごめんなさい」

　謝あやまる智花を見て、俺も湊みなと家けの全員に対し申し訳なく思う。その原因を作ってしまった張本人が、ろくに励ましてすらやれなかった無力さをひたすら恥じる。

「だから少しでも悩みが晴れる可能性があるのなら、試してみてください。昴さんにでしたら、安心してお任せできますし」

「そ、その……なんというか。そんな風に言って頂けて、嬉うれしいです。でも、忍しのぶさんも許して下さっているのですか？」

「伝言を預かっておりますので、そのまま伝えますね。『君のことは、信用している。決して間違いを犯すような人間ではないと、な。どうか、私にこの決断を後悔させないで欲しい』とのことです、うふふ」

「は、ははははいっ！　ゆめゆめ！」

　口く調ちようがそっくりだったせいか、ふと花か織おりさんの背後に血けつ涙るいを流す忍さんの幻を見た気がして、何度も頭を下げてしまう。む、無む性しように怖い……。これではその気があっても萎い縮しゆくすること請うけ合いだ。いやむろん『その気』など、やましい思いなどこれっぽっちもないが！

「うふふ、良かったわね智とも花か。昴すばるさんが許して下さって」

「う、うんっ……。す、昴さんっ、わがままを聞いて下さって、ありがとうございます！　ど、どうかよろしくお願ねがいします」

「こ、こちらこそ、よろしく。じゃ、じゃあ入って。暑いだろ」

「は、はいっ。お邪じや魔ま、します……」

　極限まで身を縮ちぢこまらせ、恐る恐る歩を進める智花。毎朝来ているとはいえ、夜だとなかなかいつも通り平常心で……というわけにはいかないのだろう。事実、俺おれだってそうだし。

「あっ、待って智花。お邪魔する前に、七な夕ゆさんのご都合も聞かないといけないわ。ごめんなさい、勝手にお話を進めてしまって」

　俺自身も妙に緊きん張ちようしながら智花を玄関の中に迎え入れる寸前、花織さんがハッと口元に手を寄せ、申もうし訳わけなさそうに上うわ目め遣づかいで尋たずねる。

「ええと、どうせ良いって言うと思いますし、気にしないで下さい」

「いえいえ、ご挨あい拶さつも無しに帰るわけにはいかないです。今、ご都合はよろしいかしら？」

「それが入浴中なんですよ……あ」

　敷しき居いの真上で内と外を交互に見る智花を挟み苦笑で答えると、タイミング良く背後でドアが開く音。振り返れば洗面所から身を乗り出す影かげが一つ。

「あら、花織さんと智花ちゃん。すみません、お風ふ呂ろに入っていて気付かなくて！」

　来客に気付いた母かあさんはぺたぺたと素足で駆かけ寄って、濡ぬれ髪がみを垂らしてお辞じ儀ぎ。

「こんな時間に申し訳ありません。実は──」

「あらそうなの！　もちろん大だい歓かん迎げいですっ」

　そして事情を聞くや、満まん面めんの笑えみで了承を伝えるのであった。

　まあ、その返事自体は予想していた通りなので、特に驚おどろきはしなかった……が、しかし。

「おい……。話するんならとりあえず服着てくれ」

　あろうことか、風呂を出たままバスタオル一枚を身体からだに巻いただけの格好で花織さんと世間話を始めやがったことに、俺おれは心底げんなりさせられるのであった。

「あらいけない！　ご、ごめんなさいね、私ったらお見苦しいものを……！」

「うふふ、そんな。眼がん福ぷくでしたわ～」

「す、昴すばるさんのお母かあさん……すごい……きれいで……お、大きぃ……」

　ようやく自分の粗そ相そうに気付き、真まっ赤かになって引き返していく母親を、盛せい大だいな溜ため息いきで見送る。まったく、花か織おりさんも智とも花かも大らかだから良かったものの……。

　それはそうと、案の定母さんからも許可が下りたので今晩智花がウチに泊まっていくことは確かく定てい事じ項こうとなりそうだ。

　ううむ、真ま帆ほと紗さ季きは一体なんだってこんな作戦を考えたのか。

　でも、こうなったら二人ふたりの思おも惑わくにすがってみよう。どんな魂こん胆たんか計り知れないが、構わない。智花とのコンビネーションがそれで良くなるというなら、なんだってやってやる。

「うう、どきどきします」

「…………」

　智花のひとりごとを聞いて、無む性しように熱あつくなる頰ほお。ようやくちゃんと服を着て戻ってきた母さんと並んで花織さんをお送りしてから、緊きん張ちようを悟られぬよう眼を逸そらしたまま、智花を自室に迎え入れる。







[image: ]







[image: ]










「それじゃあ智とも花かちゃん、ごゆっくりね。おやすみなさい」

「あ、ありがとうございます……！　お、おやすみなさいませっ！」

　嬉き々きと俺おれの部へ屋やに布ふ団とんを敷しいた母かあさんが、穏おだやかな笑えみを浮かべたまま一階へ戻る。

　そう。俺の部屋に、である。

　どうもこの作戦、二人ふたりの寝場所が別々では意味がないらしく、

「じゃあ客間に……」

　という我が常じよう識しき的てきな提案は、顔を真まっ赤かに染めうるうる涙目となった智花によって恐きよう縮しゆく全開で否定された次第である。

「ほ、本当にごめんなさい……！　よ、夜の大切な時間にお邪じや魔ましてしまってっ……」

「い、いやいや。宿題はもうないし、練習も終わってたから全然構わないよ！」

　部屋の中央付近で所在無く立ち尽くす智花と向き合い、笑みを繕つくろって頭を搔かく。自分の部屋なのに、どうにも腰を落ち着ける気になれず二人揃そろって棒立ちである。ええい、日中ならば何度も来てもらってるのに、どうしてこうもドキドキしてしまうのだ。やはり本来、子どもを招いて良い時間ではないという事実が、意志とは無関係に背はい徳とく感かんを抱かせるのか。

　無言。俯うつむき加減。染まる頰ほお。三つの要素をシンクロさせて、しばし硬直したまま身動きが取れなくなる俺たち。

　と、ついにしびれを切らしたように、智花が敷かれた布団の上に正座する。

　そして何を思ったのか、三つ指をついて深々と首を垂れ、

「ふっ……ふつつかものですが、どうぞよろしくお願ねがいいたしますっ！」

　そうのたまって額ひたいを夏なつ蒲ぶ団とんに擦こすりつけあそばれた。

「……あの、智花。……そ、それ、なんか違う」

「ふ、ふぇっ？」

　恐らく他意はないのであろう、純粋な挨あい拶さつのつもりであったのだろう……が！

「ご、ごめんなさい。なにぶん初めてなもので、どうして良いのか分からなくてっ」

「あ……そ、そうだよな！　ごめん、俺も初めてだから……つい緊きん張ちようで余計な事を」

　涙目で泡を食う智花を見て、後悔が押し寄せる。変なことを言ったせいで、ますます戸と惑まどわせてしまった。衝しよう動どうのまま俺も正座し、智花と膝ひざを突き合わせて謝しや罪ざい合戦。

「お、おし！　ちょっと早いけど、今日きようはもう寝るか！」

「は、はいっ、そうですね！」

　こうしているとどんどん失言失態を重ねることになりそうな気がしたので、さっさと暗くら闇やみに紛まぎれてしまおう。真ま帆ほと紗さ季きの意図が摑つかめぬままで申もうし訳わけないが、そろそろ俺か智花のどちらかが緊張で心しん臓ぞう麻ま痺ひを起こしかねない。

「じゃ、じゃあ智花はベッドに寝て」

「わかりまし……ええっ!?　わ、私が昴すばるさんのっ。……い、いつも昴さんが寝てるベッドにですかっ!?」

「う、うん。お客さんを床ゆかに寝かせるわけにはいかないから。大丈夫、今日きようシーツ替えたばかりだから、汚くはないと思うよ」

「い、いえっ、そういうつもりで言ったのではなく！　申もうし訳わけないです、そんなの……！　その、できれば私がお布ふ団とんで……」

「いやいやいやいや、そう言わず」

「ででっ、でも私、ふだんからお布団ですし！」

「あ、そうなんだ。確たしかにあのお屋や敷しきだと布団か。と、それは良いとして！　頼むよ、俺おれを助けると思って今日きようのところはベッドで！」

　最終的には拝おがみ倒し。来客よりも高いところで眠るというのは、明らかに礼に反するだろう。

「うう……。わ、わかりました。そこまで仰おつしやるのでしたら……！　ですのでどうか顔を上げて下さいっ」

「そ、そうか。ありがとう！」

　長い平へい伏ふくの末、どうにか智とも花かは了承してくれる。よかった、これで安心して眠れ……はしないかもしれないが、いくらか気が楽になった。

「そ、それじゃ電気消すね！」

「は、はいっ。おやすみなさいです、昴さんっ」

　智花がベッドの上に身体からだを落ち着けるのを待って、蛍けい光こう灯とうの紐ひもをひっぱる。

「うん、おやすみ」

　暗くら闇やみの中、窓からかろうじて入る月明かりを頼りに自分も布団の中へ。

　ん、なんだかいつもより涼しいような。網あみ戸どから入る風のおかげだろうか。

　いや、たぶん違う。暖かい空気は上に登るから、この季節は床に近い方が快適なのだ。ああしまった、それならやっぱりお客さんを布団に寝かせるべきだったなあ。大失敗だ。

「……智花、眠れそう？」

　さすがにまだ起きているだろうと思い、声をかけてみる。もう一度寝場所を交換しようとは言いい辛づらかったが、もし寝苦しいみたいならそれも考えないと。

「わ、わかりません。どきどきが、なかなか収まらなくて」

「そ、そっか。ん、まあ俺もいっしょだよ。ずっと緊きん張ちようしっぱなしだ」

「昴、さん……」

　そうだよな。どのみち変わらないか。

　ちょっと高さを変えたくらいで、快適に眠れたりはするまい。

　不安だろうなあ、智花。今までいろんな事を経けい験けんしてきたとはいえ、年上の男と二人ふたりきりだ。全く怖くないなんてことは、ありえない。

　それでも友達の言葉に従い、ここに来てくれたのか。

　……なんというか。嬉うれしいことだよな、すごく。

「智とも花かと初めて会ってから、まだ四ヶ月か。いろんな事がありすぎて、もう何年も経たったような気がするよ」

「…………えへへ、私も同じです。本当に、たくさんたくさん昴すばるさんとの思い出ができました。今日きようもです。ま、まさかこんな日が……昴さんと二人ふたりきりで、お、お泊まりする日が来るなんて、思いませんでしたっ」

「だなぁ……。よく考えたらすごいレアイベントだ……」

　苦笑混じりに呟つぶやくと、智花はわずかに息を吞のむようなそぶりを漂わせて、言葉を止める。

「……そうです、よね。滅多めつたにないような、特別な時間です。こうしてお泊まりするのも……昴さんと同じチームで試合をするのも」

　それから、しみじみ嚙かみしめるように、小声で呟いた。

「ん……」

　言われてみれば、その通りだ。智花とは春から共に歩んできたけど、チームメイトとしてボールを託し合った経けい験けんは、驚おどろくほど少ない。

　それなのに。いきなり実戦で、極限までのコンビネーションを求めてしまったのか。

　ならし運転もしないままに、いきなりフルスロットルで走り出そうとしていた。

「バカだな、俺おれ……」

「えっ」

「焦あせりすぎていたんだ。もっとじっくり、智花とチームメイトとしての距きよ離りを確たしかめ合わなきゃいけなかったのに、ろくに声もかけずに依存するばっかりで」

　呟きながら立ち上がり、俺はベッドの脇わきに腰掛けて、

「俺たちは勝負するんじゃない、同じチームの仲間になるんだ。ならもっと、手を繫つなぐようにして足並みをそろえなきゃいけなかった。こんな風に」

「……あ」

　すぐ傍そばにあった智花の華きや奢しやで小さな掌てのひらを、そっとそっと握りしめた。

　緊きん張ちようしているのだろう。指先が、張り詰めている。

　でもそれは、俺も同じで。急にこんなことをして嫌いやがられないかと、胸の真ん中では心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打っている。

　そう、同じなのだ。お互い同じ、人間。

「あはは、ごめん」

「……？」

「手から、汗出てきただろ。智花に嫌われないか不安でさ」

「そ、そんなっ！　嫌うわけ、ありませんっ！　私を、私たちのバスケ部を救って下さった昴さんを、私が嫌いになるはずありませんっ。心から、そ、尊敬してます！」

「……嬉うれしいよ、そんな風に言ってもらえて。でも、不安なのは本当なんだ。いつも、変なことを言っちゃったらすごい後悔するし、失敗が続くとマイナス思考になる。そんな、どこにでもいるような普通の人間だ。智とも花かと違うところがあるとすれば、それはたった四年、先に生まれたってことだけ」

「でも。その四年が、私には遠いです……」

「遠くないさ。ほら、こんなに近くにいる。手だって、繫つなげる。それに何度も、智花たちの前で、年とし甲が斐いもなく恥ずかしい、情けないところを見せたりもした。同じだ。同じ人間だから、いっぱい間違ったりもする。そもそもこんな勝負に巻き込んじゃったのも、俺おれが浅はかだったからだし」

　そこまで伝えて、一度大きく深呼吸。そして、腰を捻ひねり智花の瞳ひとみをまっすぐ見つめる。

「でも、そのことはもう謝あやまらない。智花と同じチームで、あいつに、須す賀がたちのチームに勝ちたいっていう気持ちの方が大きいから、ただお願ねがいする。……頑がん張ばろう智花。いっしょに間違いながら、迷ったりしながら。それでもいっしょに、上う手まくなろう。強くなろう」

　握ったままの掌てのひらに力を込め、懇こん願がんする。

　小学生と高校生。教え子とコーチ。恩人と恩人。

　そんな垣根を越えて、同じ目め線せんで、同じ仲間になろうと。

　飾らぬ想おもいを、改めて伝える。

「俺の隣となりにいてくれ、智花」

　嚙かみしめるように想いを言葉にすると、智花の目め尻じりから、小さな雫しずくがひとつ、暗がりの中を伝い落ちた。

「怖かったんです、すごく。昴さんに、バスケでがっかりされちゃうのが」

「がっかりしない。たとえ１００回連続でミスしようと、智花なら１０１回目に全部帳消しにするようなすごいプレーをしてくれる。また俺の眼を釘くぎ付づけにして、バスケの新たな魅み力りよくに、美しさに、気付かせてくれる。そう信じてるから、何があってもがっかりしない」

「……昴さん」

「うん」

「……昴、さんっ！」

「うん」

　何度も俺の名前を呼びながら、智花はえぐえぐと嗚お咽えつを漏らす。
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　それが落ち着くまで、何度も頭を撫なでて、傍そばに寄り添い続ける。

「……えへへ。真ま帆ほと紗さ季きに、お礼言わないとです」

「はは、そうだな。……まったく、すごい子たちだよ」

　今なら、二人ふたりが何を考えていたのか、おぼろげに分かるような気がする。

　たぶん、俺おれと智とも花かには時間が必要だったのだ。

　普段ふだんお互い言葉にしないような想おもいを全部吐き出して、胸の内を軽くするための時間が。

　ま、実際はそこまではっきりと公算があったわけではないだろうけど。ただ、俺も智花も遠えん慮りよしすぎて、意い識しきしすぎて、必要以上に固くなっていることに気付いただけで。

「昴すばるさん。私、頑がん張ばります。だって……勿もつ体たいないです。せっかく昴さんと同じチームでバスケが出来るのに、もう何度そんなチャンスがあるか分からないのに、ただ緊きん張ちようして、失敗を怖がっているだけなんて……勿体ないです」

　泣なき止やんだ智花が、しみじみと、至し近きんで半身を起こして呟つぶやく。

　何度あるか分からないチャンス、か。

　確たしかにこんな変則マッチの機き会かいが、今後もあるかは分からない。

　それに、来年になれば。

　智花たちは中学生になって、れっきとしたコーチからバスケを学ぶのだろう。

　俺もまた部活再建に向けて、全力を尽くしているのだろう。

　今まで縮ちぢめることが出来た互いの距きよ離り感かんは変わらなくとも、

　距離そのものは、きっと変わってしまうのだ。

　全すべてが、一いち期ご一いち会え。

　どんな一いつ瞬しゆんも、大切にしなければならない。

　大切にしたい、かけがえのない時間だ。

　智とも花かと紡つむぐ、慧けい心しん女バスのみんなと紡ぐ思い出を。

　俺おれもまた、大切にしたいと強く思う。

「楽しみに、してる。すごく楽しみにしてる」

　なんとなくだけど。もうきっと大丈夫。智花と俺は、誰だれもが羨うらやむようなパートナーになれる。ふと、そんな気がした。

「頑がん張ばります。また失敗するかもしれないですけど、怖がらないで、今度は成功できるように全力を出し続けます。そして私も、昴すばるさんとの大切な時間をいっぱい楽しめるようになりたいですっ」

「うん、いっしょに頑張ろう。…………それじゃ、明日あした早起きして練習するために、そろそろ寝ようか」

「はいっ！」

　名残なごり惜おしさを断ち切って小さな手を離はなし、布ふ団とんに潜もぐり込んだとたん、まどろみが訪れる。ついさっきまであんなに緊きん張ちようしていたのが噓うそみたいに、柔らかな眠気が全身を包みだす。

「おやすみ、智花。また明日」

「おやすみなさい昴さん。……また、明日」

　最後にゆっくりと嚙かみしめるように挨あい拶さつを交わし、俺たちは瞼まぶたを閉じる。

　希望に満ちた朝日を待ち、穏おだやかな夜に身を預ける。




　それから、どれくらいの時間が過ぎた頃ころか。

「ふぁふ……お手洗い……お借りしますね……」

　幽かすかに聞こえた智花の寝ね惚ぼけ加減の声と、

「んにゅ……お休みなさい……」

　どさりとすぐ傍そばに何かが転ころがるような音で、一いつ瞬しゆん眼めが覚めた……気がした。

　しかしどうにも眠たすぎて、それが夢かうつつか確たしかめる気も起こらないまま、再び意い識しきは闇やみの底へ──。
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「な……!?」

　翌朝、眼が覚めると。

　智花が俺の腕を枕まくらにしてすやすや眠っていた。

「うう～ん、昴……さん。え、えへへ……はやすぎですよぅ」

　幸せそうな微笑ほほえみから紡つむがれる寝言と、鼻び腔こうを刺し激げきするスミレの芳ほう香こうが、電でん撃げきのように脳のう髄ずいを駆かけ巡る。

　と、とりあえず状況を整せい理りしよう。

　まず、昨日きのうの夜中に聞こえた声。あれは気のせいなんかじゃなく、現実で……!?

　至し近きんで倒れ込むような気配けはいも現実……というか智とも花かのものだった……!?

「あ……そ、そうか！　智花、普段ふだんは布ふ団とんで寝ているって言ってたから……」

　寝ね惚ぼけていたせいで、ベッドではなく使い慣なれた布団に習しゆう慣かんで潜もぐり込んでしまったということか……!?

　な、なんたる大失敗。暑い思いをさせるだけに留とどまらず、目覚めて真実を知った智花は、またいつものように恐きよう縮しゆくし自分を責めてしまうことだろう。

「不幸中の幸いは、智花がぐっすり寝てるうちに俺おれの眼めが醒さめたことか……」

　あどけない顔を至近で眺め、しばし逡しゆん巡じゆん。

　そして、決意する。

「……よし、起こさないようそっとベッドに戻そう」

　きっとそれが、誰だれも不幸にならない唯一の方法。

　唇を嚙かみ、密ひそかに気合い一発。早速極ごく秘ひミッションを実行。

　まず下した敷じきになった左腕を、首の裏から背中の方へゆっくりずらす。

「ひゃうっ」

「っ!?」

　刹せつ那な、智花が可愛かわいらしく喉のどを鳴らした。

「……ふー」

　しかし、セーフ。かろうじて起こさずに済んだらしい。

　続いて、右腕を少女のか細い太ももの下に。寝ている間にはだけてしまったのか、薄うす桃もも色いろのパジャマの襟えり口くちと裾すそからこぼれる鎖さ骨こつやおへそや白い柔やわ肌はだを極力見ないように注意して、一息に身体からだを持ちあげる。

「そーっと、そーっと……」

　躊ちゆう躇ちよすればするだけリスクが増すのだ。そのまま動きを止めず、またどこかをくすぐってしまわないように気をつけベッドに向けて移動開始。柔らかな布越しの感触に鼓こ動どうを速めつつ、お姫様だっこの体勢で慎重に進む。

「軽くて、よかった……のかな……？」

　幸い、１４５cmに満たない智花の身体ならば抱え続けていても肉体的にはきつくない。よしよし、ここまで来れば作戦は成功したも同然。あとはシーツの上に寝かせて、そーっとタオルケットを掛けてやれば──

「ふぇ……？」

「あ」

　──フルコンプ、という寸前。ちょうど俺おれの手が肩に布を被かぶせたところで、智とも花かの眼がぱちりと開いた。

　顔と顔の距きよ離り、せいぜい20cm。

　さらに、俺は四よつん這ばいで智花に覆おおい被さり、手にはタオルケットを握りしめ。

　うん。

　この構図、もし前後関係を知らないで見たら。

　むしろ今にも布ふ団とんをはぎ取り、小学六年生の教え子に襲おそいかかろうとしている、変態コーチの図としか捉とらえようがなかったりするんじゃないかな……!?

「ふ、ふ、ふぇえええええっ!?　すすっ、すっ、昴すばるさんっっ!?!?!?」

「ち、違う。違うんだ……違うんだ智花ぁ～～～～～～～～っ！」







　その後必死に「布団がふっとんでいたからかけ直してあげただけ！」と、言うつもりもないダジャレ混じりの釈明を続けた結果、智花が素直すなおで良い子だったおかげでどうにか信じてもらえたものの。

　時と場合によっては、今度こそ俺は社会的死し兆ちよう星せいを見る羽は目めになっていてもおかしくなかった……。

「ほ、本当にごめんな。紛まぎらわしいことしちゃって……」

「い、いえっ！　私こそ寝ぼけて勘かん違ちがいしてしまって、ごめんなさいでしたっ！」

　二人ふたりして何度も謝あやまり合いながら階下に向かい、朝練前にひとまず母かあさんへ挨あい拶さつを告げるべくリビングに入ると、

「おはよう、智花ちゃん、昴くん。今日きようの朝ご飯は『お赤飯』だから楽しみにしていてね！」

　晴れやかな笑顔えがおと共にそんな台詞せりふで迎えられ、俺は危あやうくリビングにヘッドスライディングをかますところだった。

「な、な、なんで朝から赤飯なんだ！　いいいいったいどういうつもりだ!?」

「えっ。だって昨日きのう、花か織おりさんが智花ちゃんの好物だって言ってたじゃない。もし知っていたらずっと前から作るようにしていたのだけど」

　い、言ってたか……!?　二人の世間話にはほとんど耳を傾けてなかったので真偽の程ほどは定かではないのだが、どうにも母か花織さんか……あるいはその両人かが。俺を追い詰めようとして仕組んだ献こん立だてに思えて仕方がない。

「あっ、お赤飯なんですか。わぁ、ありがとうございます！　久しぶりなのでとっても嬉うれしいですっ。えへへ、ほんのり甘くて、もち米がふっくらで、私昔から大好きなんです、お赤飯」

　と、激はげしく疑ぎ心しん暗あん鬼きに捕らわれてしまう俺の傍そばで、さらっとイレギュラーな献立を流し、両手を組んで素直すなおな喜びを表現する智花。

　ええと、あれ？　どうやら智とも花かの好物がお赤飯だというのは、本当のことみたいだ。

　……うむ。だったら、良いのだけど。

　ならばと気を取り直して、まずは朝飯前に二人ふたりでバスケの練習に繰くり出す。親おや御ごさんも心配してるだろうし、今日きようはお稽けい古こも有るそうなのであまり長々と付き合ってもらうわけにはいかないが、まあ少しくらいなら平気だろう。

「よし、ウォーミングアップ完了。それじゃ、１ｏｎ１行くよ？」

「はいっ！」

　出来ることならすぐにでも智花とのコンビネーションを再さい確かく認にんしてみたいところだったが、二人きりなので難むずかしい。成果がはっきりするのは明日あしたの部活の時だろう。

　だからまず今は、今できることを。ふうと深呼吸してから、最大速度で智花を抜き去る！

「んっ!?　や、やっぱり昴すばるさんは速いです。こ、今度こそ、あの方にも勝てると思いますっ」

　細かいフェイクからスピンムーブを仕掛け、低く構えた華きや奢しやな体たい軀くを躱かわしてゴールネットを揺らすと、感かん嘆たんの裏に悔しさをひた隠かくしにしたような聞き慣なれた調ちよう子しで、智花から激げき励れいの声。

「はは、サンキュ。……だと、良いんだけど」

　褒ほめてもらって素直すなおに嬉うれしくなったが、しかし楽らつ観かん的てきな展望は全く抱けない。

　たぶん、これじゃ足りない。現状のオフェンスでは、竜りゆう一いちを抜くことは出来ないだろう。とはいえたった数日で俺おれの身体能力が劇げき的てきに向上するはずもなく。

　ブレイクスルーのためのひらめきが、必要だった。ジャブステップ対策のみならず、竜一のディフェンス能力においても何か致命的な弱点を見つけるか、逆に己おのれのオフェンスに潜ひそむ欠点を明確に把は握あくし、潰つぶしきるか。

　刻一刻とタイムリミットは迫るが、未いまだそのどちらの境地にもたどり着けてはいない。
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「おはよー昴。万ばん里りくんも、おはよ！」

「お、おう。それじゃ今日から、こっちでもよろしく頼むな」

「おはよう。マジで恩に着るよ、万里」

　智花を送り出した後は、市内の運動公園に集合してバスケ同好会の活動。同年代の友人たちにも引き続き打倒竜一に向けて協力を仰あおぐ。

　そしてなんとも頼もしいことに、今日からいよいよ第四のメンバー、香か椎しい万里が合流してくれることになった。

　おそらく、竜一たちとのトラブルがなければ、こんなに早く関係が改善することはなかっただろう。まさに、災い転じて福となすといったところか。俺にとっても。……それに、愛あい莉りにとっても。

　ただし、『福』と言い切るためにはもちろんなんとしてもリベンジマッチで勝利を収めねばならない。ここまでいろんな人に頼りきってしまったのだ。ギリギリまで対策を練って、是が非でも結果を出さないと。

「あ、良かった。リング使えるみたいだよ」

　公園の敷しき地ちを突っ切って中央付近まで進むと、二つ設置されたバスケのゴールのうち一つはまだ誰だれも使用していなかった。ここはオールグリーン以上に先客率が高いので、最悪シュート練習は諦あきらめねばと思っていたが、なんともラッキー。ま、かなり老ろう巧きゆう化かが進んでいてネットがなかったりリングが微妙に傾いてたりするけど、贅ぜい沢たくは言えまい。

「それで、来てくれる対戦相手っていうのは？　話聞いてみたら愛あい莉りたちじゃないみたいだし」

「ああ。オーバーワークさせるわけにはいかないから女バスのみんなは本日全休だ。その代わり……ってあれ。なんだ、もう一個のリング使ってるの、あいつらじゃないか」

「ほんとだ。先に来て練習してるなんて珍しい。あは、もしかしてそろそろバスケが恋しくなってきてたり？　──おーいゾノ～！　ショージ！　おまたせ！」

　視界の十数メートル先でわりと真剣に勝負をしていた二人ふたりの女子が友人であることに気付き、葵あおいが手を振りながら呼びかけると、

「おそいよブチョー！　待ちくたびれた……っていうか本格的にくたびれたぜ！」

「自慢じゃないけど、そろそろ活動限界だよぉ！」

　ありがたくもゲスト招集に応こたえてくれた元桐きり原はら中女バス部員たちは汗だくの顔で振り返り、無む駄だな爽さわやかさ全開でサムズアップをしてくれた。

「っていや、始まる前にくたびれないでくれ。それはそうと、今日きようは急に呼んじゃって悪かったな」

「わはは、おやすいご用だセンセー！　ブチョーに『私の昴すばるたんがピンチなのぉん！　助けてゾノぉ～～ン！』とか言われちゃったら一肌脱がざるをえないってもんよ！」

「……ちょっと、ゾノ。なにその峰みね不ふ二じ子このモノマネのできそこないみたいなの。あんたの中で私のイメージどうなってるわけ!?　あ、あと！　わ……『私の』とか！　ありえない脚色しないでよ！」

「きーてよセンセぇ。葵ちん、もー大変だったんだよぉ。『ああもうっ、昴が心配すぎて私、Ｄカップが張り裂けちゃいそぉ！　痛くて痛くて、もぅブラジャーとかつけてらんないぃ！』って」

「ということで耳寄り情報だセンセー！　ブチョー、今、ノーブラ！」

「……ねえゾノ、ショージ。吊つられたい？　それとも埋まって養分になる？　うふふ、好きな方を選ばせてあげるわよ？」

「きゃーブチョーこーわーいー！」

「うそうそ着けてるよぉ！　残念でしたセンセぇ、葵あおいちんはブラジャー着けてますぅ！」

　午前中からハイテンションに有ること無いこと騒さわぎ立てる二人ふたりを、葵が冷れい酷こくな笑えみでじりじり追い詰めていく。まったく時間がないってのにもー。

　でも、なんだか懐なつかしいじゃれ合いを無む理り矢や理り見せつけられて、呆あきれつつも少し気が楽になったような感じがした。もしかしたら、これも全すべて計算ずくで……なんてのは、いくらなんでも考え過ぎか。

「……賑にぎやかだなー」

「すまんな万ばん里り、せわしなくて……」

　場の空気から完全に置いてけぼりをくらい、男二人で顔を見合わせ苦笑。

「ってそれよりも！　もしかしてその人が噂うわさの新メンバー!?　すっげーすっげーでっけー！」

「ね、ねえねぇ！　膝ひざかっくん！　膝かっくんしてもいいかなぁ！」

「あたしローキックか小こ内うち刈がりが良いな！　バスケ部だし、受け身とか得意だよね！」

　と、急にこちらに注目を移した二人が怒れる葵の脇わきをかすめて駆かけ寄り、万里を囲んできゃーきゃー騒ぎ出した。

「え、あ、お……!?」

　勢いに押され、たじろぐ万里。わりと怖いもんなしだよな、柿かき園ぞのも御み庄しよう寺じも。なおバスケ部だから受け身が得意的な発言は、ボケなのか本気なのか微妙なラインだ。

「こら、大切な新メンバーを困らせんな。時間が勿もつ体たいないからそろそろ練習始めようぜ」

「ちぇー、センセーノリ悪いなー。ま、仕方ないから協力してあげますか。せっかく来たんだしな！」

「ほんと、人を疲れさせる才能は天下一品ねあんたら……」

「あはは、怒ってばっかりだとお肌に悪いよぉ葵ちん。ところで、今日きようはカズたんお休み？　じゃあ二対三になっちゃうのかな？」

「ああ、一かず成なりは病やみ上がりだし呼ばなかった。でも心配しなくて平気。実はもう一人ひとり、別口で助すけっ人と頼んであるから」

『別口？』

　柿園と御庄寺が不ふ思し議ぎそうに声をシンクロさせた、まさにその時。

　だだだだっ、と後ろから荒々しい足音がフェードインしてくる。そして、音の主は俺おれたちの至し近きんでスライディング気味に急ブレーキをかけ、

「やいこの変態コーチっ！　俺に喧けん嘩か売って呼び出すとは良い度胸じゃねーかっ！　今日こそ上下関係をはっきりさせてやる！」

　短めな髪の毛をひよひよ揺らし、ずびしぃと俺に人差し指を突き立てた。

「おはよ、夏なつ陽ひくん。今日は来てくれてありがとね」

「……あれ？　なんだ、葵おねーさんもいたのか。えーと、おはよーっす」

「ていうかお前の中ではそんな微妙な状態だったんだ……。俺おれとの上下関係」

　いや、別に上に立ちたいと思ってはいないんだが。かといって上に立たれるのも……なあ。

　ともかく、たった今こうして律りち儀ぎに駆かけつけてくれた少年──竹たけ中なか夏なつ陽ひこそが、協力を依頼した最後の人物であった。俺がバスケで決けつ闘とうを挑んだ風に勘かん違ちがいさせてしまったのは誤ご算さんだったが、まあどのみちガチンコでやりあうのは望むところなので、無理に訂正しなくても良いか。

「な……なにこのショタっ子!?　うおーなんか超撫なでまわしたい、そしてウザがられたい！　よーしよしよしよしよしよし！　よーしよしよしよしよし！」

「ねぇねぇ君君っ。ちょっーとだけ、Ｔシャツの袖そでまくってみて良ぃ？　はふぅ、こんがり日焼けの境目、見ても良いかなぁ……!?」

「う、ぬえええっ!?　な、なんなんだこのお姉ねえさんたち!?　や、やめろー！」

　苦笑混じりで睨にらみ顔がおをやり過ごしていると、俄が然ぜんターゲットを切り替え、いたいけな少年をもみくちゃにいじくりだす柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じ。

「お前らあれか、何でも良いのか」

「お願ねがいだから大人おとなしくして……。これ以上桐きり原はらＯＧの風評を悪くしないで」

　呆あきれるやら恥ずかしいやらで、俺も葵あおいも盛大に項うな垂だれてこめかみを押さえるのであった。







　その後も柿園御庄寺の混ぜっ返しに散さん々ざん手間取りつつ、なんとか全員の自己紹介を終えて特訓開始にこぎ着けた。

　準備運動の後、同好会とゲスト組に別れて３ｏｎ３。竜りゆう一いちとの勝負には葵も万ばん里りも参加しないものの、大きく分ければそれぞれ智とも花かと愛あい莉りに似たタイプのプレーヤーなので、俺としては近い戦略で攻こう撃げきを組み立てることが出来る。

　つまりこの練習の目的は、しばし実戦から遠ざかっていた俺がポイントガードとしてのカンを取り戻すため、というのが第一。

「おらっ、かかって来やがれ生しよう涯がいの敵！」

「いつの間にそんな根深い関係になってたんだ……」

　そしてもう一つが、竹中夏陽とのマッチアップである。実はこの少年を呼んだのには、知り合いの中で最も須す賀が竜一に似たプレースタイルの持ち主だと思った、という理由もある。

　もちろん技術的には雲うん泥でいの差が存在する。それは高校生と小学生という点だけでも歴然で、別に竹中のことを馬ば鹿かにしているわけではなく、誰だれの目からも確かつ固こたる事実だろう。

　でも、いいのだ。優ゆう劣れつを計算に入れてもなお、竹中を研究対象とすることにはきっと意味があるはず。

「おらおらっ！　ぼんやり突っ立ってないで早くかかってこい！」

　つかず離はなれずで対たい峙じして様よう子すを窺うかがう俺に、竹中は両手を広げたまま八や重え歯ばをむき出しにして吼ほえる。

　そう、これこれ。夏なつ陽ひと竜りゆう一いちの最大共通項は、この溢あふれんばかりの負けん気の強さ。滲にじみ出る闘とう志しを向き合う相手に少しも隠かくさずぶつけてくるところである。

　竜一のジャブステップが多くの人間に見破れないのは、この闘志が深く関係していると俺おれは踏んでいる。四六時中食い殺さんばかりの攻こう撃げき性せいを露あらわにしてやがるから、フェイントがフェイントに思えない。実際の攻めと牽けん制せいの区別が、非常に付けづらいのだ。

　そして竹たけ中なかもまた、同様の素養を持ち合わせている気がする。習しゆう熟じゆく度どが浅いのでジャブステップ対策にはなるまいが、それでも竜一からでは盗み取れない、闘争心むきだしタイプの選手ならではの隙すきというやつを、浮き彫りにしてくれるのではないかと思うのだ。

　だからこいつとのマッチアップ、その一挙手一投足が今の俺にとってはとてつもなく重要な時間。なんとか攻略の足がかりを見つけるため、気合いを入れて全力でぶつかり合わねばなるまい。

「おし、行くぞ竹中。許せ、手加減なしだ」

「たりめーだ！　絶対勝つっ！」

　すうっと深く息を吸い込み、改めて宣戦布告。爛らん々らんと輝かがやく竹中の瞳ひとみに頷うなずきを返し──刹せつ那な。俺は大おお股またで一歩、力強く右足を突き出す。

「っ！」

　しかしこれは牽けん制せい。すぐさま方向転換してドライブを開始。竜一のお株を奪うつもりのジャブステップで、竹中の意い識しきを惹ひきつけ左から華か麗れいに、

「…………………………あれ？」

　抜き去る。

　予定だった……のだが。

「よ、よっしゃー止とめたー！　勝ったぁ！　俺の勝ちぃぃっ！」

　いつの間にやら、ボールはもう俺の手の中には存在していなかった。

　スティール、されたのか？

　俺が、竹中に？

　えっ？

「……どしたの、センセー？　今のフェイク、ちょーとわざとらしすぎだぞ？」

「だ、だめじゃない昴すばる！　こ、こんなときに手加減なんて……ね、ねえ？」

「なに手加減だと！　ふざけんな！　もう一度来い本気で来いっ！」

　葵あおいの呟つぶやきを聞いて、憤ふん然ぜんとボールを突き返してくる竹中。

　しかし自分自身はもとより、そう言った張本人である葵もまた、ちゃんと分かっているようだった。……今のプレーに、手加減があったか否いなか。

　い、いやでも待て。全力だった。確たしかに全力で挑んではいたが、さっきのはジャブステップの時に竜りゆう一いちのことを意い識しきしすぎたのがマズかったのではないか。ちゃんと自分自身のスタイルでドライブしていれば、全然違う結果になっていたはず。

　よ、よし今度こそ変なへまはしないようにしないと！

　そんな自じ戒かいを皮切りに、より一層の気合いを入れ挑んだ仕切り直しの対決が、

「くっ……!?」

「や、やれる。全然負けてないぞ俺おれっ！」

　激はげしく拮きつ抗こうする。

　拮抗、してしまった。

「ちょ、ちょっとタイム！　ごめん一回中断！」

　見かねた様よう子すで、腕をクロスさせて割って入る葵あおい。……それがなければ、近々再びスティールを決められていたかもしれない。

「なんだよ邪じや魔ましないでくれよ！」

「ご、ごめんね夏なつ陽ひくん！　昴すばる、一体どうしたの？　なんか動き、すっごいおかしいよ？　カタイっていうか、ぎくしゃくしてるっていうか……」

「わ、わからん。竹たけ中なかと勝負始めるまでは調ちよう子しよかった気がするんだけど……」

　葵の言う通り、既に異常は自分でも認知できていた。ここぞという場面で、身体からだが思った通りに動かないのだ。

「おいおい、こんなときにスランプか……？」

「いや、でもそんな兆候は……」

　心配げに駆かけつけてくれた万ばん里りにも、茫ぼう然ぜんと首を振る。くそ、どうしたってんだ。竹中と竜一のビジョンを頭の中で重ねた瞬しゆん間かんから、何かがおかしくなり始めた。

「ね、ねえ昴。もしかして、須す賀がくんへの苦にが手て意識を変に引きずっちゃってたりしない……？　そ、そういうのって良くないよ？　スランプ、長引くよ？」

「竹中の闘とう志しむき出しなプレーに、俺の身体が縮ちぢこまってるってことか……？　そんな馬ば鹿かな」

　荒こう唐とう無む稽けいだと吐き捨てたい一方、ぎくりとする感覚もあった。

　だとしたら、本気でマズい。あと数日で対策を見つけねばならぬのに、まずは苦手意識の払ふつ拭しよくから～なんて悠ゆう長ちようなことしている余裕なんてどこにもない。

「なー、いつまでタイムしてんだよ。早く始めようぜ。ふふふ、なんか今日きよう、俺絶好調っぽいぞ……！　積せき年ねんの恨うらみが晴らせそうだ！」

「積年って、まだ会ってから一年たってないっつーの」

　自信たっぷりに腰に手を当て胸を張る竹中に再度近づき、中断位置で再びボールを構える。ええい、とりあえずなんとかして、この違い和わ感かんを蒸発させないと。

「昴……」

「大丈夫だ。始めよう」

「う、うん」

　不安そうな葵あおいに手を振り、元の場所へ戻ってもらう。

「くくく、なんだよなんだよ。いっつもえらそーにコーチなんかしてたくせに、実戦だと全然じゃんお前。あーあ、なんかがっかりだなー」

「……こいつめ」

　すっかり勝った気になって、あごを突き出し不ふ遜そんに笑う竹たけ中なか。くそ、今の自分は何を言われても仕方がないとはいえ、さすがにこんな顔見せられたらストレートに腹が立つ。

「あんま……なめてんじゃねーぞっ！」

「うぇ、おま、ちょっ!?」

　だからつい、やってしまった。

　打ってしまった。秘密兵器の、スクープショットを。自分の背の低さを補うために研けん鑽さんしている、遠目からのランニングシュートを……こともあろうに、20cm以上も小さい相手の前で。

「ふん！」

　いっそ外れた方が良かったのかもしれない。けど、幸か不幸か結果は……シュート成功。

「き、きったねぇ！　お前オトナゲなさすぎるぞ！　そんなことして楽しいのかよ！」

「オトナゲはちゃんとあるわ！　……ただまあ。うん、ごめん。ついカッとなって」

　非常に気まずい思いで目を剝むく少年にお詫わびを告げる。明らかに柿かき園ぞのも御み庄しよう寺じも葵あおいも呆あきれ加減で、みんなの視し線せんが痛かった。

「はは。でも、すごいじゃないか長は谷せ川がわ。つーかそのシュートなら、須す賀がにも通用するだろ？」

　万ばん里りもまた微妙な表情をしていたが、四し面めん楚そ歌かの俺おれを気き遣づかって励ましてくれる。うう。愛あい莉りに負けず劣らずなんて良いヤツなんだ。

「……ありがとう万里。でも正直に言うと、ほんとはまだ実戦レベルじゃないんだ、これ。今は偶ぐう然ぜん入ったけど、これまでの練習記き録ろくだとせいぜい成功確かく率りつ50％だいぶ手前ってところだから」

　確たしかにこの前の勝負でも、いっそこのシュートで意表を突こうかと思った。

　けどそれはあまりにも結果を運に委ゆだねすぎることになるので、結局止やめたのだ。

「え、でも50％近くあれば充分じゃないのか？　ＮＢＡでもガード選手のフィールドゴール確率ってトップクラスで40％代だし」

「それは試合での話。例えばほら。ＮＢＡプレーヤーって化け物みたいな人ばかりだけど、ワンシーズンのフリースロー成功確率ってトップ選手で90％辺あたりだろ。あれは試合の流れの中で、疲労や重圧をたんまり感じながら打つ場面が含まれるから、90％『しか』ないわけでさ。逆に言うと、試合でフリースローをそこまで決めるには、練習の場合ほとんど１００％に近い精度じゃないと無理なんだ。フィールドゴールも同じ。練習、それもノーマークの時も含めて40％台なんて、実戦だと20％にも届くかどうか」

「なるほどなー。言われてみればその通りか。……はは、すまん。俺おれ、データとかあんまり見ない方だったからそういう計算できなくて」

　自じ嘲ちよう気味に説明すると、神妙に頷うなずいてくれる万ばん里り。そんなわけで、スクープショットを実戦で打つには、まだまだ大きく躊ちゆう躇ちよしてしまうのである。

「……情けねーの」

「え？」

　いやいやこちらこそ偉そうにうんちくを……と万里に謝あやまる直前、吐き捨てるようにぼそりとそう呟つぶやいたのは、竹たけ中なかだった。

「数字がなんだってんだよ。練習で上う手まくいかなくたって、俺は絶対ここぞって場面で決めてみせるけどね！　どこぞのヘタレと違って！」

　誰だれがヘタレだ。精せい神しん論ろんはやめろ。全すべて気合いでなんとかなるならどんなに楽だって話だ。

　…………なんて風には、不ふ思し議ぎなことにこの時まったく思わなかった。

「そうかも、な」

「わ、なんだよ!?」

　衝しよう動どう的てきに、俺は竹中に近付いてツンツン頭の上に手を置く。

　こういうシンプルな考え方がわりと苦にが手てなのって、もしかしたら俺の一番分かりやすい欠点なのかもしれない。少年の、純粋で、前だけを見つめた瞳ひとみに自分の姿を映していると、なんだか急にそんな気がしてきた。

「数字はあくまで数字。……自分の過去に足を引っ張られるなんて、まさに悪あく循じゆん環かんか。はは、お前わりと良いこと言うじゃん」

「や、やめろって気持ち悪い！」

　わしゃわしゃ髪をかき回す。途中で思いっきり振り払われてしまったが、特に腹は立たなかった。

　こいつと会っておいて、やっぱり良かった。そうだ。確かく率りつがどうあれ、武器を出し惜しみしたまま破れてしまったのでは愚ぐの骨こつ頂ちよう。

　考えておこう。場合によっては、付け焼き刃の懐ふところ刀がたなを抜く可能性も。

　とまあ、竹中との対決では大きく得るものもあったのだが、結局このあとも俺は小学生相手に抜きつ抜かれつ。情けなくも非常に良い勝負を演じてしまい、激はげしく少年を増長させる結果と相成ったのであった。

　だ、大丈夫なのかこんな体ていたらくで……。
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　とにもかくにも、いい加減アポイントを取り付けておかねば試合そのものが成立しなくなる……ということで、練習後は葵あおいと二人ふたり、オールグリーンに立ち寄って奈な那なさんの姿を探す。

「あ、いた」

　安あん堵どすべきか苦にが々にがしく思うべきか、奈那さんは宣言通り眞ま弓ゆみさんと二人きりでコートを独占していた。

「なんか、お客さん減ってない？」

「気のせい……とも言い切れんなあ」

　単に暑いからみんな室内設備で遊んでるだけなのかもしれないが、俺おれたちが去った後も奈那さんが挑戦者を退しりぞけまくり、悪評で客足が退ひいてる可能性も考えられなくはない。二人に勝てるくらいうまい人や高校生以上の年長者は、中一女子相手に喧けん嘩かも売りづらかろうし。

　申もうし訳わけない気分でコートに近付いていく途中、管理人さんと窓口ごしに目が逢あった。互いに頷うなずき合い、そのまま通り過ぎる。ちゃんと意思の疎そ通つうが図れたのかは定かじゃないが、とりあえず『お前が責任とってなんとかしてくれ』とでも言われたつもりになっておく。

「奈那さん」

「……ん？　うっわ、また来たわけ？」

　ネット越しの呼びかけに振り返るや、心底いやっそうに顔をしかめた奈那さんへ、今一度の宣戦布告。同一メンバーでの再戦を頼み込む。

「え～あんたら弱いからめんどいし～」

　返答は、否定。だがこれは予想できていたことだ。打開するために、俺は少し言葉を付け加える。

「もし俺たちがもう一度負けたら、俺がなんでも奈那さんの言うことを聞くよ。回数制限も期限も無しで」

　ぴくり、と。奈那さんの頰ほおが動いた。

「……なんでも？　じゃあ、あんたアタシの奴ど隷れいになってくれるわけ？」

「ああ、それで構わない。約束する」

「きゃはは、なら良いわ！　やったろうじゃん！　ほんじゃリューの予定聞いとくからそっちで都合あわせてよね！　ほらケータイ出して！　連絡先交換っ！」

「了解。それじゃよろしく頼んだよ」

　案の定、奈那さんは餌えさに食いついてくれる。よし、これで準備は完了。

「昴すばる、あんな約束して大丈夫？」

「大丈夫っていうか、どのみち負けられない戦いだ。だからどんな約束だろうと、同じ事」

「ん……そっか、そうだよね。うん、どうせ勝つんだし、約束なんてなんでも平気か！　頑がん張ばりなさいよ昴っ！」

「おう。お前にもいろいろ世話になったからな。無む駄だにはさせないさ」

　帰りのエレベーター内で不安を寄せてくる葵に、笑顔えがおを繕つくろい頷く。正直、まだとても万全とは言い切れないけど。……負ければ多くの人を、再び傷つけてしまう。

　足あ搔がくしかない、最後の最後の一いつ瞬しゆんまで。
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「うしっ……と」

　翌日早朝。智とも花かとの朝練習で１ｏｎ１の攻こう撃げきパターンを総ざらいする。

　時計とけい回りの挙動からいきなり反時計回りに切り替えるロールターンを繰くり出し、うまく智花の意表をついてゴール下へ進入しシュートを決めたところで、膝ひざに手を置き大きく深呼吸。まだいくつか試しておきたいムーブもあるが、昼には合同練習もあるしそろそろ切り上げねばなるまいか。

　しかし、好こう調ちようだ。違和感を覚えるほどに、好調だった。

「うう、また止められませんでした。さすがです、昴すばるさんっ。私が役たたずなだけかもですけれど……」

「いやいや、そんなわけないよ！　智花は俺おれが今勝負をお願ねがいできる人のなかでも間違い無くトップクラスだ。そんな智花に通用するんだから、すごく自信になる」

　慰なぐさめではない。心からそう思っての言葉だ。葵あおいを除けば、智花が攻守とも他の追つい随ずいを許さないエースであることに疑う余地はない。

　だからこそ、不ふ思し議ぎでしょうがない。なぜ智花に通用する攻撃が、昨日きのう竹たけ中なかの前ではことごとく潰つぶされてしまったのだろう。二人ふたりを比較すれば、あらゆる面で智花の方が優すぐれていると断言できるのに。

　本当に、苦にが手て意い識しきを抱いてしまっているのだろうか。闘とう志しむき出し系のプレーヤーに。くそ、そんなのどうやって克服したらいいのかわからないっての。

「あ、ありがとうございますっ。でも、私なんてそんなにたいしたものでは……！　昴さんの攻めを受けるには力不足すぎますし……」

「はは、それこそ俺の事を過大評価しすぎだって。単純にドライブだけなら、葵の方が迫力あったろ」

　まあ、自分が個人技に優れた選手ではないと言ってしまえばそれまでだが、足りないのはそこなのだろうか。智花は俺の事を年上の男と見てくれているだろうから、気持ちの上で図らずも優ゆう位いに立ててしまっているが、竹中の場合まったく物もの怖おじせず向かってくるので、はったりが効かない。その差が、このちぐはぐな現状を造り出しているのかも。

　内心で分析しながら、心苦しげに俯うつむいたまま言葉を詰まらせる智花の頭に手を置き、ゆっくり撫なでながら諭さとす。

　と、そうしているうちに智花はなにやら深く考え込むようなそぶりを見せ、

「仰おつしやる通り、葵あおいさんと勝負させて頂いた時も、すごいスピードで感動しました。……でも」

「ん、でも？」

「私は葵さんよりも、昴すばるさんとする時の方が……どきどきします」

「え」

「ふぁあっ!?　ち、違うんですごめんなさい変な言い方をしてしまって！　ど、どきどきというのは、昴さんの攻めは、次に何が来るのか全然わからないというか……。たとえばさっきも──おかしな話ですけど、ここには私と昴さんしかいないのに、どうしてか『昴さん、今度は誰だれかにパスを出すかもしれない』って一いつ瞬しゆんだけ思っちゃったんです。そんな風に余計な事を考えるせいで、いつも対応が遅れて。わ、私が馬ば鹿かなだけかもですけど……！」

「はは、何言ってるんだ。頭なら、それこそ智とも花かの方がずっと良いじゃないか」

　しかし、ふむ。本当にそんな催さい眠みん術じゆつじみた技が使えれば、実に助かるのだが。

　とはいえ昨日きのう竹たけ中なかと勝負した時にいくら気合いを入れてもあのざまだったことを考えると、自分に超能力の素養があるなんてとても思えないわけで。念力ならば、むしろあの時の方がよっぽど覚かく醒せいしそうな状況だったし。

「……む。…………気合い、か」

　──ふと、心に何かが引っかかった。

　先日と今の違いといえば、おそらくもう一つ。その『気合い』の量の差というのもある。仮想竜りゆう一いちである竹中の闘とう志しに負けぬよう、こちらからも覇は気きを意図的に高めようとしたか、否いなか。

　しかも自分の場合、智花──というか、女バスのみんなを相手にする時は、無む意い識しきに相手をいたわる癖くせがついているかもしれない。手加減というわけではないが、子どもたちに怪け我がをさせぬよう、不用意な接触を避けるよう常に心がけているような……。

　そして結果的に、竹中からは止められ、智花は抜くことが出来た。

「昴、さん？」

　頭に手を乗せられたまま、戸と惑まどいがちに俺おれを見上げる智花。

「っと、ごめんごめん！」

　不作法に気付き、慌あわてて解放する。

「……それと、ごめんついでにもう一つ。悪いんだけど、あと少しだけ勝負に付き合ってもらえないかな。試してみたいことがあるんだ」

「試してみたいことですか……？　はいっ、勝負するのはもちろん構いません！」

　続けて一つお願ねがい事ごとをすると、智花は迷わず快かい諾だくしてくれた。

　お礼を伝え、いったん仕切り直してから、

「うっしゃ、行くぞっ！」

「──お願いしますっ！」

　気合い充分でドライブを繰くり出す。目の前に居いるのが智とも花かだということを忘れ、憎ったらしい男子選手に向かっていくつもりで。

「んお！」

　すると、いとも容易たやすく智花に阻はばまれてしまった。

「と、止められました！　……え、えへへ」

　あ。なんかすごく嬉うれしそう。相変わらずバスケだと負けず嫌いだなーなどとすごく微笑ほほえましい気分に。

　それはさておき。

　うん。これで、いよいよ確かく信しんを得たぞ。

　竹たけ中なかを、そして竜りゆう一いちを相手にしてた時。

　俺おれは、自分で自分の切れ味を殺してしまっていたことに。

　要するに、今までちゃんと理解してなかったのだ。

　俺は俺の……長は谷せ川がわ昴すばるの、正しい取り扱い方を。

「ありがとう、智花」

「えっ？」

「……うん！　なんとか、なるかもしれない。うまくすれば須す賀がを出し抜ける──いや、それだけじゃない。智花のおかげで、俺、選手としても一歩前に進めるかも！」

　なあ竜一。お前は、きっと嘲あざ笑わらうだろうな。

　俺が、小学生に育てられたなんて言い出したら。

　いいさ、笑ってろ。馬ば鹿かにされようがされまいが、どのみち事実は変わらないのだから。

　これでまた一つ、しかも最大のネックであった課か題だいに、目め処どが立った。細く頼りない道だが、トンネルの出口が見えた。

　どうやら、ギリギリ間に合いそうだ。

　機きが、熟じゆくそうとしていた。





＊






「頼んだ智花っ！」

「…………はいっ！」

　午後になって、俺たちは慧けい心しん学園初等部の体たい育いく館かんへ。今日きようは日にち曜ようなので本来活動日ではないのだが、幸い他ほかにイベントの予定も入っておらず、ぐうたら顧こ問もんに頼んで臨りん時じで借りることが出来たのだ。

　そしてついに、試合の時と同じ三人チームを組んで実戦形式の練習を開始。まず手始めに智花に対し際きわどいところへパスを放り込み続けてみると、これが気持ちいいくらいに通る通る、通りまくる！

「す、すごいね智とも花かちゃんっ。あんなのまで拾えるようになるなんて……いったいどんな練習したの!?」

　感かん激げきしきりといった様よう子すで、智花のマークについていた葵あおいが眼めを輝かがやかせる。

「そ、その……なんと言いますか」

「うんうん」

「……ひ、ひみつ、です。恥ずかしくて、言えません」

「えー残念。でも、まいっか。良かったね昴すばる、頼もしいチームメイトになってくれそうで」

「お、おう」

　もし、葵に『二人ふたりでお泊まり会したらパスが通るようになりました』って言ったらどうなるかなぁ……。また盛大に勘かん違ちがいされそうだなぁ……。

　それも怖かったし、なにより智花自身があまり知られたくないみたいだったので俺おれからも余計な事は言わないでおこう。

「ぷくく」

「ふふふ」

　真ま帆ほ紗さ季きのニヤニヤ顔が、そこはかとなく恐怖だが。

　……なんか、知らぬ間に弱みを握られてしまったかもしれない。

　ともあれ現状、俺に対しては真帆、紗季、ひなたちゃんの三人がマークについており、さすがにほとんど身動きがとれない。そんな中でかなり強引に出したパスでも智花はことごとく拾ってくれるので、本当に頼もしい限りだった。

　よかったな。勝負を別にしても、すごく安心した。まるで風か邪ぜが完治した朝のように爽そう快かいな気分だ。

「よし、そんな感じだ愛あい莉り。ボール持ってない時でも、隙すきあらばペイント内へ飛び込めるよう揺さぶっていけ」

「う、うんっ。頑がん張ばってみる……！」

　そのうえ、万ばん里りの指し導どうに臆おくすることなくセンターとしての資質をどんどん開花させていく愛莉の存在が、ますますこの胸を躍おどらせる。とりあえずは智花との連れん携けい確かく認にんを優ゆう先せんさせねばならなかったのでまだ未知数な部分も多いが、大いなる活かつ躍やくを予感せずにはいられなかった。

「昴さんっ、もう少し続けましょう！　遠えん慮りよなく、どこにでもパスを出して下さい！」

　智花自身もすっかり自信を取り戻してくれたようだ。瞳ひとみを輝かせ両手をぎゅっと握る仕し草ぐさを見て、俺の口からも自然と笑えみがこぼれる。

　うん、もう大丈夫。同じ目め線せんで確たしかめ合った絆きずなが、俺たちをどんなときも見えない糸で繫つないでくれているかのようだ。

「おう！　俺もそうしたい……ところだけど、今はもう一つ、クリアしておかなきゃいけない課か題だいがあるからな。一度休きゆう憩けいして、まずそっちを詰めちゃおう」

「もう一つ、ですか？」

「ああ。それが上う手まく行けば、もう万全だ。考えられる対策は全すべてやったことになる」

「はい、わかりました。では昴すばるさんのおっしゃる通りに！」

　智とも花かの頷うなずきに、こちらからも力強い首しゆ肯こうを返す。

　みんな、ありがとう。助けられまくって、なんとかここまで来れた。

　あとはもう、失望させないことが唯一の恩返しの方法だよな……！
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　昨日きのうの練習がちょうど終了を迎えた頃ころ、いきなり奈な那なさんから電話がかかってきて『明日あしたグリーン集合！』という急にも程ほどがある呼び出しを受けた。

　けど、どのみち心の準備なら出来ている。俺おれはみんなの予定を確かく認にんし問題が無いことを確たしかめると、その場で了承。

　そして本日八月三十日が、運命の日となった。

　久方ぶりの、絶対に負けられない戦い。ギャラリーは真ま帆ほ、紗さ季き、ひなたちゃん、葵あおい、万ばん里り。それに加えて柿かき園ぞの、御み庄しよう寺じ。なんと竹たけ中なかの姿まである。

「お前の情けねー姿、見に来てやったぜ！」

　とツンツン頭を揺らす少年の言葉は、まあ本心なのだろう。本心で良い。尚なお更さら負けるわけにはいかなくなるからな。

　中総体決勝に比べれば、人数の上ではずっと少ない。それでも自分にとっては、同じかそれ以上に頼もしい存在のギャラリーだった。

　返さないとな。みんなから受けた恩を、きっちり形にして。

「まったく時間の無む駄だだ、下らねえ……」

　フルメンバーで待ち構える俺たちに少し遅れて、気けだるげな竜りゆう一いちを中心にいよいよ三人の宿敵も屋上に姿を現す。

「でもリュー。とかいって、わりとすぐ勝負受けてくれたじゃ……あいたっ！」

「変なデマ流すんじゃねえ！」

　俺たちの正面に並び立つなり、思いっきり頭を叩たたかれる奈那さん。今の独白、本当なのだろうか。本当なら、正直感かん謝しやすら覚える話だが。

　もちろん実際礼など言ったら怒らせて勝負自体破は談だんになりかねないので、黙だまってるけど。

「すまんな、忙しいところ」

「すまんじゃ済まねーっての。こちとら今日きようも夕方から部活なんだよ」

　それでもなお、来てくれたのか。まだ心の奥底で、選手としての俺を、こいつは見捨てないでいてくれているのだろうか。

「損はさせない。……どうせ県内にライバルがいなくて退屈してんだろ。だから俺が、なってやる」

「御ご託たくを聞きに来たつもりはねー。この前から少しでも変わったってんなら、すぐ見せてみろ。場合によっちゃー、ソッコーで帰るぜ俺は」

「ああ、構わない。それじゃ、前置きはこれくらいにして始めよう。この前は俺たちが先攻だったから、お前からのスタートで良い」

「はっ、本気か？　もう一度失望させられた時点で帰る。お前の攻こう撃げき、ないかもしれないぜ？」

「ご足労願ねがったんだ、これ以上我わが儘ままは言わない」

　葵あおいと万ばん里りが率先し、みんなをコートの外に誘ゆう導どうしてくれるのを待って、俺おれと竜りゆう一いちで儀ぎ礼れい的てきなパスを交換。リベンジマッチが、礼も整せい列れつもないまま、淡たん々たんと開かい幕まくした。

　智とも花かが、奈な那なさんに。愛あい莉りが、眞ま弓ゆみさんに。この前と同じマンツーマンでコート上に散開していく。二人ふたりとも表情は硬いが、ここまで積つみ上げてきた成果が背中を支えてくれている。きっと今まで通り……いや、それ以上の活かつ躍やくを見せてくれるはず。

　ただそのためには、今。ここで竜一の攻こう撃げきを止めることが出来なければ、二人にはシュートチャンスひとつすら与えてやることが出来なくなる。

　こいつのことだ、小こ手て調しらべはない。恐らくいきなり、個人技で攻めてくるはず。

「まったく、ついに頭までおかしくなったか長は谷せ川がわ？　どんな練習したら、手も足も出なかった相手をほんの数日で止められるようになる？」

「なるわけないだろ」

「……あ？」

　その場でボールを突きながら不ふ機き嫌げん極まりなく詰きつ問もんしてきた竜一に、率直な結けつ論ろんを述べる。

「中坊の時は、個人技じゃ雲の上の存在。今もまだ、大きく差がある。そんな奴やつに、たった数日で追いつけるはずがない」

「てめぇ。俺に無む駄だ足あし踏ませるとは良い度胸にも程ほどが……」

「でも、負けない。俺が勝てなくても、チームが負けなければそれで良い！」

「っ!?」

　いささか奇き襲しゆうじみてしまったが、時計とけいは動いているのだ。会話に気を取られ、集中力を切らしていた竜一、お前が悪い。

「ナイススティール、智花」

「は、はいっ！」

　真横から、智花の小さな体たい軀くが忍び寄っていたことに気付くのが遅れた、お前が悪い。

「………………これが、お前の答えか長谷川」

「そうとも。バスケはチームスポーツだ。現時点で俺がお前に多々及ばないところがあるのは事実。でも、それがそのまま敗北になるわけじゃない。一人ひとりで抑おさえられない相手には、二人で挑む。そうやって勝つ」

　もちろん、追い付く気き概がいを捨てるつもりは皆かい無む。遠くに霞かすむこいつの背中には、いつか必ず爪つめを立ててやるつもりだけどな。

「だからこっちの攻撃も、俺は１ｏｎ１だけに拘こだわるつもりなんてないぜ？　俺たちはチームで、お前のチームに勝ちに来た」

「…………勝手にしろよ。どのみち次のターンで終わりだ。ダブルチームで来るってネタが割れちまった後じゃ、なんの怖さもねー」

　吐き捨てるように言って、ボールを突き返してくる竜りゆう一いち。

　ふふ、『次』か。『今』って、言わないんだな。つまり竜一自身も、このあとの、俺おれたちの攻こう撃げきは成功するかもしれないと思っている。

　まーそりゃ、ますます確かく信しんしてるか。完全に虚きよを突かれたとはいえ、自分の手からボールをかすめ取られたのだ。

　その少女の切れ味が、並大抵のモノじゃ。

　とても小学生レベルじゃないってことには！

「走れ、智とも花かっ！」

「はいっ……！」

　前回の戦いをトレースするように。

　俺は僅わずかに竜一との距きよ離りを取って、智花の立ち位置よりもはるか前方にバウンドパスを繰くり出す。

「バッカじゃないの、そんなの追いつけるわけ……っ!?」

　刹せつ那な、片結びの髪が跳ねて、小さな身体からだがグッと沈み込む。地を這はうような律動で奈な那なさんの脇わきを搔かい潜くぐり、限界まで伸ばされた右手が、バウンド直後のボールを真横に跳ね返す！

　そこには足を止めずもう一歩前に踏み込んだ智花の左手。今度は鋭するどく地を突き、一度、二度。低い体勢のままのドリブルでゴールまでの距離を詰めていく。

　そして、空へ。ようやく姿勢を持ち上げた身体が、羽でも生はえているようにふわりと舞まい上がった。トリコロールの球体が掌てのひらからリリースされ、バックボードを中継して、リングの中に吸い込まれていく。

　ほんの一秒かそこらの出来事が、まるでスローモーションのように、鮮せん明めいだった。

「や、やりました昴すばるさんっ！」

「ナイスシュートだ智花っ！」

　互いに駆かけ寄り、両手を付き合わせる。掌の温度が、触れ合う汗が、なんだか宝物みたいに思えた。

　智花と出会い、こうして同じコートで、同じチームで戦えていることが、嬉うれしくて仕方ない。

「気が早いのは分かってるけど、今日きようはミスする気がしないよ。智花へのパスなら、どこに出しても必ず繫つながるんじゃないかって気がしちまう！」

「昴、さん。……はいっ！　私も、今日は昴さんのパスがとってもよく見えます！　どんなに遠くからでも、必ず追いつけそうな気がします！」

　はは、ちょっとお互い、らしくない程ほどの大たい言げん壮そう語ごか。

　きっとそれくらい渇かつ望ぼうしてたせいだ。こんな風に、互いのことを称たたえ合える瞬しゆん間かんを。

「おい再開だ長は谷せ川がわ、もたもたすんな」

「うそ、ありえない。なんであんなの取れるわけ……!?」

　なんの感かん慨がいも無さそうに告げる竜りゆう一いちと対照的に、奈な那なさんは狼ろう狽ばいして瞳ひとみを揺らしている。竜一が驚おどろいてないのは、もう既にあれくらいやれても不ふ思し議ぎはないと思ってくれてるからだろう。

　すごいな、智とも花か。あの高たか飛び車しやな竜一がそこまで認める選手なんて、そうそういないんだぞ。

　ま、自分とは関係ない世界にいる存在だって思い込んでるからこその平静なのかもだけど。

「ほんじゃ、思い知らせてやりますか。他ひ人と事ごとじゃないって」

　再び竜一の手から開始される敵の攻め番。おそらく、今回もパスを出す気なんてさらさらないはず。だから！

「頑がん張ばろうな智花！　練習を思い出してじっくり行こう！」

「昴すばるさんの足手まといには、絶対になりたくないです……なりませんっ！」

　今度は開かい幕まくからのダブルチーム──智花と二人ふたりがかりでのディフェンスを仕掛ける。これでまず、竜一の意い識しきを変えてやる。この戦いに、真っ正面から向き合ってもらう。

「ずいぶんとめでてー脳みそしてやがるな長は谷せ川がわ。確たしかにそのガキ、小学生にしちゃ相当だが……だからって俺おれの相手になるかよ！」

「そう、思うだろ。ところがこれが、なかなか難なん儀ぎでな」

　お前は知らないだろ。だって小学生に、ダブルチームを仕掛けられたことなんてないもんな。

「……!!」

　得意のジャブステップから俺の右側を走り抜けようとした竜一が、危き機きを察知し急停止してボールを背中で守る。

　再び智花のスティールが、気付かぬ間に死角から襲おそいかかっていたせいで。

「どーだ。すっごい攻めにくいだろ。自分に近いサイズと、自分よりだいぶ小さい選手が揃そろってマークに付くと。……視界が分断されちまうからな」

　なぜなら仕掛ける二人の身長が極端に違うと、俺の動向に注目すれば智花が、智花に注目すれば俺が、どうしても視野の外にあぶれてしまうのだ。両方の動きをチェックして、なおかつ全速力のドライブを仕掛けるなんて真ま似ね、いくら竜一でも易やす々やすとは出来ないはず。

　みんなのコーチをするようになって、さらにひなたちゃんから危あやうくスティールを決められそうになって、気付いた盲点だった。将来、再建したチームでも是非応用したい絡み手だが……とりあえずは今。

　この方法で、まずは竜一を高みの見物から引きずり降ろす。目の前の試合が、全員にとってチームとチームの戦いになるよう、意識改革させてやる。

　それができたら、いよいよ本当の意味でのスタートラインだ。

「……めんどくせぇ」

　右へ左へと動き回り、敵の意識をかき乱してくれる智花。これでは意図せずファウルを犯してしまうリスクから、そう易々と突進なんて仕掛けられない。自分も身に覚えがあるからよく分かる。ほんと、小こ柄がらならば小柄なりの利点っていうのがたくさん存在するんだよな。子どもたちが、それをより強きよう調ちようした形で思い知らせてくれる。

「リュー、こっち！」

「な、バカが……！　寄ってきてどーする！」

　拮きつ抗こう状態を見かねてか、智とも花かのマークが外れフリーとなった奈な那なさんが、竜りゆう一いちの後ろに回って至し近きんからパスを要求。言う通り、近くまでサポートに来てもらうより有効なポジションまで単身攻め入ってくれた方が、竜一としても活路を見いだしやすかっただろう。奈那さんは、焦あせりすぎて判断ミスを犯してしまった。

「智花、スイッチだ！」

「はいっ」

　おかげで俺おれたちも、楽にマンツーマン態勢を敷しき直せる。条件反射的に竜一がボールを手放したところで、智花は素早すばやく本来のマッチアップに復帰。

「く、く、く～っ！」

　しかも、奈那さん単独ならば竜一よりもずっとずっと御ぎよしやすい相手。精神的に回復した今の智花であれば、ほぼ完封できるはず。

「ああもうっウザったい！　マユミ、しょーがないからあんたに任せてあげるっ！」

「あ、うん。了解？」

　攻めるどころかドリブル一回もままならないまま停滞させられた奈那さんは、ターンオーバーとなって決定的な敗北を喫きつす前に眞ま弓ゆみさんへボールをパスする。

　ただまあ思おも惑わくがどうあれ、その選択はこの瞬しゆん間かんにおいて正せい着ちやく手てだろう。

「えっと、行くね？」

「……っ」

　ロングパスで一気にゴール付近までボールを運ばれ、局面は愛あい莉り対眞弓さんのポストプレーへ。早くも俺たちは、次なる成果を求められることになった。

「愛莉ちゃん、頑がん張ばって！」

「ひ、ひゃいっ！」

　コートの外から、葵あおいの激げき励れい。子どもたちも声を張り上げ、愛莉のか細い肩にこれでもかというほど期待がのしかかる。

　頑張れ。プレッシャーも、相手の迫力も尋じん常じようではないだろう。でもそれが、センター。インサイドの要かなめを担になう屋台骨の本当の仕事なんだ。

「落ち着いて、教えてもらったことを思い出すんだ！　大丈夫、愛莉なら出来る！」

　俺からも激励を叫んだ直後、ゲームが動いた。愛莉に背中を預けていた眞弓さんが、そのまま直ちよく線せん的てきに、パワードリブルで愛莉をインサイドに押し込んでいく。怖おじ気け付いて後ずさったらそこまで、かといって自じ暴ぼう自じ棄きに無む理り矢や理り押し返せばファウル。勇気と、忍耐。相反する二つの力を絶妙なバランスで発揮し、相手を停滞させる。そんな過か酷こくで精密な任務が、平へい穏おんを愛す、心こころ優やさしい少女に突きつけられる。

「う、ううっ……！」

「く、まだやっぱり早すぎたか……」

　そして、軍配は眞ま弓ゆみさんに。愛あい莉りは手放しで褒ほめたいほど頑がん張ばってくれたが、最後は相手の直進力が勝まさり、ペイントエリアへの進入を許してしまう。結局ゴール下からシュートを放たれ、これで２－２の同点。

「ご、ごめんなさい、長は谷せ川がわさん……」

「全然！　まだ始まったばかりなんだ、やり返すチャンスはいくらでもある」

　攻守交代で仕切り直す途中、項うな垂だれた愛莉が瞳ひとみを震ふるわせ頭を下げる。もちろん責める気などさらさらないが、どうする。このまま終わったら、勝敗に関係なく愛莉に負わせてしまった傷を癒いやしてやることができない。かといって無策にボールを放り込んでも、ますます自信を奪わせてしまうだろうし……。

　くそ、せめてもうワンステップ踏めていたら。眞弓さんは、試金石の相手としては強力すぎたのかもしれない。

「長谷川、愛莉にボールを！」

「……万ばん里り？」

「頼む、チャンスをあげてくれ」

「………………わかった！」

　心に迷いが渦うず巻まいた瞬しゆん間かん。それまでずっと静せい観かんを決め込んでいた万里が、愛莉の実の兄が、力強い声でそう叫んだ。

　厳きびしすぎる？　いや、そんなことはない。万里は信じているのだ。愛莉がきっと、眞弓さん相手にでも怯ひるまずにぶつかり合えると。

　なら俺おれは、どうする？

　決まってる、信じるに決まってる！

「愛莉、大丈夫だ！　俺が、万里が、葵あおいが、みんなが保証する！　愛莉なら、絶対に眞弓さんに勝てる！」

「愛莉ちゃん、今までの練習を思い出して！」

「いけアイリーン！　あたしたちのすごさを見せてやれー！」

「おー。あいり、がんばれ～」

「試合に出られない私たちの悔しさも、全部愛莉に預けるわ！」

　パスが通るや、一斉に激げき励れいが飛び交う。愛莉はぎゅっとボールを抱え、先ほどとはちょうど逆転した形で、眞弓さんに背中を預けてポストライン際ぎわに直立。

「逃げない……！　逃げない……！　お願ねがい、動いてわたしの身体からだっ……！」

　そこからの一歩が、ゴールまでほんの数メートルの距きよ離りが、遠い。

　愛あい莉りの表情は、決して怖おじ気けづいてはいない。唇を嚙かみしめ、絶対に諦あきらめないと自らに言い聞かせ、気合いを焚たき付け続けている。

　けど、相手が悪いのだ。眞ま弓ゆみさんの異常な存在感が、愛莉に初めの一歩を踏ふみ留とどまらせてしまう。

　数秒間の停滞。応援が途と切ぎれ、短い沈ちん黙もくが訪れる。

「きゃっ……！」

　やがてついに拮きつ抗こうが崩れ、次の瞬しゆん間かん。愛莉はコートに尻しりもちをついてしまった。勇気を振り絞った直進が、無む慈じ悲ひに跳ね返される。

「須す賀が、あれはディフェンス──眞弓さんのファウルだよな」

「いちいち確たしかめなくても明らかだろ。ったく、完全に身体からだを持て余してやがる」

　幸いと言うべきか、今のは相手の過失なのでボール権はまだこちらにある。

　が、しかし。

「うう」

　へたりこんだまま、立ち上がれない愛莉。くそ、いかん。これでますます苦にが手て意い識しきが染み込んでしまったら、この試合中に自信を取り戻すのが非常に難むずかしくなってしまう。

「すまん、ちょっとタイムアウトを……おい、聞いてるのか須賀？」

「………………あいつ、たしか」

　可及的速すみやかにアドバイスしてなんとか励ましてやらねば。そう思って竜りゆう一いちに中断を要求するが、どうも声が届いてない。なにやら愛莉の方を訝いぶかしげに睨にらんでいるが……？

「なっ」

　不ふ思し議ぎに思い、俺おれも再度ゴール下に注目を移すと、

「…………」

「……お兄にい、ちゃん」

　いつの間にかコートに入ってきていた万ばん里りが、至し近きん距きよ離りで愛莉を見下ろしていた。

　茫ぼう然ぜんと呼びかける妹の正面で無言のまましゃがみこみ、右手を差し出す万里。

「大丈夫か？」

「う、うん。……ごめんね。せっかくたくさん教えてもらったのに」

「一度倒れただけじゃないか。それに、今のは相手のファウルだ。愛莉が負けたわけじゃない」

「でも……」

　激げき励れいを額がく面めん通りには受け止められない様よう子すで、心苦しそうに俯うつむく愛莉。おそらく、結果はどうあれ自分自身が眞弓さんの存在を乗り越えられた実感が得られず、前向きには捉とらえられないでいるのだろう。

「焦あせらなくて良い。今できる精一杯を発揮すれば、それで充分だ」

　慈じ悲ひの籠こもった瞳ひとみで、万ばん里りはゆっくりと大きな手を、愛あい莉りの頭に伸ばす。落ち込む妹を、優やさしく慰なぐさめてやろうと。

「それじゃ、嫌いやなのっ！」

　その動きが、ぴたりと止まる。愛莉の大きな、普段ふだんのしとやかさからは想像も出来ないほどのとても大きな声に、驚おどろいて。

「嫌っ。誰だれの役にも立てない弱虫のわたしは、もう嫌っ！　なのに、ぜんぜん思った通りに動けなくて……！　ポストプレーになると、頑がん張ばろうと思っていても怖くて足がすくんじゃって……っ！」
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　しばし、呆あつ気けにとられ固まる万里。

「………………はは。ひさしぶりだな、愛莉」

　が、やがてその面おも持もちは、穏おだやかな微笑ほほえみで満たされた。

「えっ……？」

「何年ぶりだ？　兄にいちゃんに、そうやって言い返してくれたのって」

「あ……ご、ごめんなさいっ！」

「いいさ。全然良い。むしろ、嬉うれしい。ずっと、言いたいことも言わせてやれなかったんだ。思ったことを思ったままに伝えてもらえるなんて、こんなに嬉しいことはない」

「…………お兄、ちゃん」

　言葉通り感かん慨がい深ぶかそうに、万ばん里りは愛あい莉りの手を引いて立ち上がる。そしておもむろに踵きびすを返して歩き出し、

「──だけどな、愛莉」

　かと思えば愛莉に背中を向けたまま足を止め、大きく息を吸い込んでからぼそりと呟つぶやいた。

「……？」

「一つ聞きたいんだが。今日きようの相手、そんなに怖いか？」

「……っ。ご、ごめんなさい。逃げないって決めたはずなのに。やっぱり、足が竦すくんで」

「そうか。……じゃあ、その怖さって、どれくらいだ？」

「ど、どれくらい……？　え、ええと」

　妙な質問を受けて、戸と惑まどう愛莉。

　うんうん唸うなる妹の声を聞いて、万里はさもおかしそうに破は顔がんする。そして、もう一度、どこか不敵さを感じさせながら振り返って、同じ質問を繰くり返した。

「どれくらいだ？　愛莉にとって……たとえば俺よりも怖い相手か？　今さっき大声で言い返した、俺よりもその子の方が怖いか？」

　きょとん、と。

　呆あつ気けにとられたように、小さく口を開いたまま動作を止める愛莉。

　しかし、次第に。その唇がゆっくりと。質問の真意を理解して、ゆっくりと笑い顔を形作っていく。

「……えへへ。お兄にいちゃんの方が。ずっとずっと、怖かった。でも、もう。お兄ちゃんのことは、少しも怖くないよ。優やさしくて、頼りになって……大好き」

　一いつ瞬しゆん、万里の瞳ひとみがうるっと輝かがやいた気がしたけど。

　ふふ、無ぶ粋すいなので見なかったことにしよう。

「ほんとか……。良かった、良かったよ」

「うん、ありがとうお兄ちゃん。お兄ちゃんが優しくしてくれたから、わたしも勇気を出して仲直りできた。……できてたんだね、わたし。ちゃんと、勇気、だせてた」

「ああ。そうとも。愛莉が自分で思ってるほど、愛莉は弱虫なんかじゃない。今日の相手だって、絶対に乗り越えられる」

「うんっ！　頑がん張ばってみる、もっともっと！」

　力強い返事を聞いて満足げに、今度こそ万里はコートから出て行こうとする。

「お前、見覚えあると思ったら橋はし田だ中のデカブツか。試合中乱入してくるとか、ますますどこぞの板前見習いに似てきたな」

　その去さり際ぎわに、竜りゆう一いちが横目を向けて語りかける。ようやく万里の正体に気付いたがゆえ、先ほどから睨にらみ付けていたらしい。

「ざけんな、俺おれの方がイケメンだ」

「知るか。ふん、そーいやてめぇも七な芝しばに行ったんだっけな。くく、いーのか？　長は谷せ川がわの助すけ太だ刀ちしてやらなくて」

「いらんさ。もう充分だ。ウチの司令塔と、自慢の妹と、妹の友達の三人で、お前たちに勝つ」

「……そっちにゃいかれポンチしかいねーのか。どいつもこいつも夢物語を」

　静かに、しかし敵意むき出しにガンを付け合う二人ふたり。万ばん里りにもたっぷり鬱うつ憤ぷんが溜たまっているだろうに、全すべて任せてくれるというその言葉はなんともありがたく、そしていっそう気が引ひき締しまる思いだった。

「須す賀が、再開するぞ。こっちのスローインからだ」

「言われなくても分かってる。オラ、好きにしやがれ」

　ボールを持ってサイドラインの外に出ると、吐き捨てるように応こたえ俺おれのマークにつく竜りゆう一いち。

　早足でコートの外に出た万里と最後に一度だけ頷うなずきを交わし、再び真剣勝負の舞ぶ台たいへ。ボールを預ける相手は──もちろん決まってる！

「愛あい莉り！」

「はいっ！」

　ライン越しのスローインから、直接ローポストで待ち構える愛莉へボールを送る。

「んっ……！」

「わ？」

　そしてついに、愛莉はこの日までの成果を遺い憾かん無く発揮する。しっかりと前を見み据すえ、自分のすべきこと、できることのため、年上の選手に対し真っ向から、全力でパワードリブルを仕掛ける！

　ゴール至し近きんで巻き起こる、瀬せ戸と際ぎわの駆かけ引き。物もの怖おじせず身体からだを預けてくる愛莉に、眞ま弓ゆみさんも負けじと足を踏ん張って進攻を阻はばむ。

「愛莉ちゃん、そこっ！」

「えいっ！」

「……あれっ？」

　がっぷり四つで力と力が拮きつ抗こうした、コンマ数秒後。出し抜けに愛莉が、一歩後ろにステップバックした。急に抵抗を失い、たたらを踏んでバランスを崩す眞弓さん。

　そして放たれる、ポストライン越しのジャンプシュート。ボードをうまく利用した、無む駄だのないバンクショットでネットを揺らす！

「うおーナイッシューアイリーンっ！」

「す、すごいっ！　まるで……葵あおいさんみたい」

　紗さ季きの鋭するどい観かん察さつ眼がんが、愛莉のスタイルを如によ実じつに見抜く。

　まさしく、その通り。長らく育ててきた苗なえが、ようやく実を結びつつあった。

　愛あい莉りにとって足りなかったのは、怯ひるむことなく相手と向き合える強い精神力。それはもちろんなのだが、かといってゴリゴリインサイドで削り合うようなパワープレーを強制するのもまた何かが違うと、俺おれは感じていた。

　そんな風に苦にが手て分野での勝負に放り込むよりも、むしろ長所を伸ばしてあげるべき。すなわち引ひき際ぎわの巧うまさと、繊せん細さいで器用な指先による広いシュートレンジを身に着け、インとアウトを状況に応じて行き来する、ヨーロッパスタイルのセンター。

　ゴール下の覇は権けん争いに特化したオールドライクなアメリカンセンターよりも、そこに愛莉の理想像がある。そんな気がしてならなかった。

　そしてそれは、かつて葵あおいの目指した境地でもある。残念ながら上うわ背ぜいが足りなすぎる……というかナチュラルポジションがフォワードであるがゆえ完成には至らなかったが、愛莉の師としてこれ以上相応ふさわしい選手なんて、身近には存在しない。

「ふふっ。さすがにフェイダウェイまでは教えてる時間なかったけど、愛莉ちゃんはもっともっとうまくなるよ、絶対」

「うーん。俺おれは正直、好みのスタイルじゃないんだがなー。やっぱセンターは強きよう靭じんな身体からだでインサイドを制してこその花形じゃないか」

「ちょっとー。万ばん里りくん、自分の妹を認めない気？」

「そんなわけはない！　もちろん今は、これで良いさ。怯まないで相手のセンターと向き合えるだけで、充分すぎる。……けどまあ、いずれは」

「こらこら、ダメだからね。自分の得意分野に無む理り矢や理り引き込んだりしたら」

「あ、当たり前だっての！　もちろん強制なんかしない。けど実際わからんだろ、これから先、愛莉がどんなスタイルを目指すかなんて」

「うん、ま、それはその通りだけど。特に愛莉ちゃんなら、愛莉ちゃんの気持ちひとつでどんな選手にでもなれる。それくらい、才能のある子だから」

　コート外では、なんだか楽しそうに葵と万里が軽口をたたき合ってる。協力態勢で愛莉を指し導どうしているうち、あの二人ふたりも打ち解けてきたみたいだ。

　万里が、立ち向かう勇気を。葵が、力をいなす業わざを。……あと蛇だ足そくだとは思いつつ、僭せん越えつながら俺がシュートを初めとした基き礎そ技術を。三人の手で、ついに愛莉を一人前のセンターとして導みちびいてあげることが出来た。

　こんなに嬉うれしい、誇らしいことなんて、そうそう有るもんじゃない。

「愛莉、ナイスシュート。……感動した」

「長は谷せ川がわさん……。えへへ、ありがとうございますっ！　このあとも、少しでもお役に立てるよう頑がん張ばりますっ！」

　引き返してきた愛莉の肩に触れ、微笑ほほえんでまっすぐな想おもいを伝える。明るい表情に、俺の中でも喜びが弾はじけた。よかった、これでなんとか、罪滅ぼしはできそうだ。

　でも、まだ。克服しなければならぬ課か題だいは、いくつも残されている。

「なんで、小学生に圧倒されてんだこっちの女共は。まったくめんどくさいったらねーぜ」

「とか言いつつ、わりと楽しそうだぞ須す賀が」

「ほざけ。ガキにうろちょろされてたらロクにドリブルもできねー。ひどいストレスだぜ。……だから、この際仕方ない。ひとまず付き合ってやるよ、お前の大好きなチームプレーってやつに」

「……来い。やろーぜ、ちゃんとバスケットボールを」

　気けだるげに鼻を鳴らしてオフェンスを開始した竜りゆう一いちが奈な那なさんを一いち瞥べつするのに合わせ、俺おれもまた智とも花かにアイコンタクト。

　ようやく、その気になってくれたようだ。単独での突破だけでなく、仲間とのパスワークも視野に入れた３ｏｎ３の試合。智花と愛あい莉りの奮ふん闘とうのおかげで、その舞ぶ台たいに竜一を引っ張り上げることが出来た。

　さあ、ここからが俺にとっての正念場だ。個人技で勝てない相手にだって、チーム対チームでならば互角以上に渡り合える。それが、長は谷せ川がわ昴すばるの掲かかげる信条であり、理想のバスケ。

「いいのか、マンツーで？」

「あー。今んとこはな」

　竜一とマッチアップする俺の許もとへ、この時智花は身を寄せてこない。そうするように、きちんと奈那さんのマークに付くよう、お願ねがいしたから。

　今のタイミングで奈那さんをフリーにしてしまえば、竜一は迷わずパスを出すだろう。易やす々やすとダブルチームを選べないよう、味方を使うことで牽けん制せいしてくるはず。そのうえで満まんを持じして俺に一対一を仕掛け、この前のように完かん膚ぷ無きまで叩たたきつぶすつもりだ。

　させないけどな。

　ちらり。竜一が再びチームメイトのポジションを確かく認にん。眞ま弓ゆみさんはゴール付近、奈那さんは逆サイドで、それぞれ愛莉と智花の執しつ拗ようなマークを受けている。

　刹せつ那な、強烈な踏み込み！

　左足を突き出して、俺の右手側を突破せんと鋭するどく闘とう志しを膨ぼう張ちようさせる。フェイントか、本気のドライブか……相変わらず全く把は握あくできない。

「っ！」

　一か八かで、ドライブに賭かける。極限まで研とぎ澄すました反射神経で、竜一の進攻を阻はばむべく右にステップ。

「自じ暴ぼう自じ棄きか!?　芸がないぜっ！」

　が、読みは外れた。竜一はすぐさま身体からだを切り返し、がら空あきになった逆サイドに向けて悠ゆう々ゆうとドリブルを始めてしまう。




　──けど、残念だったな。




「きゃっ！」

「な、にっ!?」

　そこには、既に智とも花かが詰め寄っていた。肩と肩がぶつかり、少女の華きや奢しやな身体からだが大きくのけぞる。

　誰だれの目から見ても、オフェンスチャージング。竜りゆう一いちのファウルだ。

「大丈夫か智花、痛くないか!?」

「はいっ、平気です！　それよりも、止められました。私、止められました昴すばるさんっ！」

「ああ。本当に頼りになる！　智花は、俺おれにとって最高のパートナーだ！」

「…………………………ふぁ」

　珍しく無む邪じや気きにはしゃぐ智花の両頰ほおを、ついつい衝しよう動どう的てきに挟み込んでぎゅっと抱いてしまう俺。ちょっとスキンシップが過ぎたような気がしないでもないが、それくらい嬉うれしかったのだ、なんとか許してはもらえないだろうか……！

「……奈な那なにマーク付けていたのは、ポーズか？　パスの可能性を考えないで、初めからダブルチームに来るつもりじゃねーと間に合うタイミングじゃなかったぞ？」

　少し釈然としない様よう子すで、竜一が俺たちに詰め寄ってくる。奈那さんの存在は無いものとして考え、隙すきを見てダブルチームを組むことしか頭になかった。そうでなければ、さっきみたいにドライブを仕掛けたどんぴしゃのタイミングで、智花のヘルプが間に合うわけがない。

　確たしかにそう思うだろうな、今の一回だけなら。

「心配しないでも、このあといくらでも確かめさせてやる。……その前にまずは俺たちの攻こう撃げきだけどな」

「……腹立つぜ、その勝ち誇った顔」

　乱らん暴ぼうに投げ返されたボールを受け、スタートラインに戻る。うし、次の攻撃はどこから……。

「長は谷せ川がわさんっ」

「ん？」

「あのっ！　もし良ければ、どんどんわたしにもボール下さいっ。わ、わたしも……長谷川さんのパートナーとして認められたいんですっ！」

「………………はは。わかった、遠えん慮りよ無しで行くぞ愛あい莉りっ！」

　あの愛莉が。あんなに引っ込み思案で人見知りだった子が、そんなことを言ってくれるなんてなあ。まだ試合の途中なのに、思わず達成感に震ふるえてしまったじゃないか。

　ただ、その。

　ちょーっとばかり。声が、大きかった、かな……？

「長谷川、キサマ……」

「小学生に、愛あい莉りちゃんに。なんてことを言わせちゃってるのかしらねぇ……！」

　なんだか外野で約二名ほど、俺おれに向けて強烈な敵意を向けてらっしゃる気がするんですが。

　うむむ、この試合終わった後が、微妙に怖いような。

「愛莉……。うんっ！　す、昴すばるさんっ、あの、私にもどんどんパスをお願ねがいしますっ！　私も、負けられません！　昴さんのパートナーは、それだけは、自分が一番でいたいんですっ！」

「智とも花かちゃん。えへへ、じゃあ競きよう走そうだねっ！　どっちがいっぱい、長は谷せ川がわさんのお役に立てるか、競走っ」

「うん、負けないよ愛莉っ！」

　なんということだ。あの遠えん慮りよがちな二人ふたりが。智花と愛莉が、清く正しく美しく、笑顔えがおで正々堂々プレーを競きそい合おうと、やる気をみなぎらせている。

「こらー！　二人ともずるいぞー！」

「ぶー。ひなも、パートナーになりたいー」

「もう！　今日きようのところは譲ゆずるけど、今度ちゃんと、五人全員で正々堂々勝負だからね！」

　ますますコートの外が騒さわがしくなり、妙に冷や汗が出るが……それはひとまず置いておいて。

「さーて、次のパスは智花か、愛莉か……ふふ」

　自分自身、そのパフォーマンスが楽しみで仕方がない仲間へ、どんな風にパスを出すか。

　考えるだけで、胸が高鳴る。まさしくポイントガード冥みよう利りに尽きる戦いだ。

　そんな余裕なんてないはずなのに、俺はいつしかこの対決を、心から満まん喫きつし始めていた。







　良い意味で散さん々ざん迷った挙げ句愛莉に託したパスは、またしても決定的な場面に繫つながる。

　残念ながらシュートは外れてしまったものの、前方向だけではなくステップバックという『引き』の対応まで迫られた眞ま弓ゆみさんは、たちまち思い切りの良いディフェンスが出来なくなったようだ。プレスをかけるでもなく、一歩引いて構えるでもなく、中途半端なポジショニングで迷っているうち、ロールターンで出し抜かれ愛莉をフリーにしてしまう。リングに弾はじかれたボールが運悪く眞弓さんの真っ正面に落ちてしまったせいで結果的にはターンオーバーとなったが、プレーの優ゆう劣れつで言えばどちらが圧倒していたかは誰だれの目にも明らか。

「さーて、ディフェンスだ。来てみろ、さっきのが一いちか八ばちかだったのかどうか、はっきりさせてやる」

「…………」

　もう何度も繰くり返してきた通り、竜りゆう一いちを起点に始まる敵の攻こう撃げき。上から目め線せんで挑発されてよっぽど面おも白しろくないのか、竜一はギロリと俺を睨にらむばかりであんなに饒じよう舌ぜつだった口をぴったり閉じてしまっている。

　よーし、良いぞ。もっと怒れ。感情が高まれば高まるほど、分かりやすくなる。

　一いち瞥べつ。竜りゆう一いちが、智とも花かと奈な那なさんのマッチアップに眼めを馳はせる。

　──まだだ、智花。まだパスが有る。

　一瞥。

　──まだ。

　左足の踵かかとが、僅わずかに上がる。

　──よし来てくれ！

「ぉらっ！」

　今度はジャブステップ無しのスピンムーブ。立ち上がりが一歩遅れる、間に合わない……けど、大丈夫！

「んっ！」

「馬ば鹿か……なっ!?」

　どんぴしゃり！　俺おれを躱かわし竜一の顔がゴール正面に向いた瞬しゆん間かん、智花が立ちはだかって足を止めてくれる。たたらを踏み汗を飛ばす茶髪の斜め後ろから再度距きよ離りを詰めて、生まれた一瞬の隙すきを突き、ボールめがけて右手を伸ばし──奪い取る！

「……はは！　嚙かみ合いすぎて、怖いくらいだ。智花と同じチームでプレーできる機き会かい、この一度だけにしておくのは勿もつ体たいないな」

「昴すばるさん……え、えへへ」

　コンビプレーでボールを仕留め、笑えみを交わす俺と智花。その傍かたわら、竜一がフラストレーションをぶつけるようにつま先で地面を蹴ける。

「なぜだ、なんでそんな完かん璧ぺきに俺の攻めるタイミングが読めやがる……？」

「教えるわけないだろ。ビデオ見まくってやっと見つけた隙なんだ。ちなみに足の動かし方に癖くせがあるとか、そーゆーいかにもなヤツじゃないぜ」

「……ありえねぇ。俺が長は谷せ川がわと、ガキ一人ひとりにあしらわれてるだと」

　もはや竜一は目で人が殺せそうなほどで、睨にらまれた智花はびくりと俺の背に隠かくれてしまう。大丈夫だと庇かばってやりつつ、素す晴ばらしい反応を続けざまに見せてくれたことを称たたえ、ゆっくり頭を撫なでる。

　竜一の個人技、殊ことに闘とう志しむき出しのジャブステップには、隙なんて何ど処こにも見当たらなかった。いくらビデオをチェックしても、普通の方法では、こいつを止めるなんて昨日きのうの今日きようではどだい無理な話に思えた。

　だが、ふとした瞬間に気付いたのだ。

　竜一の闘志には、着火ポイントとでも呼ぶべき瞬間が存在することに。

　それはいざ個人技を繰くり出す瞬間ではなく、その少し前。竜一はパスを選択肢として視野に入れているうちは、あからさまに凄みが薄れる。嫌いなのだろう、本質的にパスを出すことが。だから露ろ骨こつにつまらなそうな顔をするのだ。

　いっぽうパスを出さないと決め込んだ後は、そりゃもう水を得たピラニアのように気配けはいがアグレッシブになる。そうなったら、もう一度パスを出そうなんて死んでも考えない。もはや頭の中は個人技での突破一択。

　分ぶん水すい嶺れいはそこだ。すなわち、竜りゆう一いちが瞳ひとみに嗜し虐ぎやく性せいを宿らせた瞬しゆん間かん。それより以前はパスの可能性を考こう慮りよして智とも花かには奈な那なさんに付いていてもらい、変容を感じ取った瞬間サインを送って召しよう喚かん、ダブルチーム。今回の３ｏｎ３では智花と奈那さんとの実力差が決定的であるがゆえ、それで完全に攻こう撃げきを抑えきることが出来るのだ。

　もちろん、言葉で表すほど簡かん単たんな所しよ行ぎようではない。サインを得てから智花のダッシュが少しでも遅れれば突破されてしまうし、このディフェンスコンビネーションを練習する時間は正しよう味み一日しか無かった。実戦でいきなり対応できるか一いち抹まつどころじゃない不安を感じていたのだが。

　なしえてしまった、湊みなと智花は。まったく、なんて少女に出会ったものだろう。

　──この子のコーチ。そんな大それた肩書きを自称し続けるためには、俺おれももっともっと努力しなくてはなるまい。その宝石のような輝かがやきに恥じぬ男に、なりたい。ならなくては、此この世に生まれてバスケットボールを手にした意味がないとさえ思えた。

　気付かぬうちに、俺の頭の中はもう智花のことでいっぱいだ。







　以後、形勢は完全にこちらが圧倒。さすがは中学ＭＶＰ、時として俺と智花の包ほう囲い網もうが竜一に突破されてしまうこともあった。ゴールの高さ故ゆえ、愛あい莉りも智花も普段ふだんよりシュートの精度が悪かった。

　それでもなお、定めた制限時間が一分を割ったところで、スコアはこちらが８点のリード。よっぽどのミスや事故が無ければ、逆転不可能な点差だ。

「うう、リュー……」

　半べそで歯は嚙がみする奈那さん。竜一は怒りすら達たつ観かんしたのか、無表情で淡たん々たんとプレーに徹てつしている。その都度見せる切れ味は中学での対戦時を完全に凌りよう駕がしていて、何度も肝きもを冷やす羽は目めになった。どうやらもうパスの選択肢など完全に除外したらしく、意固地に俺と智花のダブルチームを突破しようとするばかりなので尚なお更さら守りやすくはなっていたのだが、とても勝ち誇れる気分ではない。

　──勝ち誇れない。

　まあそれは、当たり前のことなのだが。

　ここまでの功こう績せきは、ほぼ全すべて智花と愛莉、二人ふたりによるものなのだから。俺はあくまでお膳ぜん立だてを整ととのえただけ。本当の意味で、自分がこの試合中竜一に勝まさっていた部分など一つとして無い。

　チームが勝てればいい。それが信条だから、悔やむ気はない。自分は別に、ゲームのヒーローじゃなくて、エースじゃなくて良い。頑がんとして、そのポリシーを曲げるつもりはない。

　しかし、やっぱり足りないのだ。痛めつけられたプライドが癒いえない。

　どこか、一つだけで良い。俺おれは、竜りゆう一いちに勝ちたい。

　余計なエゴかもしれない。だとしてもなお、我が慢まんできない。

　結局、負けたくない。負けたままでは、いたくないのだ。

　だから、ごめんなみんな。

　ちょっとだけ、わがままを言わせてくれ。

「須す賀が。どーやら、俺たちの勝ちみたいだ」

「……満足か？」

　ドリブルしながら抑よく揚よう無く呟つぶやくと、竜一もまたつまらなそうに淡々と疑問を返してくる。

「ああ。なんとかこれで、責任は果たした。……残ってるのは、お前に一対一で負けた個人的な恨うらみだけだ。そっちを返せれば、よーやく借金完済ってとこか」

「完済だ？　アテはあるのかよ？　あるつもりかよ？」

「なきゃ、来ない」

「おい、口だけでイキがっても──」

「分かってる。なあ、この前のお返しだ。……ここからは、１ｏｎ１ってことでどうだ、須賀？　俺の事止められたら、試合はチャラでいいぜ？」

「……………………後悔するぞ」

　あえて不ふ遜そんな笑えみを形作って提案した俺を、射殺すように睨にらむ竜一。

　智とも花かも、愛あい莉りも、応援してくれるみんなも。勝手な宣言に何ひとつ口を挟まなかった。まるで、そうする事を初めから知ってたみたいに、頷うなずき合って唇を結び、コートを俺と竜一だけに託してくれる。

「俺の先攻で良いか？」

「どうでもいい。せこい作戦ならともかく、個人技が数日でどう変わるっていうんだ。見せてみろよ、変えられたってほざくならな」

「言われなくてもそうするさ、出し惜しみなしでな……！」

　急速発進。ポストラインを平行になぞるような動きで、竜一を引き連れ斜め方向にゴールまでの距きと離りを詰める。

　さあ、まずは下準備。とりあえず、敵の中で自分のイメージを押し広げる。

　どうせ長は谷せ川がわ昴すばるには凡ぼん庸ような攻めパターンしかない。そう思って余裕たっぷりに対応できてる心に、迷いを植え付けてやる。

「いけっ！」

　ほぼ０角度、ゴールの真横近くまで進攻するや、直角に方向転換。立ちはだかろうとする竜一の手前で空に舞まい、右手を掲かかげる。指先を引っかけ、スナップを利かせ振り抜くイメージで、ボールをふわりと浮遊させる。

「スクープ!?　苦くるし紛まぎれかよ！」

　あー、確たしかにそうかもな。現状じゃあ、入るかどうかは運の要素が大きすぎる。

　けど、成功率50％なら二回に一回は決まるのだ。20％でも、五回に一回。

　それなら、この一度だけ。

　向こう一ヶ月、一本も入らなくなっても良いから。

　この一本だけ、意地でも沈めてみせる……！

「……ちっ」

　そして俺おれは、賭かけに勝った。ボールは放ほう物ぶつ線せんを描いて、奥に一度、手前に一度。未練たらしくリングの上を跳ね回ってから、静かにネットを揺らしてくれた。

「言ったろ。部活が無いからって遊んでたつもりはないって」

　歯を剝むき、自信たっぷりに──そう見えるように装よそおって、竜りゆう一いちに笑いかける。

　さあどうだ、思う存分過大評価してくれ。普通のドライブに加えてスクープも有ると警けい戒かいしてもらえれば、いくら竜一とはいえ反応速度が鈍にぶるはず。

　たった一度のゴールが、くさびとなって自由を奪ってくれるのだ。

　とはいえ、実際はもうスクープシュートを打つつもりなどないが。出鼻で決められただけでもある意味奇跡。これ以上運に頼ったら間違い無く神様に嫌われてしまう。

　それに、これではまだ奇き襲しゆうで出し抜いただけだ。本当の意味で、竜一をいなしたことにはならない。

　まだ、足りない。

　だから今度は、地力で俺にとって最大の壁かべを乗り越える番。

　七な芝しばが休部になってから、この日までのうのうと生きてきたわけじゃない。

　智とも花かが、真ま帆ほが、紗さ季きが、愛あい莉りが、ひなたちゃんがいてくれた。

　五人のひたむきさと無む邪じや気きさが、バスケの本質的な楽しさと難むずかしさを、新しん鮮せんな色でもう一度見せてくれた。

　葵あおいが、一かず成なりが、柿かき園ぞのが、御み庄しよう寺じが、竹たけ中なかがいてくれた。

　万ばん里りとも、出会うことができた。

　不自由しながらも、どんなしんどい基き礎そ練習にだって協力してくれた。コートの広さを、パスを出す感覚を、薄うすれていきそうになる勝負勘かんをつなぎ止めてくれた。

　大切な仲間に囲まれて、俺は育てられていた。

　それを今ここで、証明する。

　……だから頼む。みんな。今日きようもまた、力を貸してくれ。

「お前の攻め番だ、須す賀が」

「いらん」

「え？」

「どーせ抜ける。時間の無む駄だだ。それとも、ディフェンスにも何か秘策があんのか？」

「…………ない。一いちか八ばちかで、食らいつくだけだ」

「なら、いらん。長は谷せ川がわ、お前の攻めだけで良い。俺おれが止めるか、お前が抜くか。それだけの勝負で良い」

「…………恩に着る」

　正直に告白した通り、現状こいつをマンツーで止めるための策はなにもない。悔しいが、ここはありがたく申し出を受けておこう。

「来い。見せてみろ。まだ何か有るんならな」

　共に粛しゆく々しゆくと歩いてベースラインまで戻り、俺の連続攻こう撃げきでリスタート。

　ついに、実戦で試す時が来た。

　智とも花かと、竹たけ中なかのおかげで気付くことができた、自分自身の可能性を。

　まずは、可能な限り全身の力を抜く。そうだ、ギャラリーの顔も見ておこう。……はは、みんな心配そうに押おし黙だまっちゃって。不安な想おもいをさせて申もうし訳わけない限りだ。

「……？」

　竜りゆう一いちが、訝いぶかしんでいる。やる気あんのかって、怒ってそうだ。

　もちろんあるさ、やる気。

　あるけど……どうも下へ手たに見せない方が良いみたいなんだ。俺の場合。

　思えば俺とこいつは、対極に位置するプレーヤーなのかもしれない。

　竜一は、類たぐいい希まれなる攻撃性で相手の心すら征服してしまう炎のようなバスケ。

　じゃあ、俺は？

　……あえて喩たとえるなら、水。

　流れる水のようにつかみ所なく漂い、コートに点在する隙すきを浸食する。それがきっと、目指すべき理想像。

　なのに、この勝負を重んじるあまり、『気合負けしないように』なんて空から回まわりしたせいで、竹中すら抜けなくなるほどのスランプに陥おちいってしまった。




　──これで、よかったのに。




「な……に……？」

　捻ひねりのないダックインから、レイアップ。全すべての動作が終わるまで、心は凪なぎ。

　ネットを射い貫ぬいて、振り返る。竜一はその場から一歩も動いていなかった。

「う、うお～～～～～！　やったぜすばるーん！」

　真ま帆ほを皮切りに、子どもたちが歓かん声せいを上げてくれる。いっぽうで葵あおいと万ばん里りは狐きつねにつままれたような顔だ。ふふっ、そんなに驚おどろかんでも良いだろ。

「これで、二本頂きだ」

「…………おい長は谷せ川がわ。たった数日で、何をした？　あんなに無む駄だだらけで、バレバレのフェイクしか出来なかった野郎が、どうして急に、動き出しのスピードをあそこまで高められた？」

「無駄だらけでバレバレか……。ま、確たしかにそうだったんだろう。特に、お前みたいな奴やつの前だと」

「質問に答えろ」

「企業秘密だよ……って言いたいところだけど、須す賀がたちにも感かん謝しやしないといけないからな。いいさ、礼代わりだ。ただ、気付いただけだよ。自分の身体からだの、一番有効な動かし方に」

「動かし方だと？」

「俺おれは、お前みたいにフェイクを本気っぽく見せる才能には乏しい。その代わり、『逆』なら昔から自然と出来ていた。……その気があるのに、あたかも無いように見せるのは、わりと得意だったってこと」

　竜りゆう一いちという選手は、常に溢あふれんばかりの闘とう志しを振ふり撒まき、フェイクをフェイクと見破らせない能力の持ち主。

　それは、とても真ま似ねの出来ない、すぐには絶対手の届かない才覚。俺がどれほどフェイクに気合いを込めようと、実際のドライブに比べたら噓うそっぽくなってしまう。

　ただし、それは『闘志を込めた』場合の話。

　逆に、全く気合いを外に現すことなく、相手の裏を突いてパスを出す技術ならば、俺は何年も突き詰めそれなりの成果をあげてきた。

　ならば、その『静』なる動作を、個人技でも応用すればいい。

　フェイクの時も、ドライブの時も。

　パスを出す時のように『その気』を心の深層に隠かくしたまま行う。

　全すべての感情を内に秘め、行こう雲うん流りゆう水すいの領域に立つ。

　その感覚を完全に物に出来れば、俺はきっとプレーヤーとしてさらに一段上に進めるのだ。

　気付いたのが土ど壇たん場ばすぎて、まだ意い識しき改革は完了してない。生まれたての、赤あか子ごのような技術だが、それでもとりあえず一度は実戦でも成功した。

　智とも花かの、おかげだ。智花が毎朝対戦を繰くり返すうち、俺以上に長谷川昴すばるというプレーヤーの本質を見抜いてくれていたから、たどり着けた。中学の頃ころは手も足も出なかった須賀竜一に、こうして僅わずかでも迫ることが出来たのだ。

　本当に、感謝する。ありがとう、智花。

「……もう一度だ。もう一度来い、長谷川」

「ああ。何度だって見せてやる。しっかり覚えとけ。残念ながらしばらくは見納めだろうしな」

「ほざけっ！」

　たかぶる気持ちを胸の内に潜ひそませて懐ふところに飛び込む、ほんの一いつ瞬しゆん。

　僅わずかに竜りゆう一いちが笑っていたような、そんな気がした。







　攻こう撃げきは、成功。連続で竜一を躱かわし、俺おれはゴールネットを揺らした。

「…………」

「…………」

　自らボールを拾い、フリースローラインまで引き返して歯は嚙がみする竜一と無言で対たい峙じ。

「…………俺は、負けたなんて思ってねーぞ長は谷せ川がわ。……完全にはな」

「そりゃそうだ。俺だって勝ったなんて思ってない。……完全には」

「たりめーだ。お前自身、ディフェンスじゃ俺を止められないって認めてる。百万歩譲ゆずって五分五分が良いとこじゃねーか。だから、この決着は貸しだ。……来年まで、な」

　しばしのにらみ合いを経て、憎々しげに竜一が俺に人差し指を突きつける。

　まったく、負けず嫌いな奴やつ。とはいえ言い分は正せい論ろんだけど。

「……ああ。だから次は、オールコートで決着つけよう。オールコートで。五対五で。七な芝しばと伊い戸と田だで」

「は、せいぜい足あ搔がいてろ。せめて、部員五人くらいは集めてみせやがれ。じゃないと俺がほんのちょっっっっっぴりだけ困る。フルボッコにしてやる機き会かいが無くなっちまうからな」

「はは、もちろん。言われなくてもな」

「あーくそ。やっぱり来たのは失敗だったぜ。このあと部活で憂うさ晴らしに暴あばれて、またうぜぇ上級生に理り不ふ尽じんな文句付けられそーだ。……おい奈な那な、帰るぞ」

「う、うう……でも」

「もう充分遊んだろうが。それともそいつらの仲間に入れてもらうか？」

「ぬぇっ！　そんなわけないじゃん。ま、待ってよリュー！　……お、覚えてなさいよねっ！」

　散さん々ざん減らず口をたたいてから、ようやくコートを明け渡してくれる奈那さんたち。

「おい、香か椎しい」

「……おう」

　と、去さり際ぎわに竜一が表情を変えないまま万ばん里りの前で立ち止まる。

「お前もその気があるならかかってこい。またそのでけぇ図ずう体たいをさんざん振り回される勇気があるんならな」

「うっせぇ。ナマイキなんだよ、負け犬」

「負けてねーってんだろ。…………………………………………完全には」

　そしてギラリとした笑えみを残し、今度こそ振り返らずに立ち去っていく。

　次に竜りゆう一いちと会うのは、たぶん来年か。

　それで良い。なれ合いたい奴やつじゃない。

　ただ、確かつ固こたる敵で、指標でさえあれば、それで良い。

「万ばん里り。これから忙しくなるぞ。あいつに追いつけるよう同好会でももっと特訓しなきゃだし、慧けい心しんの……特に愛あい莉りへのアドバイスも引き続きお願ねがいしたい。付き合ってくれるか？」

　竜一と入れ違いで万里に身を寄せ拳こぶしを突き出すと、なんの躊ちゆう躇ちよもなく大きな手がそこに重ねられた。

「聞かれるまでもねーって。練習も、アドバイスも、どっちもな」

　なんとも嬉うれしい返答に、顔がほころぶ。

　そうしてしばらく野心に燃もえた瞳ひとみを向け合っていた俺おれたちに、

「えへへ、ありがとうね、お兄にいちゃん」

　傍かたわらから嬉き々きとした声がもう一つ。

「愛莉、それに智とも花かっ！」

　顔を向ければ、親愛なるチームメイト二人ふたりが寄り添って微笑ほほえんでいた。

「今日きようは本当にありがとう。二人とも、最高だった。何より、二人と同じチームでバスケできて、とっても楽しかった」

「……嬉しいです。私も、昴すばるさんのパスを、ちゃんと受けることが出来て。……あ、あのっ。私、なれたでしょうか？　す、昴さんのパートナーにっ」

　たおやかに俺を見上げていた智花が、一転瞳に僅わずかな不安の色を宿す。

　それを払ふつ拭しよくしてやるべく、俺は一歩二歩と身を寄せ、ことさら優やさしく智花の頭を撫なでた。

「もちろん。時間が止まって、ずっとこうしていられれば。智花といつまでもバスケをしていられればって思うくらい、素敵すてきなパートナーだった」

「……ふぁう。え、えへへ」

　時間をかけて、ゆっくりと。上うわ目め遣づかいと染まる頰ほおを見つめたまま、労ねぎらいを伝え続ける。

「あ、あの……わ、わたしは……い、いえそのっ！　お、お取り込み中のところすみませんっ」

「あはは、お取り込み中って……」

　そうしているうち、愛莉もまた不安を抱えていたのだろう、控えめな彼女にしては珍しいくらいの早口で尋たずねたかと思えば、即座に縮ちぢこまってしまった。

　うむ、もちろん愛莉にもちゃんと本心を伝えねばな。微妙に瞼まぶたをぴくぴくさせている万里の表情が怖いが……その程度のことで躊ちゆう躇ちよなどしてられぬ。

　そう決め、今度は愛莉と正面から向き合おうとした……そのとき。

『ちょ～っとまったぁぁぁぁっ！』

　という叫び声がシンクロして、少女たちがぞろぞろとコートに飛び込んできた。

「ま、真ま帆ほ。ひなたちゃん。紗さ季きも」

「ずるいずるいずるい～！　あたしたちだってすばるんのパートナーになりたい～！」

「確たしかに今日きよう、トモも愛あい莉りも大だい活かつ躍やくでしたが！　でも私たちも長は谷せ川がわさんと同じチームになれればそれなりに頑がん張ばれるつもりです！」

「おにーちゃん、ひなもー。ひなも、ちゃんとぱーとなーできるー」
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　三方から詰め寄られ、返答に窮きゆうする。

　とはいえ、みんなの言い分はもっともだよな。たまたま今回は控えをお願ねがいしてしまったが、いざコートに入れば五人ともが頼もしい仲間になってくれたことは疑いようがない。

「は、はは。もちろん分かってる。智とも花かと愛莉だけじゃなく、慧けい心しん女バスのみんなが大切な仲間で、パートナーだ」

　だから思ったままに気持ちを伝え、まず愛莉、それからひなたちゃん、紗季、真帆の順でたっぷりスキンシップをとり、この日までの労ねぎらいを伝える。

　こうして俺おれたちは、勝利の喜びを全員で余すことなく共有──

「きゃわ、来たよんショージ！」

「お、おでこは触っちゃめーだよぉ、せんせぇ」

「…………おい。何してんだ柿かき園ぞの、御み庄しよう寺じ」

　──できたつもりで安心していた俺の前に、ずずいと躍おどり出てわざとらしく眼を閉じ、頭を突き出すじょしこーせーどもが。どないせーと。

「だってだって！　なんか仲間はずれとか嫌いやじゃん！　行列見つけたらとりあえず並んでみたくなるじゃん！」

「そーだよぅせんせぇ！　あとそれに、私たちがこーすれば葵あおいちんもどさくさに紛まぎれてなでなでしてもらえるかなぁって」

「んなっ!?」

　よく分からない理屈に続いて御み庄しよう寺じの口から発せられたとばっちりに、顔を真まっ赤かにして憤いきどるお葵。……ってあれ、いつの間に葵もコートの中に入ってたんだろ。

　ま、そんな些さ細さいな問題は良いとして、ふむ。

「えーと。またたくさん世話になったな、葵」

「う、うぇぇぇぇっ!?　なんで本当に撫なでるのよ昴すばるっ!?」

「いや、なんとなく……。嬉うれしくはないだろうけど、俺おれが感かん謝しやしてるのは本当だし、一応形でしめしておこーかなーと」

「い、いらないわよそんなのばかっ！　す、昴のばか！　ばーかばーかっ！」

　怒られた。……まあ、そりゃそうか。







　さてこの後、葵の機き嫌げんを取るのに散さん々ざん苦労……するかと思えば意外や意外、わりとすぐに怒りは収まってしまった。

「よーし、じゃあ行くわよ愛あい莉りちゃんっ！」

「は、はいっ！」

　というかなかなかどうしてご機嫌だ。せっかくなので取り戻したコートを借りて、そのまま合同試合会になだれ込んだ俺たちであったのだが、葵は終始笑顔えがおを弾はじけさせたままバスケに熱ねつ中ちゆうしてくれていた。

　葵にとっても、当然ながら嬉しかったんだろう。愛莉の成長が。

　それに、もしかしたら。俺が少しだけリベンジを果たせたことも、喜んでくれているのかもしれない。……それはもう長らく、情けない姿を見せ続けちゃってたからな。

「昴さん」

　そんなことを思いながら自分もまた笑顔でボールを追いかけていると、智とも花かがすぐ傍そばまでやってきて頰ほおを染め微笑ほほえむ。

「おう、どうかした？」

「あの……昴さんにパートナーと言って頂けて、嬉しいです。今もこうして、同じチームでいられることも」

「うん、俺もだ。合同試合だと、俺と智花が組んでもなんとかチームのバランスが取れるから助かるよ」

「はいっ。それで……その……」

「ん？」

　大きく頷うなずいてから、何かを言いよどむ智とも花か。

「わ、私。これから、もっともっと頑がん張ばって。次は、いっ、いちばんを目指します……！　昴すばるさんの、いちばんの、パートナーをっ！」

「え……はは」

　そしてたっぷり逡しゆん巡じゆんしたのち、うわずった声でそう告げるや、頰ほおを染め一いち目もく散さんに走り去ってしまった。

「いちばん、か」

　なんともありがたい、心こころ躍おどる宣言だった。

　そうだな、俺おれも目指そう。

　智花の、あの美しいバスケに恥じないような、強い男になりたいと。

　雲の合間から覗のぞく真まっ青さおな空を見上げて、そう思った。
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　奈な那なさんたちが長らく居い着ついていたせいだろうか。この日、オールグリーンのハーフコートには以後来客もなく貸し切り状態で、俺おれたちはこれでもかというほど合同試合に熱ねつ中ちゆうした。

　竜りゆう一いちたちとの対決直後だったので終了した時には疲ひ労ろう困こん憊ぱいだったけれど、実に楽しいひとときを過ごせた。夏休み最後の思い出が多くの笑顔えがおで満ちて、心から嬉うれしく思う。

　そして終了後はファミレスで打ち上げ。十一人という大所帯でテーブルを三つ占領し、試合の感想を伝えあったり近況を話したり、大盛り上がりで親しん睦ぼくを深める。

「どーだナツヒっ！　あたしとくせーのアップルコーヒーソフトクリームフロート一いち味み唐とう辛がら子し添えのがおいしーだろ！」

「たけなか、ひなの方がおいしいよね？　ひなのはちみつコーラなまクリームヨーグルトの方が、おいしいよね？」

「………………ひなたの、勝ち」

「うっわーお前のヒーキにはがっかりだ！」

「な!?　ヒ、ヒーキとかしてねーよ！　人聞きの悪いこと言うなっ！」

「無む駄だよ真ま帆ほ。夏なつ陽ひなんて、ただの醬しよう油ゆ水でもひなの勝ちって言うに決まってるじゃない」

「言わねーし！　紗さ季きまで変ないいがかりつけるんじゃねー！」

「ふふ、はいはい。それは良いとして、あんまりドリンクバーで遊んじゃダメだって言ってるでしょ、二人ふたりとも……」

　真帆とひなたちゃん特製の謎なぞカクテルを無む理り矢や理り批評させられてげんなりしてる竹たけ中なかのやつも、なかなかどうして楽しそうである。

　ちなみに、まずカクテル提供のターゲットにされたのは他ほかならぬ俺なので、夏陽の苦悩は手に取るようにわかる。がんばれ。ここで気合いを見せて完飲すれば、二人の中で株が上がるぞ。

「はは、みんな楽しそうだなー」

「だろ。おかげで孤独感に苦しむこともないよ」

　腰掛ける面々を見回し、隣となりで腕を組みながらしみじみ呟つぶやいた万ばん里りに頷うなずく。

　きっと、それは自分が思っている以上に有あり難がたいことなのだ。部活を失い、目標を失った俺にとって、なんの変わり映えもしない日常の中で独りきり自主練にうち込むのは、ひどい苦行だったに違いない。

　子どもたち、葵あおいたちが居てくれなければ。心が荒すさみ、ただ自ら課かしたノルマを機き械かいのようにこなすだけの、想像力の閉じた練習を行って満足した気になっていたかもしれない。

　この一週間のような、積せき年ねんの敵と偶ぐう然ぜん出会い、敗れ、苦しみ、這はい上がる。

　そんな経けい験けんは、絶対に出来なかった。

　みんなには、数え切れないほどたくさんの成長を貰もらい受けた。

　だから、今度は俺の番だよな。

　自分が得たのと同じだけの経けい験けんを、挑戦を。なんとかしてこちらからもプレゼントしたい。

　そんな想おもいが、再び胸の中で溢あふれだした……その瞬しゆん間かん。

「ん？」「あれ？」

　俺おれと葵あおいの携けい帯たいが、同時に震ふるえた。どうやらメールが届いたようだ。

　タイミングに驚おどろきつつ、幼おさな馴染なじみと首をかしげあってから開封。

「──っ！」

「あは……！」

　すると、たちまち互いの顔に、笑えみが弾はじけた。

「およ？　どしたのすばるん、あおいっち？　なんかあった？」

　不ふ思し議ぎそうに尋たずねてくる真ま帆ほ。ああ、何かあったどころじゃない。

「……やー、良いことって重なるもんなんだなあって」

　これは、ますますのんびり構えてはいられなくなったな。

　──もう一度、心から誓おう。

　感かん嘆たんの溜ため息いき混じりに、その簡かん素そな文面を子どもたちの方に向けながら、胸の内で宣言する。

　俺は全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって、大切な教え子たちを、次なる舞ぶ台たいへ連れて行ってやると。

　次なる、戦いの舞台へ。
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　あとがき





　※今回のあとがきは本ほん編ぺんの内容にちょこっと触れておりますのでご注意下さい。



　祝『ロウきゅーぶ！』二周年！

　これを記念いたしまして、今回はパッケージにビッグサプライズを仕込んでみました。なんと、ご購こう入にゆう後ご二十四時間が経過しますと、表紙の愛あい莉りが万ばん里りに変化する特殊印刷仕様となっているのです。

　ええ、噓うそですよ。噓ですのでどうかご安心下さい。表紙はずっと愛莉のままです。

　ということで、ついに愛莉のお兄にいちゃん、香か椎しい万里の登場回でございました。

　や、『ついに』なんて思ってるのは自分だけですよね。でもこのキャラ、実際わりと早い段階……というか電でん撃げき小説大たい賞しように応募する前から設定だけはありまして、当時は「二巻か三巻くらいに出番かな～うぇへへっへ～」とか受賞もしてなければ書く予定もないのに思っておりました。無む駄だに。その証拠にほら、ちゃんと一巻の冒頭にそれっぽい人物が。

　しかしその後有あり難がたくも本当に賞を頂き、続刊を真ま面じ目めに再構想するにあたってどんどん優ゆう先せん順位が下がってしまったため、こうして遅れに遅れたり七巻での初登場となった運びです。

　でもこれは逆にとても感慨深いことです。だって当時、いくら妄想大好きな自分とはいえ、まさかこのシリーズを七巻まで続けられるとは考えてもおりませんでしたから。

　それもただ続けるのみに留とどまらず、自分一人ひとりで実現可能な範はん囲いをはるかに飛び越え、素す晴ばらしいクリエイターの方々に世せ界かい観かんを共有して頂ける光栄まで賜たまわってしまい……。もはやこの感動は、とても言葉では言い尽くせそうにないです。

　たかみ裕ゆう紀き先生によるコミック。毎回ネームや完成原稿を拝見するのが楽しみでしかたありません。恥ずかしながら、幾度となく感動のあまりぼろ泣きしました。原作者のくせに。

　ドラマＣＤ。この巻が出る頃ころはまだ予約受付中だと思いますので、どうぞよろしくお願ねがいします。そうそうたる声優の皆様が自作のキャラに声を吹き込んで下さるなんて、夢物語すぎて未いまだ実感がわかないのですが、とにかく完成が非常に待ち遠しいです。

　そして。『ロウきゅーぶ！』、次はなんとアニメ化でございます。まだ詳しい情報はほとんど出せないものの、応援して下さっている方々に喜んでもらえますよう、私自身も可能な限り協力させて頂こうと思っておりますので、続報をお待ち下さいませ。

　ここまでたどり着けたのも、ひとえにてぃんくる先生と担当編へん集しゆうの和わ田ださんのお力があってのこと。どうぞ今後とも、なにとぞよろしくお願いします。

　最後になりましたが、この度たびも拙せつ著ちよをお手に取って下さり本当にありがとうございました！

　それではまた、八巻でお会いできることを願っております。


二〇一〇年吉日　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。バンドマン目指して上京し、大学時代にサクッと挫折した結果、今シリーズで第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し作家デビュー。執筆の合間を縫って気分転換の散歩に行ってきたそうです。訪れた場所へのツッコミは受けかねますので。
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てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。「マテリアルゴースト」（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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